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移 ノ 岬 一 葉 と いつ 男 


〇 5 人 目 の 顧 問 

「 先 ノ 岬 一 葉 と いう 人 で す 」 

"ガト ドコ ジオ シン ナタ ? ュ 

「 来れ ば わか り ま す ,」 

「 何 も 聞 いて いな い の か ,」 

「 え え 」 

「 ま た か 一 何人 も 入れ 替わり 人 が 入っ て くる けど 、 み ん な すく 逃げ 出す じゃ 
な いか .」 

「 え え 」 

「 ま た か 」 

「 え え 」 

人 事 部 長 を し て いる 松下 三郎 は 、 み ん な に 聞か れる 。 偉 い 人 が 、 み ん な 聞 

く 。 若 い 社 員 は 、 興 味 が な い 。 女性 の 社員 も 興味 が な い 。 どん な 社員 が 入社 
し て こよ う が 、 関 係 な いと 思っ て いる 。 

社長 の 、 人 篠田 三太郎 は 、 親 か ら イ ヤ イ ヤ 会 社 を 継い で 社長 に な っ た 。 

アメ リカ で 、 イ ラス トレ ー タ ー の 勉強 を し て 、 街 角 で 、 絵 を 描い て いた 。 
親 か ら 仕送り を も ら っ て いた 。 35 歳 の 時 に 、 創 業者 で ある 父親 が 急死 し て 、 
母親 の 頼み で 、 日 本 へ 帰っ て きた 。 会 社 を 経営 する こと な ど 、 何 も わか ら な 
し 1。 

「 あな た の 片腕 を 用 意 し な さい 」 

母親 に 喜 わ れ て 、 ヘ ッ ド ルン ティ ング で 、 4 人 入社 させ た 。 顧問 で 入っ て も 
人 る だ 。 

最初 の 男 は 、 朝 石 勝 郎 62 歳 だ っ た 。 人 篠田 三太郎 が 35 歳 で アメ リカ か ら 帰 っ 

た 時 に 、 母 親 が 準備 し て いた 。 

「 な ん と いっ て も 人 で すか ら 」 

「 こ こ に は 、 お 父さん の よう に ガン バリ 屋 さ ん の 社員 が いま せん 」 

経営 コン サル タン ト だ っ た 。 篠田 三太郎 の 教育 係 だ っ た が 、 そ れ だ け だ っ 


た 。 結局 、 株 式 会 社 現代 源田 に は 入り 込め な いま ま 、 毎 日 、 篠 田 三太郎 に 、 
講義 を し て 終わ っ た 。 

「 勉強 する の だ っ た ら 、 篠 田家 で や れ ば いい 」 

篠田 三 大 郎 が 、 朝 石 勝 郎 を 取締 役 に し た いと 吉 い 出し た 時 に 、 6 人 いる 役員 
全員 が 反対 し た 。 

朝 石 勝 郎 は 、 約 束 が 違う と 、 現 代 源田 を 辞め て いっ た 。 

2 人 目 は 、 湯 本 建治 41 歳 で 商品 開発 の コン サル タン ト で ヒッ ト 商 品 メ ー カ ー 
だ っ た 。 朝 石 勝 朗 が 約束 が 違う と 逃げ 出し た 3 か 月 後に 、 人 篠田 三太郎 が 、 
ヘッ ド ハ ルン ティ ング し た 。 篠田 三太郎 が 36 歳 の 時 で ある 。 現 代 源田 に は 、 商 
品 開発 セン ター が あっ た 。 現代 源田 は 、 エ レク トロ ニク ス 商 品 の O EM メ ー 
カー で ある 。 篠田 三太郎 に は 、 商 品 に つい て の 片腕 が 、 ど うし て も 必要 だ っ 
だ 。 

湯本 建治 が 入社 し て 2 カ月 後 、 商 品 開発 セン ター で 暴行 事件 が 発生 し た 。 湯 
本 建治 が 、 若 い 男 性 社員 を 蹴り 倒し て し まっ た 。 執 押 に 、 湯 本 建治 に 反論 し 
て 、 湯本 建治 が 切れ て し まっ た 。 

湯本 建治 は 、 ま た 、 商 品 開発 の コン サル タン ト に 戻っ て いっ た 。 た っ た 2 カ 
月 し か いな か っ た 。 

刈田 芳樹 は 、 人 事 の コン サル タン ト だ っ た 。 33 歳 だ っ た 。 篠田 三太郎 が 人 事 
の 講習 会 で 、 替 い の あ る 刈 田 芳樹 に ホレ た 。 湯本 建治 が いな く な っ て 3 ヶ月 
後 だ っ た 。 

刈田 芳樹 も 、 年 間 報酬 の 多 さ に 、 現 代 源 田 の 専任 の 道 を 選ん だ 。 朝 石 勝 郎 も 
湯本 建治 も 同じ だ っ た 。 年 間 報 酬 も あっ た が 、 役 員 に な る こと を 約束 され て 
いた 。 

2 代目 の オー ナー 社長 の 約束 で ある 。 安 心して 意気 揚々 と 、 現 代 源田 に 乗り 
込ん で くる 。 錠 田 芳樹 も 同じ だ っ た 。 し か し 、 ほ と ん どの 社員 は 、 刈 田 を 無 
視 し た 。 人事 の 顧問 で ある 。 役 員 に な る 人 だ 。 

前 島 直 人 は 、 会 計 の 専門 家 だ っ た 。 物 静か で 、 い る の か いな い の か わか ら な 
いよ うな 男 だ っ た 。 49 歳 で 銀行 の 推薦 と いう か 、 押 し 込ま れ た 。 銀行 に 押し 
こま れ た 。 篠田 三太郎 は 、 会 計 シ ステ ム の 改革 を や ろう と し た 。 

社員 は 、 誰 も 動 こ つう と は し な か っ た 。 ま た 3 か 月 で いな く な っ た 。 


先 ノ 岬 一 葉 は 5 人 目 の 顧 問 で ある 。 

現代 源田 の 8 7 0 人 の 社員 は 、 人 篠田 三太郎 が 、 自 分 の チカ ラ を 持ち た いた め 
に 、 片 腕 と し て 入社 させ る 願 問 を 、 毛 嫌い し て いる 。 人 柄 が どう と か で は な 
い 、 も う 、 篠 田 三太郎 が 考え て いる こと が 、 嫌 いな の だ 。 

な ん と か 、 現 代 源田 の 社長 らし く な り た い の だ 。 自分 の チカ ラ で は な い 。 顧 
問 の チカ ラ を 借り た い 。 

それ は 、 母 親 の 懸命 な 願い だ っ た 。 愛 し て いる 息子 だ 。 人 篠田 三太郎 の た め 

だ っ た ら 、 ど ん な こと で も する だ ろう と 思わ れ て いる 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 そ ん な 人 篠田 由美 子 に 連れ られ て 、 役 員 室 に や っ て きた 。 現代 
源田 で は 、 役 員 は 、 全 員 大 部 屋 に いた 。 

篠田 三太郎 は 、 母 親 か ら 引き 継い で 、 役 員 の 1 人 1 人 に 、 先 ノ 岬 一 葉 を 紹介 
し て 歩い た 、 役 員 は 6 名 いる 。 常任 監査 役 が 2 名 で ある 。 母 親 の 篠田 由美 子 
は 、 常 働 監 査 役 で ある 。 昔 は 、 現 代 源 田 の 、 経 理 部 長 だ っ た 。 夫 と 二人三脚 
で 会 社 を 大 きく し た 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、42 蔵 らし い 。 

篠田 三太郎 は 、 先 ノ 岬 一 葉 を 、 名 前 で し か 紹介 し な か っ た 。 どん な 役割 を す 
る の か 、 だ れ も わ か ら な か っ た 。 5 人目 の 願 問 で ある 。 願 問 を 和信 社 さ せる こ 
と は 、 だ れ も 反 対し て は いな い 。 篠田 三太郎 が 、 経 営 に 明る く な いこ と は 、 
誰 で も が 知っ て いる 。 た だ 、 人 を 視 る 目 が な いと 、 社 員 の みん な が 思っ て い 
る 。 

5 人 目 の 願 問 で ある 先 ノ 岬 一 葉 は 、 名 前 し か わか ら な い 。 す ぐに いな く な る 
か ら 、 誰 も 、 聞 き も し な い 。 


〇 川 日 の 本 社 工場 
先 ノ 岬 一 葉 が 、 最 初 に 現代 源田 に 来 て 役員 に 紹介 され た の は 、 4 月 下旬 の こ 
どど だ っ だ 。 
それ か ら 、 し ば らく 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 姿 を 見 せな か っ た 。 
その こと を 、 誰 も 気 に も と め な い 。 
松下 三郎 は 、 篠 田 三太郎 に 聞い て みた 。 
「 先 ノ 岬 一 葉 さ ん は いつ 出社 する こと に な っ て いる の で すか 」 


「 5 月 連休 明け か ら 月 曜 と 水曜 と 金曜 日 に 出社 し ます 」 

「 どん な こと を な さる の で すか ? 」 

「 自分 で 申し 出る と 吉 っ て いま す 」 

松下 三郎 は 、 5 人 目 の 、 先 ノ 岬 一 葉 の 顧問 料 が 、 毎 月 20 万 円 と いう 金額 に 敬 
いて いた 。 朝 石 勝信 た ち は 、 み な さん 、 毎 月 1 0 0 万 円 だ っ た 。 な ぜ 20 万 円 
な の か 、 篠 田 三 大 郎 に も 聞い て いな い 。 

5 月 の 連休 明け 、 松 下 三郎 は 、 先 ノ 岬 一 葉 の 、 居 場所 を 用 意 し た 。 経 営 企画 
室 の 窓際 に 、 小 さ な 机 を 用 意 し た 。 朝 石 勝信 た ち が 使 っ て いた 、 大 き な 机 
は 、 先 ノ 岬 一 葉 が 断っ た そう で 、 倉 庫 へ 運ん だ 。 

「 先 ノ 岬 一 葉 さ ん の 交通 費 は どう し まし ょ う 」』 

「 毎月 20 万 円 で は 交通 費 に も 苦労 し ます が 」 

「 交通 費 は 実費 を 請求 し て も ら っ て くだ さい 」 

「 い まま で の 顧問 契約 と 違う の で 新しい の を つく り ま す 」 

「 お 願い し ます 」 

実際 の と ころ 、 人 篠田 三太郎 に も 、 こ の 先 、 ど うい うこ と に な る の か 、 よ くわ 
か ら な か っ た 。 母 親 の 篠田 由美 子 と も 、 よ く 話 し て お か な いと いけ な い 。 

「 連休 明 け か ら 先 ノ 岬 一 葉 さ ん が 来る ん だ けど 」 

「 聞い て いま す 」 

「 どう すれ ば いい で すか ? 」 

「 社内 を くま な く 見 て 回 り た いと 吉 っ て いま し た ,」 

篠田 三 大 郎 は 、 母 親 の 、 そ の 返事 だ け で 良かっ た 。 し ば らく は 、 先 ノ 岬 一 葉 
は 、 自 分 の 近く に は いな いよ う で ある 。 


5 月 の 連休 明け 、 水 曜 だ っ た 。 先 ノ 岬 一 葉 が 出社 し た 。 松 下 三郎 は 、 先 ノ 岬 
一 葉 の 机 に 案内 し た 。 

「 パ ソコ ン も 用 意 し まし た ,」 

「 今日 か ら 社内 を 見 させ て いた だ きた い の で す が 」 
現代 源田 に は 、 3 つの 工場 が あっ た 。 埼玉 県 の 川口 に 本 社 工 場 が あり 、 大 阪 
の 堺 に 堺 工場 が あり 、 ソ ウル に 現地 法人 の ソウ ル 工 場 が あっ た 。 中国 の 深 セ 
ン に も 、 工 場 を 検討 中 らし い 。 

「 明 日 ソウ ル に 行き ます けど いい で すか ? 」 


松下 三郎 は 驚い た 。 4 人 の 顧問 が 来 て は 辞め の て いっ た が 、 ソ ウル に 行く と 
吉 っ た 顧問 は 、 誰 も いな い 。 

「 切符 な ど は どう し ます か ? 」 

「 自分 で や り ま すか ら 現 地 の 社 長 さ ん に お 伝え ! い た だ きた い の で す が ,」 

「 ソ ウル に 1 泊 し た い の で す が 皆 さん が 泊まっ て いる ホテ ル が あっ た ら 、 明 
日 の 夜 の 宿泊 を お 願い し た い の で す が ,」 

「 交通 費 は 会 社 負担 に し ます の で 、 こ の 契約 書 を 読ん で いた だ け ま すか ? 」 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 カ バン か ら ハ ンコ を 出し て 、 押 E 印 し た 。 

「 読 まな く て いい ん で すか ? 」 

「 毎月 20 万 円 で 交通 費 は 別途 精算 で し ょ ? 」 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 自 分 の パソ コン を 取り 出し て 、 航 空 券 の 予約 を は じ め た 。 朝 
1 番 の 羽田 一 金浦 空港 便 で ある 。 

「 朝 1 番 の 便 に 乗り ます の で 、 ソ ウル に 連絡 し て いた だ け ま すか ? 」 
先 ノ 岬 一 葉 を 見 て いる 松下 三郎 を つなが し た 。 松 下 三郎 は 、 慌 て て 、 ソ ウル 
に 電話 を し た 。 
現代 源田 の ソウ ル 工 場 は 、 金 浦 空港 か ら 、 高 速 で 30 分 の と ころ に あっ た 。 工 
場 の 運転 手 が 、 空 港 ま で 迎え に 行く と の こと だ っ た 。 

「 今 日 は 、 こ こ を 見 て 回 っ て いい で すか ? 」 
松下 三郎 は 、 つ くっ て いた 、「 顧 問 先 ノ 岬 一 葉 」 と 書い た 名 札 を 、 先 ノ 岬 
一 葉 に 渡し た 。 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

「 どこ に 行く に も 、 こ れ を 持っ て いて くだ さい 」 

「 わ か り ま し た ,」 

「 若 い 人 で いい の で す が こ こ を 案内 し て くれ る 人 は いな いで し ょ うか ,」 
先 ノ 岬 一 葉 の 、「 す ぐに 電話 を し て くだ さい 」 と いう 、 無 吉 の 圧力 を 感じ 
て 、 松 下 三郎 は 、 広 報 に 電話 を し た 。 街 島 直 美 に 電話 を し た 。 

「 部長 に すぐ 電話 を し ます ,」 


「 篠田 社長 に あい さ つ さ れ た の で すか ? 」 
「 お られ ます か ? 」 
街 島 直 美 が 、 慌 て て や っ て きた よう に 見 えた 。 


「 街 島 直 美 と 申し ます 」 

「 先 ノ 岬 一 葉 と 申し ます 」 

「 何 か あ り ま し た ら 、 電 話 を くだ さい ,」 

「 先 ノ 岬 さん の 名 刺 を ここ に 置い て お きま す 」 

松下 三郎 は 、 先 ノ 岬 一 葉 に 、 自 分 の ケー タイ の メモ を 渡し た 。 

「 何時 まで 時 間 が あり ます か ? 」 

「 お昼 ま で で す 」 

「 先 に 社長 に あい さ つ に 行き ます 」 

街 島 は 、 隣 の 大 部 屋 な の だ が 、 役 員 室 に 、 先 ノ 岬 一 葉 を 案内 し た 。 

3 名 の 役員 が いて 、 あ いさ つ し た 。 社 長 の 篠田 三太郎 は 、 先 ノ 岬 一 葉 に 座 を 
勧め た が 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 断 っ た 。 

「 街 島 さ ん が 今日 案内 し て くれ る そう な の で す が 、 お 昼 ま で し か 時間 が な い 
よう な の で 、 お 昼 か ら 時 間 が ご ざい まし た ら 、 ま いり ます ,」 

街 島 直 美 は 、 区 い て し まっ た 。 お 昼 か ら 、 用 事 が ある わけ で は な か っ た 。 わ 
け の わか ら な い 新 し い 願 問 な ど に 、 終 日 拘束 され た く な い だ け だ 。 フ ツウ 、 
社長 に 座 を 勧め られ た ら 、 短 い 時 間 で あっ て も 座る だ ろう と 思っ た 。 

「 人 に 会 いた い の で 、 ス タッ フ の 部 屋 も 案内 し て も ら っ て いい で すか ?」 
街 島 直 美 は 、 経 営 企画 室 に 、 先 ノ 岬 一 葉 を 案内 し た 。 先 ノ 岬 一 葉 の 机 が ある 
が 、 経 営 企画 室 の 全員 に 会 っ た わけ で は な い 。 そ も そ も 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 ど 
この 組織 に 所 属し て いる の か すら わか ら な い 。 

「 先 ノ 岬 一 葉 で す 」 

「 新 し い 現 代 源 田 を つく る た め に や っ て きま し た 」 

「 よろしく お願い し ます 」 

人 事 総務 と 経理 会 計 は 同じ 部 屋 に いた 。 先 ノ 岬 一 葉 は 、 同 じ よ うに あい さ つ 
し た 。 松下 三郎 は 、 は じ め て 聞い た 。 新 し い 現代 源田 を つく る と は どう いう 
こと だ ろう か 。 

マー ケティング と 営業 本 部 と 営業 の 大 部 屋 と 広報 が いる 部 屋 で も 、 同 じ 挨 拶 
を し て 回 っ た 。 大きな 部 屋 だ っ た 。 

「 わ た し は ここ に 座っ て いま す 」 

現代 源田 は 、 自 分 の プラ ンド を 持っ て は いな い の で 、 営 業 拠点 が な い 。 す べ 
て 、 川 口 の 本 社 工 場 が 、 営 業 を 行っ て いる 。 大 阪 以西 は 、 堺 工場 の 営業 担当 


が 営業 を 行っ て いる が 、 営 業 本 部 は 川口 の 本 社 工場 に あっ た 。 営 業 本 部 長 
は 、 佐 藤 又 十 郎 と いつ 専務 だ っ た 。65 歳 で ある 。 今日 は 川口 の 本 社 工 場 に は 
いな いら し い 。 会 っ て は いる が 、 顔 が 一 致し な い 。 

「 工場 に 入り ます の で 作業 着 と 帽子 を お 願い し ます 」 

「 工場 見 学者 は 多い の で すか ? 」 

「 見 学 コ ー ス が あっ て 、 中 へ は 入れ ませ ん 」 

「 私 は ? 

「 特別 で す 」 

か な けり 大きな 自動 車 の 基盤 を 配線 し て いた 。 

「 最近 の 自動 車 は 、 エ レク トロ ニク ス が な いと 動き ませ ん 」 

「 昔 か ら 自 動車 を や っ て いた の で すか ? 」 

「 源 田 タ ビ の 会 社 で す 」 

「 履 く タ ビ で すか ?」 

「 創業 者 の 篠田 さん は 大 き な 賭 け を し た ん だ 」 

「 現在 は 源田 と いう 名 前 に し か タビ は 出 て きま せん 」 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 現 代 源田 と いう 社名 に 違和感 が あっ た 。 
し た 。 源田 タビ は 残し た い の だ ろう 。 
川口 工場 は 3 階 建 て に な っ て いた 。 街 島 直美 は 、 上 か ら 順 番 に 、 先 ノ 岬 一 葉 
を 案内 し た 。 工 場 は 、 異 常に 高い 屋根 だ っ た 。 ク レー ン が 付い て いて 、 生 産 
ライ ン の 整備 は 、 す べ て クレ ー ン が 動く の だ ろう 。 3 階 と も 、 上 の 方 に フェ 
ンス が あっ て 廊下 が あっ た 。 こ こ を 、 見 学者 が 通る の だ ろう 。 O E M の 会 社 
で ある 。 お 得意 先 に 工場 を 見 学 し て も ら わ な いと いけ な い 。 


し か し 、 こ れ て で 納得 


〇 ソウ ル 工 場 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 松 下 三郎 か ら の 起案 書 を 書い て くだ さい 」 と いつ メール 

を 、 羽 田 で 受け 取っ た 。 そ し て 、 出 発 待ち の 時 間 に 、 起 案 書 を 書い て いる 。 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 こ うい うこ と を 、 メ ンド ー と は 思わ な い 。 どうせ すぐ に 書け 
る こと だ 。15 分 で 書け る 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 メ ー ル を 送信 し て 、 パ ソコ ン を 閉じ た 。 搭乗 アナ ウン ス が は 
じ ま っ た 。 先 ノ 岬 一 葉 の ソウ ル 交 通 費 は 、 現 代 源田 が 負担 する 。 実 費 で あ 


る 。 起案 書 が な いと 、 松 下 三 郎 が 困る 。 松下 三郎 が 、 自 分 の た め に 困っ た こ 
と に な る と 、 回 り ま わっ て 先 ノ 岬 一 葉 に 返っ て くる 。 先 ノ 岬 一 葉 は 、 エ コノ 
ミー に 乗っ て いる 。 先 ノ 岬 一 葉 に は 、 な ん で も な いこ と だ 。 ビジ ネス クラ ス 
に 乗っ て も 何 も 起 こら な い だ ろ うと は 思う 。 た だ 、 こ の よう な こと で 、 矢 が 
飛ん で 来 な いよ つう に し て いる だ け だ 。 
先 ノ 岬 一 葉 は 挑戦 者 で ある 。 見え ざる 悪魔 へ の 挑戦 者 で ある 。 見 え ざ る 悪魔 
が どの よう な も の か 、 よ くわ か っ て いる 。 
な ぜ 、 自 分 が 5 人 目 の 顧 問 で ある の か 、 わ か っ て いる 。 4 人 の 顧問 は 、 見 え 
ざる 悪魔 の 優等 生 を や り た か っ た だ け だ 。 報酬 と 地位 が 望み だ っ た 。 そ ん な 
見 え ざ る 悪魔 に 迎合 する 望み で は 、 か えっ て 、 襲 われ て し まう 。 そ も そ も 、 
現在 の 先 ノ 岬 一 葉 は 、 ど う 考 えて みて も 、 現 代 源 田 の 見 え ざ る 悪魔 に と っ 
て 、 敵 で し か 映ら な い 。 先 ノ 岬 一 葉 も 、 人 篠田 由美 子 か ら 、 現 代 源 田 の 顧問 を 
引き 受け て 欲し いと の 話し が あっ た 時 か ら 、 す で に 戦い が は じ ま っ て いる と 
二 ラ だ 。 
先 ノ 岬 一 葉 が これ か ら 戦 つう の は 、 人 で は な い 。 悪魔 だ 。 
金浦 空港 で は 、 行 列 が で きる 。 な か な か 、 外 に は 出 ら れ な い 。 や っ と 出 た 
時 、「 先 ノ 岬 さん 」 と 、 自 分 を 呼ぶ 声 が し た 。 先 ノ 岬 一 葉 は 、 現 代 源田 の 名 
札 を 、 首 か ら か け て いた 。 迎 え に 来 る 運転 手 が 困 る と 思っ た か ら だ 。 
「 ソ ウル の 社長 や っ て いま す 澤 田 二郎 で す 」 
NE 償 い た 。 運 転 手 が 迎 え に 来 る も の だ と 思っ て いた 。 

途中 で 食事 を し て いい で すか ? 少し 早い 時 間 で すけ ど 」 
SI 

速 を 20 分 も 走っ て 、 脇道 へ 入っ た 。 ソ ウル の 北 へ 向かっ て いる よう に 感じ 
計 、 RDG が の 遇 入り ウス ドラ ツ の 人 に 下條 
た 。 
明 洞 な ど で は な く て 、 こ こら あたり が 、 本 当 の 韓国 料理 の お いし いと ころ だ 
と 、 澤 田 二 郎 は 吉 っ た 。 次 々 に 料理 が 出 て くる が 、 2 0 0 00 ウ オン くら い 
だ と 吉 う 。 2 千 円 に な ら な い 。 わ ざわ ざ ソ ウル に ご は ん を 食べ に くる 日 本 の 
女性 の 多 さ が わか る 。 お いし い 。 た だ 、 み な さん 、 明 洞 あたり で 食べ る の だ 
ろう つう 。 こ こま で は 、 来 れ な い 。 金浦 空港 か ら 遠 く は な い の に 、 誰 も 知ら な い 
祥 る ろう 。 


「 誰 か 連絡 が あっ た の で すか ? 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 澤 田 二郎 に 聞い て みた 。 

「 奥様 か ら 電 話 が あり まし た ,」 

篠田 由美 子 の こと で ある 。 現代 源田 の 社員 は 、 篠 田 由 美子 の こと を 、 銘 査 役 
と は 呼ば な いで 、 奥 様 と 吉 つ うつ らしい)。 

ソウ ル 工 場 は 、 川 口 工場 を 半分 に し た 感じ で ある 。 建物 は 2 階 で ある 。 オ 
フィ ス も 、 工 場 の 1 階 を 仕切 っ て 、 オ フィ ス に し て ある 。 

工場 に 着く と 、 ミ スリ ー を 紹介 され た 。 個人 的 な こと で も 何で も 、 彼女 に 頼 
ん で くれ と の こと だ っ た 。 ま だ 20 代 の 前 半 だ ろう か 、 化 粧 が 薄い が 、 キ レイ 
な 肌 を し て いる 。 い か に も 、 化 粧 マ スク を 毎日 し て いそ うな 、 清 釘 な 顔 だ っ 
だ 。 

「 少し 日 本 語 が で きま す 」 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 一 葉 に 吉 っ た 。 

不思議 な むこ と に 、 日 本 人 は 、 社 長 の 澤田 二郎 し か いな か っ た 。 5 人 の 日 本 人 
が ソウ ル 工 場 に いる らし い が 、 今 日 は 、 誰 も いな いそ うだ 。 
澤田 二郎 は 、 お 客 さ ん と の ミー ティ ング が ある と の こと で 、 お 茜 を する 間 も 
な く 、 出 か けた 。 

「 今 日 と 明日 の 希望 を 聞き た いで す 」 

ミス リー が や っ て きた 。 澤田 二郎 の 社長 室 の ミー ティ ング ルー ム を 使っ て く 
れ と 吉 わ れ て いた 。 

「 人 の 紹介 と 工場 の 中 を 案内 し て 、 夕 方 は 、 明 洞 を 歩き た い の で 案内 し て 欲 
し い 」 

「 明 油 は マー ケティング で すか ? 食事 で すか ? 」 

「 両 方 だ 」 

「 明 日 は ? 」 

「 お 客 さ ん の と ころ へ 行き た い 」 

「 実 際 に 車 の 部 品 と し て 使わ れ て いる と ころ を 見 た い 」 

「 明 日 の こと は 澤田 社長 に 電話 し て 聞き ます 」 
先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー を じっと 見 て いた 。 ミ スリ ー は 慌て て 、 澤 田 に 電話 を し 
た 。 韓 国語 だ っ た 。 何 を 話し て いる の か わか ら な い 。 

「 朝 は 部 品 工場 を 案内 し て 、 午 後 は お 客 さ ま を 案内 し ます 」 


「 ミ スリ ー が 案内 し て くれ る の で すか ?」 

「 澤 田 社長 は 、 明 日 も ミー ティ ング で す 」 

先 ノ 岬 に は 、 ミ スリ ー な る 若い 女性 が 、 ど うい う 役 割 き を し て いる の か 、 よ く 
わか ら な か っ た 。 多分 、 澤 田 二郎 の 秘書 だ 。 

ミス リー は 、 し ば らく 電話 を し て いた 。 明 日 の 訪問 先 と の アポ イン ト だ ろ 
つ 。 


ソウ ル の 工場 は 、 韓 国 の 現地 法人 な の で 、 川 口 の 本 社 工 場 と 似 て いる 。 総務 
人 事 や 経理 が あっ て 、 営 業 本 部 が あっ て 、 マ ー ケ ティ ング が ある 。 そ し て 、 
工場 で ある 。 


営業 本 部 長 は 日 本 人 で あり 、 工 場 胡 も 日 本 人 だ 。 今日 は 2 人 と も いな い 。 他 
に 2 名 の 日 本 人 社員 が いる は ず だ が 、 誰 も いな い 。 

韓国 人 の 総務 人 事 部 長 の パク リュ ウ 49 歳 は 白 髪 で 温和 そつ うな 男 だ っ た 。 こ の 
ソウ ル 工 場 は 、 社 長 の 澤田 二郎 が 仕切 っ て いる 。 

工場 の 中 を ミス リー は 案内 し て くれ た 。 川口 の 本 社 工場 と 同じ 、 帽 子 と 作業 
服 を 着せ られ た 。 ミ スリ ー は 、 工 場 の 説明 は あま り し な い 。 よ くわ か ら な い 
の だ ろう 。 有 川口 の 工場 と 違っ て 、 見 学者 コー ス が な か っ た 。 


〇 明 洞 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 澤 田 二郎 の ミー ティ ング ルー ム で 、 今日 の 感想 を 日 記 風 に 書 
いて いた 。 会 っ た 人 の 感想 も 書い て いた 。 

ミス リー が 入っ て きた 。 

「 明 洞 に 出かけ ます ,」 

「 どう も あり が と う 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 少 し 大 きめ の トラ ンク 1 つ で ある 。 使い 慣れ た トラ ンク だ 。 
パソ コン も この 中 に 入っ て いる 。 小 さめ の パソ コン で ある 。 着替え も 入っ て 
いる 。 ワ イシ ャ ツ は 今回 は 着替え な い 。 ソ ウル の 5 月 は 寒く は な い 。 

「 タ クシ ー が 来 ま し た 」 

明 洞 は 車 が 混 お む の で タク シー に する と 吉 っ た 。 タ クシ ー 代 は 、 ソ ウル は 安 
い 。 し か し 、 こ こ か ら だ と 、 け っ こう 距離 が ある 。 


ミス リー に 5 0 0 0 0 ウオ ン 、 そ っ と 渡し た 。 タ クシ ー 代 を 払っ て くれ だ 。 
ミス リー は 、 先 ノ 岬 の 顔 見 た が 、 そ れ を 受け 取っ た 。 日 本 円 で 5 0 0 0 円 に 
な ら な い 。 足 り る の か どう か わか ら な いり 。 

ミス リー は 、 大 き な ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト か 百貨 店 か 、 よ くわ か ら な い お 店 の 
前 で タク シー を 止め た 。 

ミス リー は 、 領 収 書 と お つり を 、 先 ノ 岬 に 渡し た 。 ソ ウル の タク シー 代 は 安 
し 1。 

「 日 本 に 行く と アキ ハバ ラ に 行き ます 」 

「 ソ ウル の 方 が 電機 製品 は 安い の で は な いで すか ? 」 

「 売 っ て いる 種類 が ゼン ゼン 違い ます 」 

「 それに 楽し いし 

確か に 、 売 っ て いる も の の 種類 が 少な い 。 日 本 の アキ ハバ ラ の よう に 、 何 か 
ら 何 まで 売っ て いる わけ で は な い 。 

「 これ 現代 源田 の 商品 で す 」 

ソウ ル 工 場 が 生産 し て いる 生活 用 品 は 、 外 注 で 生産 し て いる 、 こ の 電子 湯 沸 
か し 器 だ け で 、 後 は 、 自 動車 部 品 や 列車 の エレ クト ロニ クス 部 品 で ある 。 
スー パー マー ケッ ト に は 置い て いな い 。 

「 少 し 歩く けど 明 洞 の オン ナ の 集まる と ころ に 行き ます か ? 」 

「 明 洞 は 有名 だ けど オン ナ の 街 で す 」 

確か に そう だ ろう と 思う 。 現 代 源田 は 、 明 洞 に は 無関係 だ 。 

5 分 くら い 歩 道 を 歩い て いた が 、 ミ スリ ー は 、 何 も し ゃ べら な か っ た 。 先 ノ 
岬 一 葉 も 周り を 見 て いた 。 

「 この 辺 が 明 洞 の 交差 点 で す 」 

あそこ の 化粧 品 店 に 入っ て いい で すか ? 」 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 一 葉 の 顔 を 見 た 。 2 0 0 メー トル くら い の 街 路 に 、 化 粧 
品 の お 店 が 20 軒 くら いあ る 。 そ の 、 地 下 鉄 の 駅 寄り の お 店 に 入っ た 。 ミス 
リー が いな けれ ば 入れ な いか も しれ な い 。 

先 ノ 岬 を 見 て 、 日 本 人 の 名 札 を つけ て いる 店 員 が や っ て きた 。 

「 彼 女 に ? おみやげ? 」 

先 ノ 岬 は 、 何 も 考え て いな か っ た 。 返 事 に 困っ た 。 

「 ミ スリ ー に 案内 し て も ら っ て いい か 」 


日 本 人 の 店 員 は 、 首 を ひね っ た が 、 先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー を うな が し た 。 

「 この お 店 は 、 ソ ウル の 自然 派 の 女性 に 人 気 が あ り ま す 」 

「 1 番 人 気 は アロ エ で す 」 

「 八 イド ロ ゲ ル の マス ク も 人 気 で す 」 

「 ミ スリ ー の お 礼 に し た い の で 買っ て も いい か 」 

「 買 っ て くれ る の だ っ た ら 他 の お 店 の 化粧 品 に し て 欲し い 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 慌 て て 、 カ ゴ に 入れ た アロ エ の ジェ ル を 元 に 戻し た 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 7 軒 の 化粧 品 の お 店 を 見 た 。 そ し て 、 ミ スリ ー に 、 八 イド ロ 
ゲル マス ク 30 枚 を 買っ た 。 他 の 化粧 品 は いら な いと 吉 っ た 。 そ れ で も 7 0 0 
0 0 ウオ ン 程 度 で ある 。 

「 晩 ご は ん は 約束 が ある の で すか ? 」 

ミス リー が 聞い た 。 

「 も し よかっ た ら お いし いい 焼き肉 を どう で すか ? 」 

「 ホ テル の 近く に お いし い お 店 が ある か ら タ クシ ー で 帰っ て いい か ,」 


お 昼 に 澤田 二郎 と 食事 を し た お 店 と は 違っ て いた が 、 方 向 は 、 同 じ よ うな と 
己 選 思っ た 。 

ミス リー は 、 領 収 書 と お つり を 先 ノ 岬 に 渡し た 。 ミ スリ ー は 、 タ クシ ー の 中 
で 、 多 分 、 澤 田 と 話 を し て いた 。 韓 国語 な の で 、 何 を 話し て いる の か わか ら 
な い 。 

トウ ガラ シ の 入ら な い 韓 国 料 理 は な いも の か と 思え る くら い に 、 な ん で も ト 
ウ ガ ラ シ が 入っ て いる 。 し か し 、 も の すご く お い し い 。 日 本 料理 より も 、 今 
は 、 お いし いと 感じ た 。 

「 先 ノ 岬 は 現代 源田 で 何 を し よう と し て いる の で すか ? 」 

お 酒 が 入っ て いた 。 

「 新 し い 現代 源田 を つく り た い 」 

「 新 し い 現代 源田 は どう いう も の で すか ? 」 

「 どう いう つも の に し た ら よ い の か 見 て 回 っ て いる 

「 わ た し た ち を どう する の で すか ? 」 

この 質問 で 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 ソ ウル の 2 8 0 名 が 、 先 ノ 岬 一 葉 を 、 ど う 見 て 
いる の か 、 わ か っ た 。 や は り 心 配 な の だ 。 い き な り 来 た 顧 問 が 、 ソ ウル 撤退 


な ど と 喜 い は じ め た ら 困 る 。 
「 他 の 日 本 人 社員 は どこ に 行っ て いた の で すか ? 」 
「 深セン で す 」 
「 ミス リー は 現代 源田 の こと を どう 思っ て いる の か 」 
「 雇 っ て くれ て あり が た いと 思っ て いる 」 
「 最近 は お 金 を 少し に する よう に 澤田 社長 に 吉 わ れ て いて みん な 心配 し て い 
る 」 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 ミ スリ ー が 、 返 事 の 困る 質問 を 避け よう と し た 。 
ミス リー は 、 お 店 の 常連 で は な いか と 思う くら い に 、 韓 国語 で 店 員 と 何やら 
話し て いる 。 先 ノ 岬 一 葉 が 何者 な の か 、 導 か れ て いる ふう だ っ た 。 
「 日 本 人 の 5 人 の 社員 は みん な 先 ノ 岬 さん に 会 いた く な い 」 
話し が 途切れ た 時 に 、 突 然 ミ スリ ー が 吉 っ た 。 
「 よく わか っ て いる 」 
ミス リー は 、 よ くわ か っ て いる と 吉 っ た 先 ノ 岬 を 見 て 、 ホ ッ と し た よう だ っ 


た 。 
ミス リー に 1 0 0 0 0 0 ウオ ン を 渡し た 。 
「 足 り ま す ,」 


ミス リー は 、 誰 か を 呼ん で 精算 する よう に 頼ん だ 。 
領収 書 と お つり を 見 て 、 先 ノ 岬 は 驚い た 。 5 0 0 0 0 ウオ ン に 満た な か っ 
だ 。 

「 ホ テル は すぐ そこ だ か ら 案 内 し ます 
先 ノ 岬 は 、 ホ テル を 間 い て いな か っ た 。 歩い て 3 分 くら い の ホ テル で 15 階 の 
高層 だ っ た 。 ミ スリ ー は 、 何 か を し きり に 話し て いた 。 

「 こ こ は 2 0 0 0 0 0 ウオ ン の だ けど 、 わ た し が 知っ て いる 旅行 会 社 に さっ 
き 電 話し て 1 0 0 0 0 0 ウオ ン を 支払 っ て も ら っ た 」 
先 ノ 岬 に は 、 な に か よく わか ら な か っ た 。 

「 明 日 の 朝 は 身の回り の 費用 だ け 払 っ て くだ さい ,」 

「 朝 9 時 に 迎え に 来 ま すか ら 1 0 0 0 0 0 ウオン の 領 MX 書 を 渡す か ら わ た し 
に 払っ て くだ さい 」 

「 こ この 2 階 の レス トラ ン で 朝食 は 7 時 か ら で す か ら 食 べ て お いて くだ さ 
1」 


「 周り は 夜遊び する と こ で す が 出 な いよ うに ,」 
エレ ベー ター の ボタ ン を 押し て 、「 OK ? 」 ミ スリ ー が 聞い た 。 


(2 リー 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

ミス リー は 、 約 束 通り 、 9 時 に ホテ ル に や っ て きた 。 

「 彼女 が お 出かけ に な り ま し た っ て 吉 っ て まし た けど 」 

ミス リー は 、 自 分 の 車 に 先 ノ 岬 を 乗せ て 吉 っ た 。 

先 ノ 岬 は 秒 い た 。 

「 歌 を 歌い た く な っ て 」 

「 仲 良く な り ま し た ?」 

「 次 が ある か ら っ て 忙し そう で し た 」 

「 ホテ ル に は 1 人 で 帰っ て 来 た と 吉 っ て まし た 」 

ミス リー に 監視 され て いる 。 

「 オ フィ ス に 行っ て も 誰 も いま せん か ら こ の まま 部 品 の 工場 に 行き ます 」 
韓国 の 国産 車 に 乗っ て いる 。 運 転 が 上 手 だ が スピ ー ド 狂 に 近い 。 そ れ と も 、 
先 ノ 岬 が 、 今 日 し か な い の で 急い で いる の か 。 

小さ な 工房 風 の 工場 に 着い た 。20 人 くら いい いる の だ ろう つか 。 作業 を し て いる 
10 人 くら い を 除い て 、 み ん な 、 先 ノ 岬 と ミス リー を 出迎え た 。 

歓迎 で ある 。 

この 部 品 工 場 は 、 エ レク トロ ニク ス の 部 品 を 入れ る ボッ クス を つく っ て い 
る 。 

「 娘 が いつ も お 世話 に な っ て いま す ,」 

ミス リー は そう 日 本 語 に 訳 し た 。 

「 リ ショ ウ は ミス リー の お 父さん で すか ? 」 

「 澤 田 さ ん が お 父さん に 頼ま れ て わた し を 現代 源田 に 入社 させ た 」 

工場 は 、 見 て 回 る ほど の 大 き さ で は な い 。 す ぐに 見 学 は 終わ っ て し まう 。 リ 
ショ ウ は 、 先 ノ 岬 に お 茜 を 勧め た 。 

ソウ ル の 現代 源田 の 工場 に は 、 8 工場 が 部 品 の 下請 け を や っ て いる 。 日 本 か 
ら 部 品 を 持ち 込む の は 止め た 。 4 工場 が 、 日 本 か ら や っ て きた 部 品 工 場 だ 。 


1 0 0 % 現 代 源田 で や っ て いる の は 、 リ ショ ウ の 工場 だ け だ 。 リ ショ ウ は 、 

現代 源田 の 先行 き を 心配 し て いる 。 注 文 が 減っ て き て いる 。 コス ト 削 減 の 圧 
力も 強い 。 リ ショ ウ の 工場 だ け で は な く て 、 現 代 源田 の 部 品 工場 が みな 、 情 
来 を 心配 し て いる 。 

ミス リー は 、 リ ショ ウ の こと ば を 、 先 ノ 岬 に 通訳 し て いる だ け だ 。 ま だ 会 っ 
た ば か り の 先 ノ 岬 に 、 か な り 突 っ 込ん だ 話 を する こと を 、 不 思 議 に 感じ て い 
た 。 フ ツウ は 、 曖 昧 に し て いる 。 お 昼 を ご 馳走 し て 、 そ れ で 終わ り だ 。 

11 時 に な っ て 。 ミ スリ ー は 慌て て 、 も う 1 件 行く と 吉 っ た 。 リ ショ ウ の 話し 
は お も し ろか っ た 。 リ ショ ウ が 、 な ぜ 1 0 0 % 現 代 源田 の 仕事 を し て いる か 
の 話し だ 。 創 業者 の 篠田 誠一 郎 と の ここ ろ の 繋が り の よう だ っ た 。 詳 し く 聞 
け な か っ た 。 ミ スリ ー は 、 午 前 中 に ソフ ト の 工房 に 行く と 吉 っ た 。 

先 ノ 岬 に は 、 よ くわ か っ て いた 。 ミ スリ ー は 、 澤 田 二 郎 に 、 リ ショ ウ の 工場 
だ け 案 内 し た と は 吉 え な い 。 


ソフ ト の 工房 は ビル の 1 室 の 10 人 くら い の 、 小 さ な 工 房 だ っ た 。13 時 まで 
話し て いて 、 ミ スリ ー は 、 工 房 を 後に し た 。 

「 そこで 食事 を し まし ょ つう 」 

「 お 得意 さま の と ころ に は 3 時 に 伺い ます 」 

「 ミ スリ ー が 空港 まで 送っ て いき ます ,」 

ソフ ト 工 房 の 社長 に 読 われ た 食事 を 、 ミ スリ ー は 断っ た 。 吉 葉 は わか ら な い 
が 、 約 束 が ある か ら と 、 車 に 乗っ た よう に 思え た 。 

10 分 くら い 高 速 を 走っ て 、 街 に 入っ た 。 ま た 見 た こと も な い 街 で ある 。 

「 ここ は 韓国 で は じ め て 焼き 肉 を は じ め た お 店 で す 」 

道路 の 両側 と 横 に も 、 同 じ お 店 が あっ た 。 

先 ノ 岬 は 、 焼 き 肉 が 、 お 店 と し て 拓 か れ た の が 、 そ う 遠 い 昔 で は な いこ と を 
知っ て 篇 いた 。 

ミス リー は 、 ま た し て も 店 員 と 話し 込ん で いる 。 話 し て いる の に 、 料 理 が 運 
ば れ て きた 。 よ くわ か ら な い 。 焼き 肉 だ か ら 、 門 み 火 が や っ て きた 。 

先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー が 、 何 か 話 が ある の だ と 思っ た 。 だ か ら 、 ソ フト 会 社 の 
社長 の 誘い を 断っ た 。 

「 先 ノ 岬 さん は 、 日 本 の 5 人 と は 違う と お 父さん は 思っ て いる 


料理 人 ハサミ で 焼き 肉 を 切り な が ら 、 ミ スリ ー は 、 先 ノ 岬 に 吉 っ た 。 

「 ゴ ルフ ば か り し て いる の で すか ? 」 

「 深 セン に ゴル フ に 行っ て いる 」 

「 わ た し た ち は 、 現 代 源田 が 潰れ る と 困る 」 

「 ビ ー ル は 2? 」 

「 い ら な い 」 

ミス リー は 、 少 し づつ 、 核 心 に 触れ る 話 を 、 先 ノ 岬 に 、 し は じ め て いる 。 ミ 
スリ ー は 、 社 長 の 澤田 二郎 の 秘書 で ある 。 


3 時 に 大 き な 自 動車 工場 に や っ て きた 。 

開発 の 担当 マネ ー ジ ャ ー の アン ウチ 34 歳 が 出迎え て くれ た 。 

自分 の オフ ィ ス に 招き 入れ て くれ て 、 現 代 源田 が 納品 し て いる エレ クト ロニ 
クス 部 品 を 、 丁 寧 に 説明 し て くれ た 。 な ぜ こ れ ほ ど ま で に 丁寧 な の か 、 よ く 
わか ら な いし)。 

「 最近 の 現代 源田 は 、 品 質 管理 や 生産 は 申し 分 な い が 、 新 し い 技 術 開 発 が 弱 
く な っ て き て いる 。 自分 た ち が 、 何 か 吉 っ て くる の を 待っ て いる 」 

まだ 若い アン ウチ は 、 現 代 源田 が 、 こ れ か ら ど うす れ ば いい か 困る だ ろう と 
いう 雰囲気 を 感じ させ た 。 

「 韓国 で は 、 日 本 の 3 倍 く らい の スピ ー ド で 動い て いる 」 

「 い いま の まま で は 、 現 代 源田 は 置い て いか れる の か 」 

「 品質 に 優れ て いる か ら 私 も 困る 」 

先 ノ 岬 と アン ウチ は 、 英 語 で 話し が 通じ た 。 ア ン ウ チ は 、 先 ノ 岬 を 、 工 場 の 
中 を 案内 し た 。 ミ スリ ー は 、 ず っ と 後 を 歩い て いた 。 


金浦 空港 発 8 時 20 分 で ある 。 ま だ 6 時 だ っ た 。 

「 そ こ で ご は ん ご 馳走 させ て くだ さい 」 

空港 の レス トラ ン で 、 晩 ご は ん を 食べ る こと に し た 。 
「 先 ノ 岬 さん は お みや げ は 買わ な い の で すか ? 」 
「 買 っ て 帰る 人 が いな い 」 

「 奥 様 は ? 」 

「 今 は 1 人 で 住ん で いる 」 


「 離婚 し た の で すか ? 」 

「 今 は 1 人 で 住ん で いる 」 

ミス リー は 、 理 解 し た 。 な ぜ こ ん な こと を 聞い た の か 、 自 分 に も わか ら な 

か っ た 。 

この 2 日 、 先 ノ 岬 は 、 韓 国 料理 を 食べ た 。 韓 国 料 理 し か な いわ け で は な いり 。 
イタ リア ン の お 店 だ っ て ある 。 こ れ か ら も 、 も し ソウ ル に 来る こと が あっ て 
も 、 ず っ と 韓国 料理 を 食べ て いる だ ろう と 思っ た 。 

「 今度 は いつ 来る の で すか ? 」 

「 先 の こと は わか り ま せん 」 

「 澤 田 さ ん や お 父さん に よろ し く 伝 えて くだ さい 」 

金浦 空港 発 羽田 行き の 搭乗 アナ ウン ス が あっ て 、 先 ノ 岬 は 、 ゲ ー ト に 向かっ 
だ 。 


〇 堺 工 場 

「 すみません が 堺 工 場 に 向かっ て いま す の で 、 工 場 長 に ご 連絡 いた だ け な い 
で し ょ うか 」 

「11 時 20 分 頃 に は 、 堺 工場 に 入れ ます ,」 

「 ソ ウル か ら は 昨晩 帰り まし た 」 

「 よろ し く お 願 いい た し ます ,」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 ソ ウル ー 羽 田 の 中 で 、 翌 日 の 堺 工場 行き を 決め て いた 。 
昨日 の アン ウチ の 話し が 、 気 に な っ て いた 。 堺 工場 に ある 、 開 発 セ ンタ ー に 
行か な いと いけ な いと 思っ た 。 

松下 三郎 に は 、 ム リ ば か り 吉 っ て いる 。 

新幹線 か ら 、 澤 田 二郎 に お 礼 の メー ル を し た 。 松 下 三郎 に は 、 今 か ら 韓 国 出 
張 報 告 を 書い て 送る つも り で ある 。 同じ も の を 、 人 篠田 三太郎 と 篠田 由美 子 に 
も 送る つも り だ 。 

ミス リー に も 、 お 礼 の メー ル を 送っ た 。 新 幹線 は 、 出 張 報 告 を 書く の に 丁度 
良い 。 


源田 雄二 56 歳 が 堺 工場 の 工場 長 だ っ た 。 役員 で ある 。 た また ま 、 堺 工場 に 


帰っ て いた 。 

「 も うお 昼 が 近い の で 、 こ この 食堂 で ご は ん を 食べ まし ょ う 」』 

「 少 し 時 間 が 早い の で す が ,」 

まだ 誰 に も 会 っ て は いな い 。 源田 雄二 に 、 昨 日 の ソウ ル 工 場 の 話し を し て い 
た 。 さ し さわ り の な い 話 し で ある 。 源 田 雄 二 は 、 先 ノ 岬 一 葉 が 、 ソ ウル 工場 
に 何 を し に 行っ た の か 、 興 味 が あっ た 。 

源田 雄 二 も ソウ ル 工 場 に は 、 毎 月 出かけ て いる と 吉 っ た 。 

堺 工 場 に は 、 2 8 0 名 の 社員 が いて 、 開 発 セ ンタ ー に その うち の 40 名 が 配置 
され て いた 。 

「 今 日 は 時 間 が あり ます か ? 」 

「 お 昼 か ら 出 か ける の で 、 工 場 の 案内 は 、 左 近 さ ん に お 願い し て お きま す 」 
「 明 日 は 開発 セン ター の 会 議 が あり ます の で 堺 に いま す 」 

「 明 日 山 語 さ せ て も ら え ませ ん か 」 

「 何 も 発 吾 し な いと 約束 で きま すか ? 」 

「 見 学 さ せ て くだ さい 」 

社員 食 営 で 、 定 食 を 食べ た 。 ご は ん に サケ の 焼き 魚 に 、 煮 物 に 、 漬 物 と 味噌 
汁 で ある 。 


使っ て くれ と 吉 わ れ た 、 源 田 奴 二 の ミ ー テ ィング ルー ム で 、 パ ソコ ン に メモ 
を し て いた 。 若 者 が 入っ て きた 。 

「 左近 史郎 と 申し ます 」 

「 お昼 か ら の 工場 の 案内 を させ て いた だ きま す 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 名 札 を 見 せ て 名 刺 を 渡し た 。 

「 先 ノ 岬 一 葉 と 申し ます 」 

左近 史郎 の 名 刺 に は 、 堺 工場 の 総務 担当 と 書か れ て あっ た 。 協 工場 の 広報 も 
や っ て いる そう だ 。 

「 顧問 の 方 4 人 いら っ し ゃ っ た よう で すけ ど 、 堺 工場 に 来 た の は 、 先 ノ 岬 さ 
ん が は じ め て で す ,」 

先 ノ 岬 は 驚い た 。 和 驚い て も は じ ま ら な い 。 

「 昨 日 は ソウ ル 工 場 だ っ た の で すか ? 」 

oO すず 


左近 史郎 に 、 ど こ か ら か が 情報 が 入っ て いる 。 

堺 工場 は 工場 と は 別棟 で 、 総 務 経 理 と 開発 セン ター が いる 事務 棟 の よう な 2 
階 建 の 建物 が あっ た 。 開発 セン ター は 、 そ この 2 階 を 使っ て いた 。 

「 現代 源田 は 、 品 質 管 理 が 優れ て いる の で すか ? 」 

「 一 般 的 に は 、 そ の よう に 吉 わ れ て いま す 」 

「 デ ミン グ 賞 も で すか ? 」 

「 昔 の こと で す が 」 

「 篠田 誠一 郎 さ ん で すか ? 」 

「 そ う 聞 いて いま す 」 

「 品質 管理 セン ター が ある の で すか ? 」 

「 工場 棟 の 1 階 に あり ます ,」 

先 ノ 岬 は 、 ソ ウル 工場 で も 、 川 日 工 場 で も 、 見 忘れ た と 思っ た 。 

左近 史郎 は 、 堺 工場 の 事務 スタ ッ フ の 部 屋 に 案内 し た 。 

「 先 ノ 岬 一 葉 と 申し ます 」 

「 新 し い 現 代 源 田 を つく る た め に や っ て きま し た , 

みな さん 、 ポ カン と し て 聞い て いる だ け で ある 。 こ ん な 挨拶 を する 人 な どい 
な い 。 何 が 新しい の か 、 さ っ ぱり わか ら な い 。 現代 源田 は 古い の か 。 

「 2 階 は 商品 開発 セン ター に な っ て いま す ,」 

「 明 日 の 商品 開発 セン ター の 会 議 を 見 学 さ せ て いた だ く こ と に な っ て いま す 
の で 、 あ いさ つ だ けさ せ て いた だ きま す 」 

誕 号 の ボタ ン が わか ら な けれ ば 2 階 に は 行け な いよ うに な っ て いる 。 
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「 こ ちら は 大 部 屋 で 40 人 全員 が いま す 」 

「 向 こう は 、 デ ザイ ン 室 や 試作 室 に な っ て いま す 」 

「 先 に あい さ つ さ せ て いた だ いて いい で すか ? 」 

迷っ て いる 左近 史郎 を 無 吉 で うな が し た 。 

「 す み ま せ ん 一 顧問 で 入社 され た 先 ノ 岬 一 葉 さ ん で す 」 

「 よろし く お 願 いい た し ます ,」 

「 新 し い 現 代 源 田 を つく る た め に や っ て きま し た ,」 

「 明 日 の 商品 開発 セン ター の 会 議 を 見 学 さ せ て いた だ く こ と に な っ て いま 
す 」 


「 よろ し く お 願 いし ます 」 

20 名 くら い の 開 発 セ ンタ ー の 社員 が 、 聞 いて いた と 思う 。 

先 ノ 岬 は 、 試 作 室 や デザ イン 室 を 見 せ て も ら っ た 。 そ し て 1 階 に ある プレ ゼ 
ン テ ー シ ョ ン ル ー ム も 見 学 し た 。 

そし て 、 2 階 建 の 工場 の 、 1 階 の 品質 管理 セン ター を 最初 に 見 た 。 試 験 室 
で 、 耐 久 テ スト な ど を 行っ て いた 。 

「 みん な 集め ます 」 

「 顧問 で 入社 され た 先 ノ 岬 一 葉 さ ん で す ,」 

「 新 し い 現代 源田 を つく る た め に や っ て きま し た 」 

「 よろ し く お 願 いし ます 」 

みん な 、 い き な り で よく わか ら な い 。 紹 介し て いる 左近 史郎 さえ 、 よ くわ か 
ら な い 。 し か し 、 雰 囲 気 で 、 左 近 史 郎 は 、 み ん な を 集め て 、 先 ノ 岬 に あい さ 
つ さ せ た 方 が 好ま し いと 思っ た 。 

左近 史郎 は 、 工 場 に 入っ て も 、 次 々 に 先 ノ 岬 を 紹介 し た 。 何 人 も の 社員 に 
会 っ た が 、 先 ノ 岬 に は 、 よ くわ か ら な いま まだ っ た 。 


商品 開発 セン ター 


〇 開発 セン ター 会 議 の 見 学 

昨日 の 夕方 、 松 下 三 郎 か ら 電話 が か か っ て きた 。 

「 今 日 の 宿泊 先 を メー ル し て お きま し た 」 

「 ありがとう ざいます, 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 ホ テル で タク シー を 呼ん で も ら っ た 。 

そう 遠く は な いら し い が 、 会議 が ある 。 見 学者 が 遅れ て は いけ な い 。 


先 ノ 岬 は 、 源 田 雄二 の 部 屋 に 向かっ た 。 ま だ 8 時 30 分 で ある 。 左近 史郎 が 
や っ て きた 。 

「 会 議 は 9 時 30 分 で す 」 

「 ち ょ っ と 、 開 発 セ ンタ ー に 行っ て きま す 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 2 階 に 上 が っ た が 、 入 れ な か っ た 。 暗号 が わか ら な い 。 少 し 
待っ て いる と 、 社 員 が 出社 し て きた 。 

「 どなた で すか ? 」 

「 顧問 の 先 ノ 岬 一 葉 で す 」 

「 あ あー 昨日 紹介 され た か ら ー ど う ぞ 」 

通し て くれ た の は 、 革 髪 の 若 い 女性 だ っ た 。 

「 源 田 さ ん の 机 は どこ で すか ? 」 

「 開発 セン ター 長 の 机 は あり ませ ん 」 

先 ノ 岬 は 、 ど うし た も の か 迷っ た 。 ま だ 社員 が 数 人 だ っ た 。 9 時 30 分 か ら の 
会 議 は 、 全 員 で は な い の だ ろう か 。 誰 も 、 準 備 な ど し て な い の だ ろう か 。 
居 づ らく な っ て 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 ま た 1 階 の 源田 雄二 の ミー ティ ング ルー ム 
へ 向かっ た 。 

「 コー ヒー 煎れ て お きま し た ,」 

「 い つも 左近 さん が や っ て いる の で すか ? 」 

「 時 々 や り ま す が 、 ほ と ん ど は 、 工 場 長 が や っ て いま す 」 

「 あ り が と う 」 


先 ノ 岬 は 、 カ ッ プ に な みな み と 注 が れ て た コー ヒー を 飲み は じ め た 。 

「 私 は 総務 に お り ま す の で 、 何 か あり まし た ら 、 呼 び 出 し て くだ さい ,」 
左近 史郎 は 、 自 分 の ケー タイ の 番号 を 、 先 ノ 岬 に 知ら せ た 。 

先 ノ 岬 は 、 パ ソコ ン を 取り 出し て 、 昨 日 の 堺 工場 の EH 象 の よう な も の を 書き 
は じ め た 。 先 ノ 岬 は 、15 分 あっ た ら 、 か な り の 文章 を 構成 で きる 。 文 が 進ま 
な く て 悩む よう な こと は な い 。 先 ノ 岬 に は 、 よ ろ い が な い 。 他 者 に どう 思わ 
れ て いる か な ど と 考え な が ら 文 を 弘 る こと が な い 。 文 は 、 思 いつ くま ま 、 ど 
ん どん 綴っ て いく 。 

9 時 10 分 前 に な っ て も 、 源 田 雄 二 は 現れ な か っ た 。 先 ノ 岬 一 葉 は 、 自 分 が 忘 
れ て も か まわ な いよ うに 、 メ モ を 多く 残す こと に し て いる 。 

「 松 下さ ん か ら 間 いた の で す が 、 今 日 は 堺 で すか ? 」 

篠田 三 大 郎 か ら 電 話 が きた 。 

「 昨 日 と 今日 で 堺 の 工場 を 見 学 さ せ て いた だ いて いま す ,」 

「 明 日 川口 の 方 に 出 て いた だ け ま すか ? 」 

「 承知 し まし た 」 

篠田 三 大 郎 は 、 用 事 を 吉 わ な か っ た 。 

9 時 15 分 に な っ て 、 源 田 雄 二 が 現れ た 。 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 もう 来 ら れ て いた の で すか 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 も う 、 人 る べき 文 が な か っ た 。 これ 以上 書く と 、 も し 読ま れ 
た 時 に 、 ピ ンチ に な る 文 に な る 。 そ の よう な も の は 、 身 体 に し まっ て お く こ 
と に し て いる 。 頭脳 が 覚え る の で は な い 。 身体 が 覚え る よう に する こと だ 。 
開発 セン ター の 会 議 が 9 時 半 か ら は じ め る の に 、 開 発 セ ンタ ー 所 長 が 9 時 15 
分 に 出社 し た な ど と は 、 ど こ に も 書か な いよ うに し て いる 。 身 体 が 記憶 する 
よう に し て いる 。 開発 セン ター の 社員 も 、 9 時 前 に 出社 し な いら し い 。 こ ん 
な こと も 、 パ ソコ ン に は 書か な いよ うに し て いる 。 

源田 奴 二 は 、 パ ソコ ン の メー ル を 調べ な が ら 、 コーヒー を 飲み は じ め た 。 会 
議 は 、 9 時 30 分 に は じ ま る の だ ろう か 。 

「 隣 の プレ ゼン テー ショ ン ル ー ム で す 」 

源田 雄二 が 立ち 上 が っ た 。 9 時 33 分 だ っ た 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 今 日 は 見 学者 で ある 。 何事 も 、 従 っ て いな けれ ば な ら な い 。 


源田 雄 二 が 着席 し て も 、 ま だ 、 プ レ ゼ ン ル ー ム に 入っ て くる 社員 が いた 。 
源田 雄二 は 、 端 に 座っ て いる 男 に 合図 を 送っ た 。 

「 間 山 君 は じ め て くだ さい ,」 

「 今 日 は 1 日 か け て 、 新 製品 の 提案 を や り ま す 」 

「 数 が 多い の で テキ パ キ と 6 分 で 説明 し て くだ さい 」 

「 今 日 は 源田 セン ター 長 の 採決 は あり ませ ん 」 

「 源田 セン ター 長 か ら 質問 が あり ます 」 

「 今 日 は 、 顧 問 で 入社 され た 先 ノ 岬 一 葉 さ ん が 見 学 し て いま す 」 

「 それ で は 斎藤 咲 江 さ ん か ら お 願い し ます ,」 

斎藤 咲 江 は 、 メ モリ ー ス ティ ッ ク を 取り 出し て 、 パ ワー ポイ ント に し て 、 褒 
明 を は じ め た 。 

「 湯沸かし 器 の 1 分 の 時 間 短縮 に な る 電子 コン トロ ー ル に つい て 説明 させ て 
いた だ きま す ,」 

開発 セン ター の 全員 が 、 今 日 の メニ ュー を 持っ て いる よう だ っ た 。 パ ソコ ン 
を 持ち 込ん で 、 メ モ し て いる 社員 も いた 。 先 ノ 岬 も 、 パ ソコ ン を 取り 出し 
た 。 見 学 だ け に し よう と 思っ た の だ が 、 メ モ す る こと に し た 。 

斎藤 咲子 の 提案 は 、 お も し ろ い も の だ っ た 。 1 分 早く お 湯 が 沸く 仕組 み が お 
も し ろか っ た 。 電 熱線 の 配置 を 少し 変え て 、 立 ち 上 が り の スピ ー ド は 変わ ら 
な い が 、 1 分 後 の プ ラ ト ー 現 象 を 防い で いた 。 研 究 す れ ば 、 も う 1 分 は 短縮 
で きる か も し れ な いと 思っ た 。 短縮 で きれ ば 、 ガ ス の 替わり に 、 電 子 湯 沸 か 
し 器 を 使う か も し れ な い 。 

電子 湯沸かし 器 も だ が 、 午 前 中 の 10 の テー マ は 、 す べ て 、 現 在 の 電子 コン ト 
ロー ル の 改善 だ っ た 。 リ ニュ アル の テー マ だ 。 

「 少し 早い けど 食事 に 行き まし ょ う 」 
源田 雄二 は 、 先 ノ 岬 を 誘っ た 。 

に 56G す が タ ョ 
何 を 聞か れ て いる の か 、 先 ノ 岬 は 、 返 答 に 困っ た 。 
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あたり さわ り の な い 返 事 を し て みた 。 

お 昼 ご は ん は 、 中 華 弁 当 に な っ て いた 。 
源田 雄二 は 、 そ こ か ら 延 々 と 、 開 発 セ ンタ ー の 社員 の 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 


能力 向上 の 教育 に つい て 、 話 し は じ め た 。 

中 華 弁 当 が 空 に な る まで 、 源 田 雄二 は 、 プレゼン テー ショ ン の 話し を し た 。 
午後 の 10 の テー マ も 、 現 在 の 商品 を 改善 する も の だ っ た 。 こ れ で 新 製品 と 吉 
える の だ ろう か 。 し か し 、 パ ソコ ン に は 、 そ の こと は 書か な か っ た 。 
説明 テー マ の 順番 に 、 開 発 セ ンタ ー の テー マ の 重要 度 が 出 て いた 。 後 の 4 つ 
が 、 車 の 電子 コン トロ ー ル に 関す る も の だ っ た 。 複雑 な 回 路 が 出 て き て 、 先 
ノ 岬 は 、 自 分 に は 難し いと 思っ た 。 

最後 の テー マ は 、 自 動 プ レー キシ ステ ム だ っ た 。 


〇 篠田 三太郎 の 商品 開発 

「 商品 開発 セン ター の 会 議 に 参加 し た よう で すけ ど 」 

「 昨 日 見 学 さ せ て いた だ きま し た 」 

「 どう で すか ? 」 

篠田 三 大 郎 の 、 こ うい うつ 質問 が 1 番 困 る 。 な に か を 期待 し て 質問 を し て い 
る 。 源田 雄二 は 、 開 発 セ ンタ ー 社 員 の プレ ゼン テー ショ ン の 話し に 終始 し 
た 。 パフォー マン ス で は な いと は 思う の だ が 。 上 黙っ て 聞い て いた 。 篠田 三 太 
郎 は 何だ ろう か 。 

「 自動 車 の 上 海 の 見 本 市 に 出展 し ます 」 

先 ノ 岬 一 葉 が 少し 間 を お く と 、 篠 田 三太郎 が 、 話 し は じ め た 。 そ こ か ら 、 し 
ば らく 、 見 本 市 に 出展 し な か っ た 現代 源田 を 嘆く 話し に な っ た 。 

「 私 は 、 自 分 で 上 海 に 行っ て 説明 し て 来 ま す 」 

今年 の 秋 の 見 本 市 か ら 5 はじめる らし い 。 そ れ に し て も 、 昨 日 の 商品 開発 セン 
ター で は 、 上 海 見 本 市 へ の 出展 の 話 な ど な か っ た 。 

篠田 三太郎 は 、 先 ノ 岬 に 、「 どう で すか ? 」 と 聞い た も の の 、 自 分 の 、 上 海 
見 本 市 へ の 出展 の 話し に 、 自 分 で 盛り 上 が っ た 。 

「 経営 企画 室 の 方 に 、 現 代 源田 の 実情 を お 聞き し た い の で す が 」 

30 分 も じっと 話 を 聞い て いて 、 篠 田 三太郎 が 、 コ ー ヒ ー を 注ぎ に 行っ た の を 
チャ ンス に 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 聞 いて みた 。 

「 あ あー どう ぞ 一 室長 を 紹介 し ます ,」 

「 午後 で いい で すか ? 午前 中 は 、 ソ ウル 工場 の 報告 な ども 聞か せ て くだ さ 


LU1」 
「 お 昼 は 、 車 で 出かけ まし ょ う ,」 
「 ふぐ の シー ズン が 終わ り ま すか ら 」 


14 時 に 、 経 営 企画 室長 の 三枝 湊 か ら 話 を 聞く こと に な っ て いた 。 ま だ 39 歳 
ら しい 。 

「 三 枝 湊 で す 」 

「 先 ノ 岬 一 葉 で す 」 

「 社長 か ら 指示 が あり まし た が 、 何 を お 話す れ ば よい の で し ょ うか ,」 

「 上 場 し て いな いか ら 社 外 秘 に な っ て る か も し れ ま せん が 」 

三枝 湊 は 、 3 期 分 の 決算 書 の コピ ー を 持っ て いた 。 

時 っ oko 

「 直近 の 試算 表 は どう な っ て いる の で すか ? 」 

「 役員 の 方 に 聞か れ た ら 、 私 が 報告 に まい けり ます 」 

「 役員 の 方 だ け で すか ? 」 

「 そ う で す 」 

「 決算 書 の コピ ー を 私 に 渡す こと は ? 」 

「 篠田 社長 の 指示 で す 」 

「 経営 企画 室 は 新規 事業 も や っ て いる の で すか ? 」 

「 事実 上 、 経 営 管理 室 で す 」 

三枝 は 、 す で に は じ ま っ て いる 今期 の 事業 計画 書 の コピ ー を 先 ノ 岬 に 渡し 
た 。 こ れ も 人 篠田 三 大 郎 の 指示 だ と 吉 っ た 。 

「 新 製品 や 新規 事業 な ど は 、 事 業 計 画 を つく る 時 は どう し て いる の で す 
か ?」 

「 商品 開発 セン ター 長 の 源田 室長 の 指示 で 計上 し ます 」 

三枝 湊 は 、 も う 話 し た く な いと いう 姿勢 だ っ た 。 先 ノ 岬 が 、 何 を し た い の 
か 、 よ くわ か ら な い 。 自分 に 替わっ て 、 経 営 企画 室長 に で も な られ て も 困る 
の だ ろう 。 

「 どう も あり が と う ご ざ いま し た ,」 

「 ま た お 聞き する こと が ある か と 思い ます が 、 よ ろ し く お 願 いい た し ます 」 
丁寧 な 先 ノ 岬 一 葉 に 、 恐 縮 し た よう に 、 三 枝 湊 は 、 部 屋 を 出 て 行っ た 。 


街 島 走 美 が ノッ ク を し て 入っ て きた 。 応接 室 を 借り て いる 。 

「 も う 話 は 終わ っ た の で すか ? 」 

「 三枝 室 長 と は 話し が な が く な る と 思っ て いま し た 」 

「 秋 の 上 海 の 自動 車 の 見 本 市 に 出展 する の で すか ? 」 

「 何 も 聞い て いま せん 」 

「 ホ ー ム ペー ジ の ニュ ー ス リリ ー ス は 街 島 さ ん が や っ て いる の で すか ? 」 
「 ソ ウル は どう で し た ? 」 

街 島 直美 は 、 ソ ウル の 話 を 、 先 ノ 岬 に 聞き た か っ た らし い 。 広報 だ か ら 、 
行っ て 見 て くれ ば いい の だ が 。 

「 ソ ウル 工場 は 見 て る ん で し ょ ? 」 

「 ソ ウル に は 行っ た こと が あり ませ ん 」 

「 広報 な の に で すか ? 」 

「 現代 源田 の 女性 社員 は 海外 出張 は し ませ ん 」 

で で あか? 

つう で いい ます 

「 ソ ウル 工場 の 広報 は どう し て る の で すか ? 」 

「 澤田 社長 か ら 記 事 を いた だ いて いま す ,」 

「 商品 開発 セン ター の 女性 も 海外 出張 は な い の で すか ? 」 

「 わかり ませ ん 」 

「 あ あー これ が ソウ ル 工 場 で す 」 

先 ノ 岬 は 、 ケ ー タ イ に 撮っ て あっ た 、 何 枚 か の 写真 を 、 街 島 赴 美 に 見 せ た 。 
「 ミ スリ ー に 会 いま し た ? 」 

「 明 洞 を 案内 し て くれ まし た ,」 

「 こ の 前 秋葉 原 に 来 た 時 案内 し た ん で す ,」 


〇 商品 開発 セン ター 辛島 明 人 

翌週 の 月 曜日 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 堺 工場 の 商品 開発 セン ター に いた 。 朝 1 番 の 
新幹線 で や っ て きた 。 

「 辛島 明 人 さん と 話 を し た い の で す が 」 

源田 雄 二 は 、 電 話 で は ある が 、 辛 島 明 人 を 先 ノ 岬 一 葉 に 会 わせ た く な いと い 


う 和 雰囲気 だ っ た 。 先 ノ 岬 に は 、 そ の 理由 が よく わか っ て いた 。 辛 島 明 人 の 提 
案 だ けが 、 現 代 源田 の 新 製品 と 吉 え る も の で は な いか と 思っ た 。 ま だ 30 歳 に 
な っ た か な ら な いか の 若者 だ が 、 電 子 コ ント ロー ル を 使っ た 、 1 人 用 の 自動 
車 の 提案 だ っ た 。 運転 免許 が 必要 だ か ら 、 自 動車 な の だ ろう 。 ま だ デザ イン 
が 明らか で は な い 。 機構 部 分 だ け を 研究 し て いる らし い 。 1 人 で や っ て いる 
こと は 間違い な い 。 

「 辛島 明 人 で す 」 

「 先 ノ 岬 一 葉 で す 」 

「 先日 の 新 製品 の 提案 で 、 辛 島 さ ん が 説明 し て いた こと を 、 も っ と 詳し く 聞 
きた い の で す が 」 

「 この テー マ は 、 来 期 の 発売 テー マ か ら 消 えま し た 」 

「 開発 も し な い の で すか ? 」 

「 予算 を 削っ て 継続 する こと に な り ま し た ,」 

「 源 田 さ ん が 決定 し た の で すか ? 」 

2 の コ 

辛島 明 人 の 1 人 乗り の 自動 車 の 機構 を 詳し く 聞 く 前 に 、 辛 島 明 人 が 、 な ぜ こ 
の テー マ を や っ て いる の か を 聞い た 。 

辛島 明 人 に は 、 こ れ か ら の 日 本 の 高齢 化 社 会 が 、 イ メー ジ に あっ た 。 1 人 で 
住む お 年 寄り が 、 圧 倒 的 に 多く な る 。 そ の 時 の 交通 手段 は 、 自 転 車 の よう な 
自動 車 に な る 。 そ れ を 開発 し て いる 。 

「 大 手 の 自動 車 会 社 も 自転 車 の 会 社 も みか ん な や っ て くる の で は な いで す 

か ?」 

「 辛 島 さ ん の や っ て いる こと は どこ が 違う の で すか ? 」 

「 これ は 1 人 乗り の 電気 自動 車 で す 」 

「 運転 免許 が 必要 な ん だ 」 

「 自転 車 の 方 が 機動 的 に も 思え る けど 

「 どん な 坂道 で も 登り ます ,」 

「 自転 車 は 、 時 と し て 、 自 転 車 自体 が 荷物 に な り ま す 」 

「 今 市 場 に ある も の で は 、 ど ん な 坂道 で も 登り ます と は 吉 え ませ ん 」 

「 家庭 用 の 電源 で 蓄電 する の で すか ? 」 

の つ で きす:』 


「 どう し て どん な 坂道 で も 登る の で すか ? 」 

「 電子 コン トロ ー ル で 、 自 動 的 に 、 ギ アチェ ンジ を し て いる か ら で す ,」 
「 負荷 を 記憶 し て いま す 」 

「 負荷 を 測る の は ? 」 

「 こ れ が セン サー で す 」 

話し て いる と 、 次 第 に 、 辛 島 明 人 の や っ て いる こと が 、 見 えて くる 。 
「 市場 に 出 て いる も の で 競合 を 説明 し て くれ ます か ? 」 

辛島 は 、 雑 誌 の ファ イル と 、 大 盛り ウ カ ッ プ ラー メン を 持っ て きた 。 

「 お 昼 に な っ て いる けど これ で いい で すか ? 」 

「 か まい ませ ん 」 

辛島 明 人 は 、 大 盛り カッ プラ ー メ ン に 、 お 湯 を 注ぎ に 行っ た の だ ろう 。 


先 ノ 岬 一 葉 は 、 新 幹線 で 東京 に 帰る 車 中 に 、 辛 島 明 人 か ら 見 せら れ た 車 の 雑 
誌 に 掲載 され て いた 。 1 人 用 自動 車 の 記事 を 書い た 、 南 雲 一 郎 に メー ル を し 
て いた 。 南雲 研究 所 な る も の を 持っ て いる らし い 。 1 人 用 自動 車 の 属 来 に つ 
いて 意見 を 聞き た いと いう 連絡 だ っ た 。 ひ ょ っ と し て 、 現 代 源田 の 顧問 に 
は 、 会 わな いか も し れ な いと は 思っ た 。 


〇 南雲 一 郎 と 1 人 乗り 自動 車 

新幹線 が 品川 に 着い て 、 そ の まま 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 大 崎 の 南雲 研究 所 に 向 
か っ た 。18 時 か ら 19 時 まで 時 間 を くれ る と いう メール だ っ た 。 

「 は じ め ま し て 先 ノ 岬 一 葉 で す 」 

「 南雲 一 郎 で す 」 

「 先 ノ 岬 さん は 、 現 代 源田 で 何 を な さろ うと し て いる の で すか ? 」 
「 新 し い 現代 源田 を つく り た い の で す 」 

「 篠田 三太郎 さん の 要請 で すか ? 」 

「 私 の 希望 で す 」 

南雲 一 郎 は 、 次 を 続け る こと が で き な か っ た 。 

「 篠田 三太郎 さん に は 、 4 人 願 問 が いま し た けど 」 

「 先 ノ 岬 さん は 5 人目 で す が ,」 


南雲 一 郎 は 、 現 代 源 田 に 詳し い 。 

「 南 雲 さ ん は 、 1 人 乗り 自動 車 の 市 場 に つい て 、 可 能 性 が ある と 吉 っ て お ら 
れ ま すけ ど 」 

「 年 間 に 10 万 台 で 20 万 円 程度 と 考え て いま す 」 

それ で も 2 0 0 億 円 の 市 場 で ある 。 

「 どこ も 開発 し て いる と 思い ます が 」 

「 開 発し て いま す が 発 売 し な いと 思い ます 」 

「 メ リッ ト が あり ませ ん か ? 」 

「 3 万 台 く らい を 獲得 し て も 、 品 質 管 理 や お 客 さ ん の フォ ロー な ど を 考え る 
と 、 や れ ま せん 」 

「 事故 が ある と 、 そ れ で 、 主 力 の 自動 車 や 自転 車 に 影響 が 及び ます 」 

「 あ くま で 小さ な 市 場 で すか ? 」 

「 高 淡 化 社会 で すか ら 可 能 性 は あり ます 」 

「 ポ イン ト は な ん で すか ? 」 

こう いう 韻 か れ 方 を し て も 、 南 雲 は 困る だ ろう と 思っ た 。 何 を 聞か れ て いる 
の か わか ら な い )。 

「 ポ イン ト が あっ て も 、 誰 も や ら な いで し ょ う ね ,」 

「 悲観 的 で すか ? 」 

「 会 社 で は 取り 上 げ ま せん 」 

「 どう し て 雑誌 に 、 あ あい っ た 記事 を 書い た の で すか ? 」 

「 個人 的 に は 、 儲 け 抜 き で 誰か や っ て くれ な いか と 思っ て いる か ら で す ,」 
「 先 ノ 岬 さん は 研究 者 で すか ? 」 

「 いろいろ で す 」 

「 どう し て 1 人 乗り 自動 車 に 興味 が ある の で すか ? 」 

「 私 は 障害 が ある 方 や 高齢 者 に 興味 が あり ます 」 

と りあ え ず 、 今 日 は 、 こ れ く らい に し て お か な いと いけ な いと 、 先 ノ 岬 は 
思っ た 。 多 分 、 今 日 、 南 雲 一 郎 の 研究 室 に 来 た こ と は 、 ど こ か で 、 現 代 源 田 
に 伝わる だ ろう と 思っ た 。 


まだ 19 時 に な っ て いな か っ た 。 先 ノ 岬 は 、 秋 葉 原 に 寄っ た 。 電子 ポッ ト の 売 
場 を 見 た 。 斉 藤咲 江 の 、 現 代 源田 で は 異色 の テー マ の マー ケッ ト を 見 よう と 


思っ た 。 現 代 源田 が O E M で 生産 し て いる メー カー の 製品 は 、 軸 いて いな 
か っ た 。 1 分 短く し た いと いう 話 だ っ た 。 売場 に 聞い て みた 。 

「 売 れ て いま す 」 

「 私 も 使っ て みよ うと 思う の で す が 、 どれ が 売れ て いま すか ? 」 

「 値段 だ た 手ごろ で 速く 沸く も の で す ,」 

現代 源田 が OEM し て いる メー カー の も の も 聞い て みた 。 

「 沸 く の に 時 間 が か か っ て 置い て いま せん 」 

知っ て は くれ て いる よう だ っ た 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 店 員 の お 和 勧め の 電子 ポッ ト を 買っ た 。 実 際 に 使っ て みよ うと 


思っ た 。 


現代 源田 の 崩壊 の シナ リオ 


〇 どの くら いい 時間 が 残さ れ て いる の か 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 現 代 源田 の 仕事 だ け を や っ て いる わけ で は な い 。 い くつ か の 
仕事 を 受け て いる 。 だ か ら 、 月 水 金 し か 現代 源田 に は 行か か いよ うに し て い 
る 。 

し か し 、 し ば らく は 、 現 代 源田 に 集中 し よう と 思っ て いる 。 

先 ノ 岬 が 、 5 月 連休 明け に 、 は じ め て 、 有 川口 の 現代 源田 の 本 社 工 場 に 行っ 
て 、20 日 近く な っ た 。 

今日 は 、 朝 か ら 、 現 代 源田 に 、 ど の くら い の 時 間 が 残さ れ て いる の か 、 計 算 
し よう と 思っ た 。 

3 期 分 の 決算 書 を 、 エ クセ ル に 書き 表し て いる 。 現代 源 田 は 、 上 場 を し て い 
な い の で 、 情 報 を 得る こと は 難し い 。 

今期 の 事業 計画 書か ら 、 今 期 の 予想 を 転記 し た 。 

3 期 連 続 の 減収 減益 で ある が 、 今期 は 、 生生 計画 に な っ て いる 。 
今期 の 事業 計画 書 に よる と 、 5 期 前 が 、 最 高 の 成績 で あっ た らし い 。 自動 車 
に 電子 コン トロ ー ル が 、 多 SE 

し か し 、 自 動車 メー カー が 、 自 分 で 研究 所 を は じ め て いて 、 内 製 化 を 図っ て 
いる 。 誰が 考え て も 、 習 来 の 自動 車 は 、 電 子 コ ント ロー ル さ れる 。 自動 車 の 
主力 が 、 電 子 化 に 移る の だ 。 そ れ を 、 現 代 源 田 の よう な 、 O E M の 会 社 に 、 
任せ 続け る は ず が な い 。 

現代 源田 の 業績 は 、 自 動車 の 電子 コン トロ ー ル が 進む に し た が っ て 、 落 ち 込 
ん で いる 。 

今期 の 事業 計画 の 、 商 品 別売 上 計画 を 見 て も 、 自 動車 用 電子 コン トロ ー ル が 
80% を 占め て いて 、 先 行き の 展開 が 難し い 。 

残さ れ た 時 間 は 3 年 だ ろ つ か 。 

先 ノ 岬 は 、 今 期 と 来期 と 3 年 後 の 決算 書 を エク セル に 書い て みた 。 予想 で あ 
る 。 

3 年 後に は 、 売 上 が 大 幅 に 減っ て 、 経 常 利益 で 50 億 円 の 赤字 に な る 。 経常 利 


| 


益 で 赤字 に な る の は 、 来 期 か ら 赤 字 に な る 。 

ソウ ル の 自動 車 会 社 の アン ウチ が 吉 っ て いる よう に 、 現 代 現代 は 、 開 発 力 を 
失っ て き て いる 。 

過去 3 年 と 、 こ れ か ら の 3 年 の エク セル の 業績 時 系 列 グ ダラ フ を 眺め な が ら 、 
先 ノ 岬 は 、 コ ー ヒ ー を 飲ん で いた 。 

條 田 由 美子 か ら 頼 まれ た こと は 、 人 篠田 三 大 郎 を 社長 に し て 欲し いこ と だ 。 今 
で も 社長 で ある 。 本 当 の 社長 と いう 意味 だ ろう 。 し か し 、 そ れ ど ころ で は な 
い だ ろ うと 思っ た 。 

「 こ の まま で は 3 年 も も た な い 、 生 き 延 びら せ て くれ な いか 」 

だ れ か が 、 先 ノ 岬 に 、 そ う 吉 わな いと いけ な い 状 態 で ある 。 先 ノ 岬 は 、 お 昼 
に な っ て 、 ラ ー メ ン を つく ろう と 思っ た 。 先 ノ 岬 の 収入 は 少な い 。 少な くし 
て いる 。 篠田 由美 子 は 、 1 0 0 万 円 の 願 問 料 と 吉 っ て も 受け た だ ろう 。 し か 
し 、 先 ノ 岬 は 、20 万 と 交通 費 を お 願い し た 。 先 ノ 岬 は 、 現 代 源 田 に 頼り た く 
な い の だ 。 も し か し て 、 人 篠田 家 と も 戦う こと に な る か も し れ な い 。 い まま で 
の 経験 で は 、 創 業者 一 族 が 、 悪 さき を し て いる こと も 多かっ た 。 

経験 上 、 収 入 を 少な くし て 、 貧 乏 に 暮らす こと に し て いる 。 誰 に も 、 借 り を 
つく ら な いよ うに し て いる 。 最悪 の 場合 、 明 日 、「 ご くろ うさ まで し た 」 と 
喜 わ れ て も 、 平 気 で いら れる 。 

先 ノ 岬 の 生き る コン セプト は 、 挑 戦 と クリ エイ ティ ブ で ある 。 挑 戦は 、 み え 
ざる 悪魔 へ の 挑戦 の こと だ 。 ク リエ イ テ ィ ブ プ は 、 ク リエ イ テ ィ プ ブ だ 。 お 金 持 
と いう コン セプト は な い 。 

多分 、 誰 も 、 先 ノ 岬 の 生き 方 を 理解 で き な い だ ろう 。 

先 ノ 岬 は 、 人 間 で も っ と も よく な いこ と は 、 人 間 だ か ら こ そ 、 見 え ざ る 悪魔 
に 棲み つか れる 。 見え ざる 悪魔 と は 、 自 分 が 、 昨 日 の 自分 より も っ と 上 手 に 
な り た い だ け の 自分 で あり 、 可 能 な 限り 純粋 に な ろう と する 。 鉛 筆 の 潤 を 研 
いで いこ うと する 。 そ し て 、 鉛 筆 の 葵 を 折っ て し まう 。 無 意識 に 人 間 が 崩壊 
する シナ リオ を 進行 させ る 。 

過去 、 こ の 見 え ざ る 悪魔 に 勝っ た 人 な どい な い 。 集団 も 、 人 の 集まり だ か 

ら 、 見 え ざ る 悪魔 に な る 。 集団 の 見 え ざ る 悪魔 だ 。 

見 え ざ る 悪魔 は 。 カ タチ の 上 で は 、 よ ろ い に な る 。 篠田 由美 子 が 、 先 ノ 岬 

に 、 人 篠田 三太郎 を 社長 に し て くれ と 頼む の は 、 篠 田 由 美子 の よろ い が 吉 わせ 


て いる 。 

人 間 社 会 の ほとん どの 動き は 、 よ ろ い の 動き だ 。 見 え ざ る 悪魔 の 動き だ 。 対 
極 に 、 愛 が ある 。 

愛 は 、 人 が 動く 押し ボタ ン で あり 、 よ ろ い も 、 人 が 動く 押し ボタ ン で ある 。 
通常 、 よ ろ い の ボタ ン は 、 常 時 押さ れ て いて 、 愛 の ボタ ン は 、 よ ろ い の ボタ 
ン に 挑戦 し な い 限り 押さ れる こと が な い 。 

先 ノ 岬 一 葉 の 、 生 きる コン セプト は 、 い た っ て シン プル で ある 。 人 間 ら し く 
生き る こと だ 。 

し た が っ て 、 人 も 集団 も 、 よ ろ い で 生き る と 滅び て 、 愛 で 生き る と 、 貯 える 
と いう 構図 に な る 。 

今日 、 先 ノ 岬 は 、 現 代 源 田 と いう 会 社 で あり 集団 が 、 ど の くら い 、 見 え ざ る 
悪魔 に 支配 され て いる か 、 計 算 し て いる 。 

先 ノ 岬 は 、 お 昼 ご は ん を 食べ る と 、 ア タマ が クリ エイ ティ ブ に な ら な い 。 
グッ ドア イデ ア が 浮か ば な く な る 。 

お 昼 ご は ん だ け で は な い 。 晩 ご は ん を 食べ た 後 も で ある 。 朝 ご は ん は 、 パ ン 
1 枚 と コー ヒー な の で 、 支 障 は な い 。 

先 ノ 岬 は 、 今 日 の よう に 、 大 事 な こ と を 考え て いる 時 は 、 自 律 神経 が 、 交 感 
神経 に な っ て いる と 考え て いる 。 山 で クマ に 出会っ て いる 時 の 身体 で ある 。 
息 い て 一 瞬 は ダメ だ が 、 こ うい う 時 に 、 グ ッ ド アイ デア が 出 な いと 生き 残れ 
な い 。 人 間 の 身体 は 、 そ うな っ て いる と 信じ て いる 。 

ご は ん を 食べ る 時 は 、 ク マ に 出会わ な い 時 に 決ま っ て いる 。 身体 は 、 当 然 の 
よう に 、 副 交感 神経 に な っ て 、 グ ッ ド アイ デア より も 、 体 温 を 下げ て 血圧 を 
下げ て 休む 。 有 睡眠 は 、 副 交感 神経 の 究極 で ある と 思っ て いる 。 

お 昼 に ラー メン を 食べ て 、 テ レビ を 見 て いる こと が 多い 。 い ろ い ろ な ニュ ー 
ス が 入っ て くる 。 

時 々 、 5 分 くら い 、 座 っ た まま 眠る こと だ っ て ある 。 眠る こと は 、 頭脳 が 自 
分 を 整理 し て いる 時 だ 、 頭 脳 は よく わか っ て いる 。 クマ と 出会っ て いる の 
に 、 眠 っ た り は し な い 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 今 日 、 現 代 源田 の 崩壊 の シナ リオ を 書い て みよ うと 思っ た 。 


〇 現代 源田 の 崩壊 の シナ リオ 

個人 や 会 社 が 潰れ る こと は 、 見 え ざ る 悪魔 の 崩壊 の シナ リオ が 進行 し て 終点 
に 達し た こと だ 。 他 の 理由 な ど 何 も な い 。 先 ノ 岬 一 葉 の 考え で ある 。 見え ざ 
る 悪魔 の 目指 し て いる こと は 、 個 人 や 集団 の 崩壊 で ある 。 

つま り 、 人 は 、 や っ か いな も の を 内 部 に 持っ て いる こと に な る 。 

人 は 、 一 見 、 事 故 や 他 者 か ら の 攻撃 な ど で 、 潰 れる と 思わ れ が ち で ある が 、 

実は そう で は な く 、 人 や 集団 は 、 弾 きま が ね と な っ た 事故 や 他 者 か ら の 攻撃 に 
よっ て 、 自 分 の 見 え ざ る 悪魔 を 起こ し て し まっ た に 過ぎ な い )。 

潰れ る と いう こと は 、 す べ て 、 自 分 を 自分 が 潰し て いる こと に な る 。 見 え ざ 
る 悪魔 も 自分 だ か ら 。 

現代 源田 の 見 え ざ る 悪魔 の 支配 度 は 、 先 ノ 岬 一 葉 の 感覚 で は 、98% だ と 感じ 
て いる 。 ほ ば ぼ 、 見 え ざ る 悪魔 は 、 現 代 源 田 を 支配 し て いる 。 見 え ざ る 悪魔 に 
支配 され る と 、 集 団 で は 、 金 太郎 角 の よう に 、 価 値 観 が 同じ に な る 。 どこ を 
切っ て も 、 同 じ 館 に な る 。 一 見 、 ゆ る ぎ な いも の だ 。 

現代 源田 の 商品 開発 セン ター の 新 製 品 説明 会 で も 、20 の テー マ の うち 、 毛 色 
の 違う テー マ は 、 斎 藤咲 江 の 電 子 ポ ッ ト と 辛島 明 人 の 1 人 乗り 自動 車 し か な 
い 。 残 り の 18 の テー マ は 、 す べ て が 、 現 在 現代 源田 が 生産 を 行っ て いる 事業 
で ある 。 

多分 、 5 年 前 に は 、 異 色 の テー マ が 5 つく らい は あっ た だ ろう 。 そ れ 以 前 に 
は 、 自 動車 の 電子 コン トロ ー ル 部 品 の テー マ そ の も の が 、 異 色 の テー マ だ っ 
だ る う 。 

現代 源田 で は 、 今 は 、 自 動車 の 電子 コン トロ ー ル 部 品 以 外 は 、 そ の 他 に な っ 
て 重要 視 さ れ な い |。 

現代 源田 で は 花形 テー マ で は ある が 、 実 は い 、 も う 、 自 動車 メー カ の 内 製 化 が 
終わ ろう と し て いる 。 現 代 源田 な どの メー カー に 期待 され て いる の は 、 低 コ 
スト で 高 品質 の 部 品 を 生産 する こと だ 。 開発 力 で は 、 も う 敵 わな い 。 こ の ま 
まほ っ て お け ば 、 堺 の 商品 開発 セン ター が 、 現 代 源田 に と っ て 、 無 力 と な っ 
て し まう 。 現代 源田 に 必要 な こと は 、 品 質 管 理 と 生産 だ け に な る 。 自動 車 

メー カー の 仕様 の と お り に 、 生 産 す れ ば よい こと に な る 。 

自動 車 メ ー カ ー の コス ト 有 要求 に 応じ る た め に 、 和 経費 節減 を 行っ て いる の だ 


が 、 も っ と 上 厳し く な る だ ろう 。 商品 その も の が 、 現 代 源田 の 開発 し た も の で 
は な く な っ て くる か ら だ 。 

経費 を 削ら れれ ば 、 ま すま す 、 選 択 と 集中 を する こと に な る 。 1 人 乗り 自動 
車 や 電子 ポッ ト な どの テー マ も な く な る だ ろう 。 

まず 、 堺 の 商品 開発 セン ター が 、 自己 崩壊 し な いと いけ な い の だ が 、 実 際 に 
は 、 な ん と か も た せよ うと する だ ろう 。 現代 源田 は 、 メ ー カ で ある 。OEM 
メー カー と いえ ども 、 商 品 開発 が 大 事 だ 。 

堺 の 商品 開発 セン ター は 、 事 実 上 1 0 0 % 見 え ざ る 悪魔 に 支配 され る だ ろう 
が 、 政 策 的 に 、 崩 壊し な い 。 現代 源田 が 、 堺 の 商品 開発 セン ター を 潰す こと 
は 、 現 代 源田 の 会 社 の よろ い が 許 さ な い 。 篠田 三太郎 が ハン コ を 押さ な い 。 
経営 会 議 で も 、 誰 も 賛成 し な い 。 そ も そ も 、 堺 の 商品 開発 セン ター を 潰す 案 
な ど 、 誰 も 提案 し な い 。 

川口 工場 も 堺 工場 も ソウ ル 工 場 も 、 稼 働 率 は 下がっ て いる が 、 利 益 を 削っ て 
で も 稼 働 さ せる 。 閉鎖 な ど 考 えら れ な い 。 

典型 的 な 、 会 社 が 、 あ る 時 に お 金 が 回 ら な く な る パタ ー ン で ある 。 あ る 時 

に 、 気 が つい た ら 、 資 金 繰り が で き な か っ た パタ ー ン で ある 。 

現代 源田 は 、 上 場 し て いな いこ と も あっ て 、 資 金 調達 に 限り が ある 。 現 預金 
が 薄い の だ 。 資金 繰り が どう な っ て いる の か 見 た い の だ が 、 手 段 が な い 。 


ある 月 曜日 、 篠 田 三太郎 は 、 経 理 部 長 の 青柳 新太郎 か ら 、 来 月 月 末 の 資金 が 
足り な いこ と を 知ら され た 。 い まま で に も 何 度 も あっ た の だ が 、 人 篠田 由美 子 
が 銀行 に 行け ば 、 そ れ で 収まっ た 。 個人 保証 を 持っ て 行っ た 。 下 請け の 部 品 
工場 に 、 支 払い を ジャ ンプ し て も ら っ た こと は な か っ た 。 

し か し 、 人 篠田 三太郎 は 、 自 分 に 話し が あっ た こと で 、 事 態 の 緊急 性 を 知っ 
た 。 母 親 の 篠田 由美 子 で も 、 ど うに も な ら な く な っ た の だ 。 

確か に 、 急 速 に 収益 が 悪化 し て いる の は 事実 だ が 、 資 金 が ここ まで 悪化 する 
と は 思わ な か っ た 。 篠田 三 大 郎 は 、 母 親 に 電話 を し た 。 

「 これ 以上 に な る と 、 も し も の こと が あっ た ら 、 人 篠田 家 の み ん な が 路頭 に 迷 
うこ と に な る 」 

母親 か ら 、 は じ め て 、 弱 気 な こと ば を 聞い た 。 人 篠田 由美 子 は 、 現 代 源 田 より 
も 、 人 篠田 家 を 守 ろ うと し て いる 。 


篠田 三太郎 は 、 役 員 全 員 を 集め て 、 青 柳 新太郎 に 説明 を させ た 。 

「 奥様 は 何 を し て いる の か 」 

「 何 度 も 銀行 に 行か れ て いる が 、 よ い 返 事 を も ら っ て いな い 」 

営業 本 部 長 の 佐藤 又 十 郎 が 、 重 い 口 を 開い た 。 

「 自動 車 の 会 社 を 回 っ て くる 」 

発注 され て いる 部 品 を 、 カ タチ だ け で も 引き 取っ て も ら お うと し て いる 。 
し ば らく 、 毎 朝 、 全 員 が 集まる こと に な っ た 。 

明日 の 朝 は 、 佐 藤 双 十郎 の 交渉 結果 の 話し に な る 。 

自動 車 会 社 2 社 は 、 応 じ て く れ た 。 し ば らく は 、 朝 の 会 議 は な く な っ た 。 
そし て 、 3 ヶ月 後 、 同 じ 話 を 、 人 篠田 三 大 郎 は 、 青 柳 新 大 郎 に 聞く こと に な っ 
た 。 次 第 に 策 が な く な っ て くる 。 


これ が 、 先 ノ 岬 一 葉 が 今 書い た 、 現 代 源田 の 崩壊 の シナ リオ で ある 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 ま だ 、 シ ナリ オ を 細か くす る に は 、 情 報 が な さす ぎ た 。 た 
だ 、 み ん な が 、 な ん と か な る と 思っ て いる 雰囲気 は 、 時 と し て 、 こ の よう 
な 、 急 転 邊 下 の 崩 壊 に な る と 思っ た 。 

「 篠田 三太郎 を 社長 に し て くだ さい 」 

篠田 由美 子 に 、 こ う 頼 まれ た の だ が 、 そ れ ど ころ で は な いと 思う 。 


先 ノ 岬 の チー ム 


〇 1 人 乗り 自動 車 と 電子 湯沸かし 器 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 6 月 に 入っ て 、 和 篠田 由美 子 の 自宅 を 訪問 し た 。 

「 社 長 も 呼ん で あり ます ,」 

篠田 由美 子 は 、 先 ノ 岬 一 葉 が 好き で ある 。 理 由 を 上 げ る こと は で き な い だ ろ 
う 。 聞 かれ て も 答え られ な い 。 

篠田 三太郎 が 、10 時 に は 会 社 に 出かけ る と いう の で 、 隣 に 住ん で いる 篠田 三 
大 郎 を 、 篠 田 由 美子 は 呼ん だ 。 

「 堺 の 商品 開発 セン ター で ジャ マ に な っ て いる 、 1 人 乗り 自動 車 と 電子 ポッ 
ト の 開発 を 、 先 ノ 岬 チー ム に し て 、 住 せ て も らい た い 」 

篠田 由美 子 も 入 田 三太郎 も 、 な ん で も な いこ と だ っ た 。 わ ざわ ざ 、 2 人 の い 
る 前 で 、 決 め る よう な こと で は な いと いう 態度 だ っ た 。 

「 源 田 雄 二 に は 、 私 か ら 指示 し て お きま す 」 

「 私 が 今日 堺 に 伺っ て 、 源 田 さ ん に お 願い し ます か ら 」 

「 わ か っ た 」 

話し は それ だ け だ っ た 。 篠田 由美 子 と 篠田 三太郎 に と っ て は 、 な ん で も な い 
こと だ っ た 。 先 ノ 岬 一 葉 が 、 現 代 源田 で 何 を する の か と 思っ て いた ら 、 お 和 荷 
物 に な っ て いる 仕事 を 、 引 き 受 け よ うと し て いる こと に 驚い た 。 


源田 雄二 は 、13 時 30 分 に 待っ て いて くれ た 。 や は り 、 篠 田 三 大 郎 か ら 電 話 
が あっ た らし し いり 。 

「 現代 源田 に と っ て は 、 新 規 の 仕事 を 引き 受け て くれ る と いう の で 、 任 せ て 
や っ て くれ 」 と の 電話 で あっ た らし いり 。 

源田 雄二 は 、 す で に 、 斉 藤咲 江 と 辛島 明 人 に 話し を し て いた 。 そ し て 、 倉 庫 
に な っ て いた 部 屋 を 、 新 チー ム に くれ た 。 

「 開発 予算 を こっ ちか ら 削 る の は 困る 」 

先 ノ 岬 は 、 了 承 し た 。 明 日 、 三 枝 湊 と 相談 し よう と 思っ た 。 


「 お 話し た い の で す が 」 

斎藤 咲 江 と 辛島 明 人 か ら 連 絡 が あっ た 。 

「 私 た ち は 何 を すれ ば いい の で すか ? 」 

「 私 は 、 新 し い 現 代 源 田 を つく る た め に 来 て いる か ら 」 

「 それ が 1 人 乗り 自動 車 と 電子 ポッ ト で すか ? 」 

「 手 始め だ けど ,」 

「 商品 化 を 目指 す の で すか ? 」 

SG' あ 』 

「 予算 も あり ませ ん けど 」 

「 私 も 予算 を 多く 持っ て くる こと は で き な い と 思う けど 、 お 金 じ ゃ な く て 知 
恵 で 勝負 し た い 」 

辛島 明 人 も 斎藤 咲 江 も 、 あ まり 期待 され な い 仕 事 に 慣れ て いる 。 し か も 、 先 
ノ 岬 一 葉 の チカ ラ も わか ら な い 。 た だ の 顧 問 の パフ ォ ー マ ンス に 利用 され て 
も 困る 。 

「 私 は 、 明 日 は 、 川 口 で 予算 の 交 涼 を し た い の で 、 で きた ら 、 1 人 乗り 自動 
車 と 、 電 子 ポ ボッ ト の 、 も っ と 詳し い 話し を 聞き た いん だ けど 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 大 き な 会 議 室 を 借り て 、 1 人 乗り 自動 車 と 電子 ポッ ト の 話し 
を 聞い た 。 

「 電子 湯沸かし 器 1 分 短縮 は 成功 し て いる の は わか り ま し た 」 

「 も っ と 短縮 し て いる 競合 品 が ある で し ょ ? 」 

「 じゃ びー も う 1 分 縮め ます 」 

「 そ の ボトル の デザ イン は 誰 で すか ? 」 

「 わ た し で す 」 

「 斎 藤咲 江 さ ん は デザ イナ ー で すか ? 」 

「 電子 屋 で す 」 

「 どう し て デザ イン を ? 」 

「 お 金 が な いか ら で す ,」 

「 早 く 沸 く ポ ッ ト の デザ イン が ある の で すか ? 」 

「 そこ が 最大 の ポイ ント で す ,」 

「 お 願い で すか ら 、 そ の 機能 と 自然 の デザ イン を 融合 させ て いた だ け ま せん 
か ? 」 


「 お っ し ゃ っ て いる 意味 が わか り ま せん 」 

「 日 本 の 人 は 、 何 で も 、 自 然 の モノ に 近く な いと 、 身 近 に 置き ませ ん ,」 
「 それ が 日 本 の 人 の ここ ろ の 色 で す ,」 

「 こ ころ の 色 っ て 何で すか ? 」 

「 感性 で す 」 

「 や っ て み ま す ,」 

「 1 人 乗り 自動 車 を 発売 する の で すか ? 」 

「 目 指し ます 」 

「 現代 源田 は 部 品 の 会 社 だ か ら ム リ で す 」 

「 じゃー どう する の で すか ? 」 

「 どこ か 商品 化す る 会 社 を 探し て 一 緒 に や り ま す ,」 

「 そ れ も い いで し ょ うけ ど 、 い ずれ に し て も 、 現 代 源田 が 商品 化す る つも り 
じゃ な いと 、 受 け て くれ る 会 社 も いな いで し ょ う 」』 

「 何 社 か 話し て みた の で すか ? 」 

「 話 し は 聞い て くれ ます が 、 返 事 は あり ませ ん 」 

「 イ エス で も ノー で も な い の で すか ? 」 

です 

「 私 は 、 現 代 源田 が 自分 で 発売 する 意気 込み で や っ て みよ うと 思い ます 」 
「 そ ん な 人 は じ め て で す 」 

「 な ん た っ て 部 品 の 会 社 で すか ら 」 

「 どん な 坂道 も 登れ る そう で す が 詳 し く 説 明 し て くだ さい 」 

辛島 明 人 は 、 そ れ か ら 1 時 間 も 説明 し た 。 お金 が な く て 、 本 物 を つく れ て い 
な い の だ が 、 大 き な 試 作品 だ が 、 会議 室 に つく っ た 、 か な り の 坂道 は 登 
記 。 


〇 予算 交 涼 
翌日 、 川 口 に 行く と 、 松 下 三郎 が 待っ て いた 。 三枝 深 と は 、10 時 の 約束 で あ 
る 。 

「 斎 藤咲 江 と 辛島 明 人 の 人 事 異動 は し ませ ん か ら 」 

「 特別 チー ム で お 願い し ます 」 


「 社内 発表 も し ませ ん 」 

「 わ かり まし た , 

どう し て 、 こ ん な も の を 引き 受け る の か と 聞き た そう な 松下 三郎 だ っ た 。 
松下 三郎 は 、 何 か と 先 ノ 岬 の 動き を 見 て いて は 、 手 を 姜 し 出し て くれ て いる 


「 堺 の 商品 開発 セン ター で 1 人 用 上 自動車 と 電子 湯沸かし 器 を や る ん で すっ 
RG 

「 商品 開発 セン ター の 同期 か ら 電 話 が あり まし た 」 

「 先 ノ 岬 さん は 商品 開発 の 人 で すか ? 」 

「 何 を する 人 な の か ゼン ゼン わか り ま せん で し た 」 

先 ノ 岬 は 何 も 吉 わな い の だ が 、 街 島 走 美 が 、 一 方 的 に し ゃ べ っ て いた 。 
「 今 日 の 予定 は ? 」 

「10 時 か ら 三 枝 さ ん と 予算 の 話し で す 」 

「 お 昼 は ? 」 

「 お 昼 に 来 ま すか ら 待 っ て いて くだ さい 」 

街 島 盲 美 は 、 自 分 で 勝手 に 決め て 、 出 て 行っ た 。 


「 ご 存じ の よう に 、 3 期 連続 の 減収 減益 で 今期 の 予算 規模 も 少な く な っ て い 
ます 

「 予備 費 も ほとん ど と れ な く て 」 

「 それ で も 何 も な いと 困る で し ょ うか ら 」 

「 予 備 費 か ら 1 0 0 万 用 意 し ます 」 

「 これ 以上 の こと は で きま せん 」 

「 了解 し まし た 」 

先 ノ 岬 は 素 衣 だ っ た 。 オ ー ナ ー の 了解 し た 仕事 な の に 、 な ど と は 吉 っ た り し 
な い 。 今 は 、 ま だ 波風 を た て た く な い の だ 。 

静か に し て お きた い 。 い ずれ 、 津 波 の よう に な る 。 


「 少し 歩く けど お いし いい ラー メン ある か ら 」 


街 島 直美 は 、 先 ノ 岬 を 工場 の 外 へ 連れ 出 し た 。 
「 先 ノ 岬 さん は 何者 な の ? 」 
「 み ん な 吉 っ て る ,」 


「 4 人 応 問 で 来 て 辞め た 人 いる けど 、 わ た し な ん か 、 1 度 も 話し た こと が な 


か っ た 」 

「 み ん な 社長 の ご 機嫌 ば か り と っ て た ,」 

「 先 ノ 岬 さん は 社長 の と こ に いな いも ん ね ,」 

「 何 が し た いわ け ? 」 

「 興味 が あり ます か ?」 

「 新 し い 現 代 源田 を つく る っ て 一 どう いう こと ?.」 

「 そ の まま だ けど ,」 

「 じゃ ー 今 の 現代 源田 っ て 古い ん だ 」 

「 会社 っ て 一 常に 新しい も ん じゃ な か っ た ら 成 り 立 ち ま せ ん 」 
「 成 り 立 た な いっ て ? いらない こと?」 

「 社 会 か ら は じき 飛ば され ます 」 

「 川越 に せん べ い の お いし い 川 越 落 の お か し 屋 あ る けど ,」 

「 新 し く な いけ ど 」 

「 それは それ で いい ん じゃ な いで すか ? で も 会 社 で 多く の 社員 抱 
で は 困る 」 

「 商 店 だ か らい い の か 」 

「 魅力 っ て いう の は 一 新鮮 と 本 物 と オリ ジ ナ ル と 存在 感 で す 」 
「 どれ か 1 つ で も ある と 魅力 あり ます 」 

「 川越 の お か し 屋 さ ん は 本 物 な の か 」 

「 え え 」 

「 長 岩 の カ ステ ラ な ん か も だ 」 

「 だ けど 4 つ 揃 うと も っ と 大 き な 魅 力 が あり ます 」 

「 新鮮 ね 」 

「 現代 源田 は 新鮮 じゃ な い の か 」 

「 現代 源田 は オリ ジ ナ ル で も な いか 」 

「 現代 源田 は 存在 感 が な いか 」 

「 現代 源田 は 本 物 は 本 物 だ よ 」 


た ら そ れ 


「 だ けど ー や っ ぱ 上 魅力 薄い か 」 

街 島 衣 美 は 、 ラ ー メ ン 屋 に 入る と 、 メ モ を も ら っ て 、 魅 力 の 4 つ を 書い て い 
た 。 

「 わ た し 使っ ちゃ お う 」 


〇 ジュ ソン 電子 ソウ ヨウ 社長 

1 週間 後 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 ソ ウル に いた 。 斎 藤咲 江 の 縄文 土器 に 似 た 電子 
ポッ ト の デザ イン が 気に入っ た 。 機能 的 に も 、 最 も 速く 温度 が 上 が る と い 
う 。 斉藤 咲 江 と 一 緒 に ソウ ル に 行き た か っ た が 、 予 算 が 1 0 0 万 円 し か な 
く 、 と りあ え ず 、 先 ノ 岬 だ けが ソウ ル 工 場 に 出向 いた 。 先 ノ 岬 の 費用 は 、 松 
下 三郎 預かり に な っ て いる 。 

電子 湯沸かし 器 の 生産 工場 を 訪問 し た 。 電 子 コ ント ロー ル 部 は 現代 源田 で 生 
産 し て いる が 、 他 の 部 品 の 手配 と 組み 立て は 、 外 注 に 出し て いる 。 

電子 湯沸かし 器 の 外注 先 の 社長 は 、 先 ノ 岬 が 、 現 代 源田 の プラ ンド で 、 新 し 
い 電 子 湯沸かし 器 を 発売 する と 吉 っ た こと に 荻 い た 。 

現代 源田 は 、 マ ー ケ ティ ンク グ 部門 も 何 も 持 た な い 。 意欲 も な い 。 問 屋 さ ん 
だ っ て 知ら な い 。 ジ ュ ソ ン 電 子 の ソウ ヨウ 社長 は 、 マ ジマ ジ と 先 ノ 岬 の 顔 を 
見 て 、 先 ノ 岬 を 食事 に 誘っ た 。 

2 分 も 沸く 時 間 を 縮め た こと で 、 今 発売 され て いる も の で は 最短 時 間 に な っ 
た 。 し か も デザ イン が 、 な ん と も 吉 え な く グ ッ ド で ある 。 

遅い 時 間 に な っ て いた 。 誰 も いな い 韓 国 料理 店 で 、 先 ノ 岬 は 、 ソ ウヨ ウ 社 長 
に わか っ て も ら お うと し た 。 

「10 日 時 間 を くれ 」 

「 試作 し て 連絡 する 

「 持 っ て きた 電子 コン トロ ー ル 部 は 置い て いけ 」 

「 韓国 で は 、 ネ ッ ト 問 屋 と いう も の も ある , 

「 お 店 か ら ネ ッ ト で 注文 を も ら う 」 

「 消費 者 に も 最初 か ら ネ ッ ト 販 売 し な いと 、 後 で や る と 流通 上 の 難し さ が 出 
る 」 

「 価格 を キチ ン と し な いと メチ ャ クチ ャ に な る 」 


先 ノ 岬 一 葉 は 、 お 店 の メモ 用 紙 に 書き 留め た 。 


送っ て 行く と 吉 う ソウ ヨウ 社長 と 別れ て 、 先 ノ 岬 は 、 澤 田 に 電話 を し た 。 ミ 
スリ ー が 出 た 。 
「 澤 田 さ ん に 電話 し た ん だ けど 」 
「 転送 モー ド に な っ て ミス リー に 転送 され る よう に な っ て いる 」 
「 今晩 の 飛行 機 で 帰る の で 連絡 し よう と 思っ て 」 
「 どこ に いる の か ,」 
「 ジ ュ ソ ン 電 子 の 近く の 韓国 料理 の お 店 だ 」 
「 待 っ て て 10 分 で 行く 」 
先 ノ 岬 は 、 今 朝 ソ ウル に 来 た が 、 も う 用 事 は 終わ っ た 。 日 本 に 帰る こと を 、 
社長 の 澤田 二郎 に 連絡 し た だ け だ 。 先 ノ 岬 が ソウ ル に 来 て いる こと は 、 松 下 
三郎 と 澤田 二郎 し か 知ら な い 。 
ミス リー の 車 が 、 す ご い ス ピー ド で 近寄っ て くる の が 見 えた 。 
先 の 岬 は 、 上 黙っ て 乗っ た 。 
2 MCM 
金浦 空港 」 
ミス リー は 黙っ て 車 を 発車 させ た 。 
「 本 気 で 電子 湯沸かし 器 を や る の か ,」 
oe 
「 現代 源田 で は 、 ど う で も よい 商品 な の に 」 
: ま くね お が ら で い る 
「 澤田 社長 も 、 ソ ウル 工場 の ジャ マ を し て ほし く な いと 吉 っ て いた 」 
「 自動 車 の 電子 コン トロ ー ル に 口 を 出す と ジャ マ を する こと に な る 」 
ミス リー は 、 ど うし た らい い の か 考え 込ん で いる の だ ろう 。 先 ノ 岬 は 、 
だ っ て 、 金 浦 空港 まで 送っ て くれ と は 吉 っ て いな い 。 タ クシ ー で 空 間 
うと し た 。 
「 ミ スリ ー は どう し た い の だ 」 
「 あ な た は 現代 源田 の ソウ ル 工 場 を 食い 物 に し な い 気 が する 」 
「 私 は 応 問 で 、 な ん の 権限 も な い 」 
「 今度 来る 時 は わた し に も 連絡 を し て 」 


ミス リー の 心配 事 は わか りや すい 。 現代 源田 の ソウ ル 工 場 が 生き 残ら な い 

と 、 お 父さん も 家族 も 困る 。 ソ ウル の 社員 が 困る 。 し か し 、 日 本 か ら 来 て い 
る 現代 源田 の 社員 に は 、 ソ ウル の 人 の よう な 人 危機 感 が な い 。 先 ノ 岬 に は 、 よ 
くわ か っ て いる 。 よ くわ か っ て きた 。 

「 飛行 機 は 予約 し た の か 」 

FE 更 半 走 、 

ミス リー は 、 ど こ か え 電 話し た 。 ミ スリ ー は 、 否 に 、 運 転 し な が ら 電 話 を 
する 。 韓国 で は 、 違 反 に な ら な い の だ ろう か 。 

「20 時 20 分 し か 空い て な いそ うだ けど 」 

「 お 願い し ます , 

ミス リー は 、 予 約 を し た よう だ っ た 。 

時 間 が で き て し まっ た 。 

「 ミ スリ ー、 も し 良かっ た ら ど こ か で ご は ん を 食べ ませ ん か ?」 

ミス リー は 、 金 浦 空 港 に 近い 、 大 き な レ スト ラン の 駐車 場 に 、 車 を 止め た 。 
頻繁 に 電話 を し て いる 。 澤田 か ら の 転送 電話 も 多い の だ ろう 。 澤田 二郎 は 何 
を し て いる の だ ろう つ 。 

「 どう し て 電子 ポッ ト な ん か や っ て いる の か 」 

「 自 動車 コ ント ロー ル ガ ン 人 バ ら な いと ダメ に な る 」 

ミス リー は 、 現 代 源 田 の ソウ ル 工 場 の 経営 者 の よう に 、 先 ノ 岬 に 質問 を す 

る 。 次 か ら 次 に 質問 を する 。 こ の 話し が 、 澤 田 二郎 に 、 そ の まま 伝わる の だ 
ろう か が 。 

「 これ じゃ ーー 機 内 食 食 べら れ な いわ ね 」 

「 1 人 乗り 自動 車 も や っ て る ん だ っ て ? 」 

「 先 ノ 岬 は 現代 源田 が 嫌い な の ? 」 

まだ ミス リー に は 話さ な い 方 が いい と 思っ た 。 話 し た いけ ど 話 さ な い 方 が い 
い 。 ミ スリ ー は 、 今 は 、 先 ノ 岬 と 話す こと が 楽し い 。 先 ノ 岬 に 、 聞 いて し ま 
うと 、 苦 し く な る 。 


〇 3 度目 の ソウ ル 
「 韓国 で は 山 が 多い し 高速 も 整備 され て いる 


「 1 人 用 の 自動 車 が 流行 る と は 思え な い 」 

「 そ うつ いう こと を 聞い て いる の で は な く て 、 1 人 用 の 自動 車 を 開発 し て みな 
いか と 吉 っ て いる 」 

先 ノ 岬 は 、 ア ン ウ チ と 話し て いる 。 英 語 で 話し て いる 。 

「 我々 の 会 社 が 1 人 用 自動 車 を 開発 する こと を 認め な い 」 

「 先 ノ 岬 は どう し て 1 人 用 の 自動 車 を や り た い の か , 

「 韓国 の 2 輪 車 の メー カー を 紹介 する か ら 来 週 来 な いか 」 

「 いつ まで 操業 で きる か わか ら な い ) 2 輪 車 の 会 社 だ けど 」 

横 で 、 辛 島 明 人 と 斎藤 咲 江 が 、 電 話 を 聞い て いた 。 倉庫 の よう な 所 で 、 先 ノ 
岬 チー ム は 動い て は いた が 、 辛 島 明 人 も 斎藤 咲 江 も 、 半 信 半 疑 だ っ た 。 
ジュ ソン 電子 の ソウ ヨウ 社長 か ら も 電話 が か か っ て きた 。 

「 ソ ウル に 来 て くれ な いか 」 

「 試 作 が も うす く ぐ 完 成す る 」 


先 ノ 岬 に は 、 3 度目 の ソウ ル だ っ た 。 辛島 明 人 と 斎藤 咲 江 も 連れ て 行き た 

か っ た 。 し か し 、 費 用 が まま な ら な い 。 こ こ で 、 後 指 を 指 さ れ る と 困る 。 

「 明 日 ソウ ル に 行き ます 」 

「 ソ ウル 工場 で は な く て 1 人 乗り 自動 車 の こと で アン ウチ と 紹介 し て くれ る 

2 輪 車 の メー カー に 会 いま す 」 

「 電子 湯沸かし 器 の こと で ジュ ソン 電子 の ソウ ヨウ 社長 と 会 いま す 」 

先 ノ 岬 は 、 澤 田 二郎 に 電話 を し た 。 同 じ 内 容 を 、 松 下 三郎 に も 電話 を し た 。 

自分 の 費用 は 、 松 下 が 工 面 し て くれ て いる の だ と 思う 。 よ くわ か っ て いな 
連絡 を キチ ン と し て お か な いと いけ な い 。 

ミス リー が 迎え に 来る と 吉 っ た 。 迎 えな どい ら な いと 吉 っ た の だ が 、 澤 田 の 

指示 だ と 吉 っ た 。 

「 い らっし ゃ い 」 

ミス リー は 、 2 つ あ っ た 先 ノ 岬 の 和 荷物 を 持っ て くれ た 。 

「 澤田 さ ん が 迎え に 行っ て や れ っ て 吉 っ た の で すか ? 」 

「 あな た 澤田 社長 の ジャ マ し な いか ら 」 

納得 で ある 。 先 ノ 岬 が 、 1 人 乗り 自動 車 と 電子 ポッ ト を 追い か け て いる 限 

り 、 現 代 源田 の ソウ ル 工 場 の ジャ マ は し な い 。 も ちろ ん 澤田 二郎 の ジャ マ は 


し な い 。 そ も そ も 、 現 代 源田 の ソウ ル 工 場 に は 、 1 人 乗り 自動 車 や 電子 ポッ 
ト の テー マ が な いし 、 人 材 も いな い 。 ジ ュ ソ ン 電 子 は 、 担 当 者 が 、 現 代 源田 
の 堺 工場 まで 出かけ て 、 斉 藤咲 江 に 会 っ て いた 。 

ミス リー は 、 運 転 が 上 手 だ 。 ア ン ウ チ と 約束 し た 、 2 輪 車 の メー カー に 行っ 
た 。 約束 の 時 間 は 12 時 だ っ た 。 オ フィ ス で お 昼 を 食べ な が ら 相 談 し よう と 電 
話し て きた と 吉 っ た 。 

「 ミ スリ ー に 電話 が あっ た の か 」 

「 メール だ けど 」 

先 ノ 岬 に は 、 ミ スリ ー が 何 を し よう と し て いる の か 、 よ くわ か ら な い 。 先 ノ 
岬 の 秘書 で は な い 。 ミ スリ ー は 、 澤 田 二 郎 の 秘書 で ある 。 

「 今日 は 私 に つい て いる の か ,」 

「 澤田 社長 は 日 本 に 行っ た 」 

ビル の 中 に 、 2 輸 車 の 工場 が あっ た 。 先 ノ 岬 に は 、 常 識 を 越え て いる 。 ビル 
に 工場 が ある 。 共 同 工場 だ と 吉 っ た 。 4 社 の 工場 が ビル の 中 に 入っ て いる 。 
オー トバ イ の 工場 は 、 1 つ だ け だ と 、 ミ スリ ー は 吉 っ た 。 

(0 員 ー p ま クス ツ AT 

会 社 の 名 前 も 、 ヨ ウミ ン ソ だ っ た 。 

「 こ っ ち に 来 て くれ 」 

「 ヨ ウミ ン ソ の 社長 室 な の か 自宅 な の か わか ら な いし 部屋 に 、 お 昼 が 用 意 され 
で 0 だ 

「 食事 を し な が ら 話し まし ょ う 」』 

「 すべ て 私 が 準備 し まし た 」 

「 学 生 時 代 に 韓国 料理 の お 店 で 厨房 に いま し た 」 


食事 を し な が ら 、 ヨ ウミ ン ソ は 、 自 分 の オー トバ イ の モデ ル を 説明 し た 。 ヨ 
ウミ ン ソ と いう オー トバ イ は 、 数 は 少な い が 、 高 額 で 販売 され て いる よう 
だ 。 そ れ が 、 ヨ ウミ ン ソ の 収入 源 に な っ て いる 。 手 作り の オー トバ イ で あ 
る 。 ソ ウル で は 、 韓 国 は 自動 車 社会 だ 。 オ ー ト バイ は 、 趣 味 で し か な い の だ 
今 ら 。 

澤田 は 、 コ ー ヒ ー を 飲み な が ら 、 1 人 用 の 自動 車 に つい て 説明 を し た 。 資 料 
は 何 も 持 っ て いな い 。 電子 コ ント ロー ル の 部 品 と 図面 を 持っ て きた 。 


「 どん な 坂道 で も 登れ る 」 

「 少 ない 電 気 で ギア を 自動 交換 する 」 

「 特許 を 出願 し た 」 

「 1 力 月 時 間 を くれ な いか 」 
ヨウ ミン ソ は 、 試 作 し て みな いと な ん と も 吉 え な いと 吉 っ た 。 
先 ノ 岬 は 、 ホ ッ と し て いた 。 ヨ ウミ ン ソ が 、 1 カ月 くれ と 吉 っ た か ら だ が 、 
試作 費用 を 要求 し な か っ た こと も ある 。 ジ ュ ソ ン 電 子 の ソウ ヨウ 社長 も 同じ 
で ある 。 試 作 費 用 を 要求 し な い 。 
日 本 で は 、 仕 事 が 難し く な っ て いる 。 注文 が あっ て 仕事 を する よう に 習慣 づ 
けさ れ て いる 。 勝手 に 、 費 用 を 使っ て し まう こと を 避け よう と する 風潮 で あ 
る 。 事業 を 興 こ す と いう 感覚 より も 、 仕 事 を こなす 感覚 で ある 。 韓国 で は 、 
まだ 、 事 業 を 興す 感覚 が 強い 。 だ か ら 、 自 分 の リス ク で 、 ワ 頼ま れ た こと を 仕 
上 げ よ うと する 。 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 ア ン ウ チ に お 礼 を 吉 っ た 。 個人 的 に 紹介 し て くれ た の だ 。 ア 
ン ウ チ は 、 1 人 用 自動 車 が 流行 る と は 思え な いと 思っ て いる の だ が 、 先 ノ 岬 
の 創っ て みた いと いう 想い に 動か され て いる 。 ま だ 、 1 人 用 自動 車 が 、 商 品 
に な る か どう か わか ら な い 。 


ミス リー は 、 ジ ュ ソ ン 電 子 に 向かっ て いた 。 

「 思い 通り な の か 」 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 と 話す 時 な の か 、 ミ スリ ー の 日 本 語 な の か わか ら な い 
が 、 突 き 放 し た よう な 話し ぶり を する 。 あ た か も 、 上 司 に 聞か れ て いる 感じ 
が する 。 

「 これ 以上 な い 」 

先 ノ 岬 の 返事 も 、 突 き 放 し た よう な 吾 葉 使い に な る 。 し か し 、 コ ミュ ニケ ー 
ショ ン は 、 つ うつ まく で き て いる 。 

「 ア タマ を 整理 し た か っ た ら コ ー ヒ ー シ ョ ッ プ に 寄る けど 」 

「 平気 だ 」 

も う 、 ジ ュ ソ ン 電 子 に 着く と ころ だ っ た 。 

「 い らっし ゃ い 、 待 っ て まし た 」 

ソウ ヨウ ワウ 社長 は 、 つ うれ し そう だ っ た 。 


「 早速 だ が 使っ て みて くれ ,」 
社長 室 に 用 意 さ れ て いた 電子 ポッ ト を 指 差し た 。 
「 こ の ボトル は どう し た の で すか ?」 
「 ボ トル の 会 社 に 試作 させ た 」 
「 手 作り で 1 つ し か な い が 割 れ な いか ら 大 丈夫 だ 」 
先 ノ 岬 は 、 直 感 だ っ た 。 縄 文 式 の 土器 を イメ ー ジ し た こと が 正解 だ っ た 。 斎 
藤咲 江 に 話し て 良かっ た と 思っ た 。 
先 ノ 岬 は 、 置 か れ て いた スト ッ プ ウオ ッ チ の スイ ッ チ を 押し て 、 電 子 湯 沸 か 
し 器 の スイ ッ チ を 入れ た 。 
48 秒 で 沸い た 。 強烈 に 速い!。 ソ ウヨ ウ 社 長 は 笑っ て いた 。 
「 実 験 し た ら お 湯 の 量 で か な り 時 間 が 違う 
「 ボ トル の デザ イン と 関係 が ある 」 
「 ここ の 線 に 最短 時 間 と 書い て ある 」 
ハン グル 文字 な の で 、 何 を 書い て いる の か わか ら な か っ た 。 
「 2 人 分 の コー ヒー カッ プ の 量 に な る 」 
「 どう する つも りな の か 」 
「 現代 源田 の ソウ ル 工 場 の 中 に 特別 チー ム を つく りり たい,」 
「 韓国 の お 店 に この 電子 湯沸かし 器 を 紹介 する チー ム だ ,」 
「 も ちろ ん 直接 ネッ ト 販 売 も する 」 
「 こ の 試作 品 の 開発 者 を し ば らく 貸し て くれ な いか 」 
「 し ば らく 特別 チー ム に 加わ っ て ほし い 」 
「 現代 源田 か ら 責 任 者 を 出す が ゼン プ で 3 人 くら い だ ろ う 」 
「 お 金 も あ まり な い が 」 
「 ブ プラ ンド は 現代 源田 に する 」 


先 ノ 岬 一 葉 は 、 大 事 な 試作 品 を 、 堺 に 持ち 帰る こと に し た 。 斎 藤咲 江 も 実験 
を し た い だ ろ うと 思っ た 。 

「 わ た し に や ら せ て くれ な いか 」 

夜 の 飛行 機 で 帰る と いう 先 ノ 岬 を 、 金 浦 空港 まで 送っ て いる 車 の 中 で 、 ミ ス 
リー が 吉 っ た 。 

先 ノ 岬 は 、 澤 田 二郎 に 電話 を し た 。 


澤田 二郎 は 、 川 口 工場 に いた 。 

「 多分 、 そ っ と や る こと に な る ん だ ろう けど 、 現 代 源 田 に と っ て は 、 全 く 新 
し い 仕 事 に な る し 、 自 分 の ブラ ンド を 自分 で 売る の も 初め て だ し 、 明 日 、 経 
営 会 議 が ある か ら 、 お 願い し て 議論 し て も ら っ た 方 が いい と 思い ます が 」 


〇 現代 源田 の 路線 の 経営 会 議 

9 時 30 分 か ら 、 定 例 の 経営 会 議 が 行わ れ た 。 

た た じ 全 間 UCIU る だ け で け 。 

篠田 由美 子 は 、 そ う 喜 っ て 、 端 に 座っ た 。 

堺 工場 の 工場 長 で 開発 セン ター 所 長 を 兼務 し て いる 源田 雄二 と 、 営 業 本 部 長 
の 佐藤 又 十 郎 と 川口 工場 長 の 橋上 佐 東 と 、 社 外 役 員 の 間島 逸子 と 自動 車 の 研 
究 者 で 社外 役員 の 大 里庄 司 と 、 社 長 の 篠田 三太郎 の 6 名 と 、 和 経営 企 画 室長 の 
三枝 湊 の 7 名 が メン バー で ある 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 昨 日 は 、 一 睡 も し て いな い 。 斎 藤咲 江 も 、 自 宅 か ら 、 ず っ と 

先 ノ 岬 一 葉 を 手伝っ た 。 データ ー を 自宅 に 持ち 帰る の は 良く な い が 、 こ うな 
る と は 思わ な か っ た 。 い き な け り 、 勝 負 の プレ ゼン テー ショ ン に な っ て し まっ 

7。 

斎藤 咲 江 の 深 さ を ずい ぶん 知っ た 。 パ ワー ポイ ント の スラ イド が 18 枚 に な っ 

た 。 も ちろ ん 、 現 代 源田 の ノウ 人 ルウ に な る 、 電 子 コ ント ロー ル の 機構 部 の オ 
リ ジ ナ ル 性 と 、 そ の 特許 出願 の ポイ ント の 説明 が 主 で ある 。 し か し 、 今 日 
は 、 売 れる か 売れ な いか の 話し に な る 。 斎 藤咲 江 が 再 べ て いた 競合 リス ト を 

整理 し た 。 そ し て 、 ジ ュ ソ ン 電 子 の パク ヨン ギ と いう 社員 に も 、 電 子 湯 沸 か 
し 器 の 物性 な どの デー ター を 夜中 に メー ル し て も ら っ た 。 パ ク ヨ ン ギ と 斎藤 

咲 江 は 、 堺 の 商品 開発 セン ター で 会 っ て いる 。 韓国 の 競合 一 覧 も 、 パ ク ヨ ン 

ギ に お 願い を し た 。 

販売 目標 を 出さ な いと いけ な い 。 

朝 6 時 に な っ て 、 先 ノ 岬 は 、 シ ャ ワー を し て ヒゲ を あたり な が ら 、 考 えて い 

だ 。 

販売 目標 な ど 決 め た く は な い 。 そ れ が 先 ノ 岬 の 流儀 だ 。 い くら 売れ た か な ど 

は 、 結 果 だ 。 結 果 を 目指 すこ と は 動機 が 不純 に な る か ら よ く な い 。 ム リ を す 


る し 、 最 悪 の 場合 は 、 法 律 違反 も する 。 

し か し 、 現 代 源 田 で は 、 三 枝 の 顔 を 見 て も 、 細 か い 、 エ クセ ル の 事業 の 計画 
要求 され そう だ 。 バ ッ カ じゃ な いか と 思う の だ が 、 一 応 、 つ くっ て お く こ 
と に し た 。 予想 販売 数 と いう タイ トル を つけ た 。 販売 目標 に は し な か っ た 。 
価格 も 予想 定価 に 予想 実 販 売価 格 に し た 。 ネ ッ ト 販 売 も 、 予 想 実 販売 価格 で 
販売 を する 。 3 8 0 0 円 と 記し た 。 8 時 に な っ て 、 パ ク ヨ ン ギ に 電話 を し 

た 。 す ぐに 、 ソ ウヨ ウ 社 長 か ら 電話 が きた 。 1 6 0 0 円 で 現代 源田 に 納め る 
と 吉 っ た 。 ま だ 細か い 見 積もり な ど 何 も や っ て いな い の だ ろう が 、 ソ ウヨ ウ 
社長 も パク ヨン ギ も 、 流 れ を 感じ て いる 。 先 ノ 岬 の 、 一 気 に 仕 上 げ て し まお 
うと し て いる 気迫 に 、 同 乗 し て いる 。 


ソウ ル 工 場 社長 の 澤田 二郎 も 同席 し た 。 

篠田 三太郎 も 、 司 会 を し な が ら 、 先 ノ 岬 に 振っ て し まわ な いと 、 状 況 が 、 よ 
く 飲 み 込め て いな い 。 な に し ろ 、 先 ノ 岬 が 顧問 と し て 入社 し て 、 ま だ 、 1 カ 
月 で ある 。 誰 も 、 詳 し い 様 子 が わか っ て いな い 。 

「 時 間 は どれ くら いい た だ ける の で し ょ うか 」 

「 1 時 間 に し て くだ さい ,」 

「 説明 30 分 と ご 質問 な む ど で 30 分 で よろ し いで すか ? 」 

「 そ うし て くだ さい 」 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 ス ライ ド に し て る 18 枚 を 、 最 初 か ら 説明 し た 。 

ポイ ント は 、 現 代 源 田 プ ブラ ンド の 問題 で ある 。 自 動車 部 品 や 車両 部 品 が 、 現 
代 源 田 の プラ ンド に な る こと は な い 。 今 ま で 、 商 標 な る 権利 を 、 取 得 し た こ 
と も な し !。 

の っ け か ら 、 ま だ 5 枚 目 の スラ イド を 説明 し て いる 時 に 、 営 業 本 部 長 の 佐藤 
又 十郎 が 発 吉 を し た 。 

「 現代 源田 は 自分 で ブラ ンド を 持て な い 」 

「 い ずれ どこ か の 自動 車 メ ー カ ー の 傘下 に 入ら な いと や っ て いけ な い 」 

「 こ ん な 電子 湯沸かし 器 な ど や っ て いて は 生き 残れ な い 」 

先 ノ 岬 は 、 や っ と と いう か 、 素 早く と 吉 う か 、 こ こま で た どり 着い た と 思っ 
た 。 現 代 源田 に は 、 い ずれ どこ か の 傘下 に 入っ て 生き 残る と いう イメ ー ジ が 
ある 。 独自 の 立場 な ど 難し い 。 株 も 差し 出さ な いと いけ な い 。 篠田 家 の 問題 


で も ある 。 こ の 議論 の 本 音 に 切り 込み た か っ た 。 

電子 湯沸かし 器 は 、 小 さ な テ ー マ か も し れ な い が 、 痢 来 の 現代 源田 に つい 
て 、 あ る 種 の 決定 を する か 、 決 定 を する た め の テ スト を する か 、 そ うい う 種 
類 の プロ ジェ クト に な っ て し まう 。 

「 わ た し は 、 ま だ どこ か の 傘 下 に 入る こと を 決め て いる わけ で は あり ませ 
ん 」 

篠田 由美 子 が 吉 っ た 。 

明らか に 、 佐 藤 双 十郎 は 、 昔 立っ て いた 。 議論 を し た くも な い の に 、 と ん で 
も な いと ころ か ら 、 し か も 、 と ん で も な い 人 に 、 ふ っ か けら れ て いる 印象 で 
ある 。 

「 私 は 、 現 代 源田 に は 、 そ う 多 く の 時 間 が 残さ れ て いな いと 感じ て いま す 」 
「 現代 源田 が 、 ど うい う 会 社 の 経営 スタ イル で 生き 残っ て いく の か 、 模 索 の 
段階 で は な く て 、 テ スト の 段階 だ と 思っ て いま す 」 

「 も し この 電子 湯沸かし 器 の プロ ジェ クト を は じ め る な ら ば 、 そ れ は 、 1 つ 
の 、 重 要 な 、 独 自 路線 で 、 現 代 源 田 が 生き 残る 道 の 、 テ スト の 1 つ に な り ま 
す 」 

「 で きる だ け 韓 国 で そっ と や っ て ほし い 」 

「 独自 路線 で 生き 残る こと を テス ト す る こと は 好ま し いと 思う 」 
源田 雄二 の 意見 だ っ た 。 

ほぼ 、 流 れ は 決ま っ た 。 

「 も っ と 詳し い 事 業 計 画 を 提出 し て いた だ か な いと 」 

先 ノ 岬 は 、 三 枝 の 発 吉 を 読ん で いた 。 

「 販売 価格 と 仕入れ 価格 で す 」 

「 実 販売 価格 が 3 8 0 0 円 で 仕入れ 価格 1 6 0 0 円 で す 」 

「 3 年 間 の 韓国 で の 販売 予想 数 と 販売 金額 で す 」 

「 ソ ウル 工場 内 に 特別 チー ム を つく っ て 販売 を は じ め ま す 」 

「 発売 は 8 月 1 日 で す 」 

「 ロ ッ ト は 1 万 個 で す 」 

「 仕 入 価格 は 、 ロ ッ ト が 2 万 に な っ た 時 点 で 1 5 0 0 円 に な り ま す ,」 

「 特 唱 チ ー ム で す が 」 

「 この 電子 湯沸かし 器 を 生産 し て いる ジュ ソン 電子 か ら 開 発 担当 の パク ヨン 


ギ を し ば らく 借り る こと に し て あり ます ,」 

先 ノ 岬 は 、 澤 田 の 顔 を 見 た 。 ミ スリ ー か ら 提 案 を 聞い て いる は ず だ が 、 何 も 
吉 わ な い 。 

「 澤 田 さ ん 、 今 決め な いと 決ま り ま せん よ ? 」 

篠田 由美 子 が 吉 っ た 。 

「 チ ー ム リー ダー は 、 私 の 秘書 の ミス リー が 手 を 挙げ て いる の で お 願い し ま 
す 」 

「 営 業 担当 の キム キン ホ を チー ム に 加え ます 」 

現代 源田 は 、 ま だ 、 篠 田 由 美子 で 動い て いる と 、 先 ノ 岬 は 実感 し た 。 

「 テ スト だ けど 予算 が な いと 動け な いか ら 1 千 万 円 工面 し て 渡し て くだ さ 
いい 」 

また し て も 、 衝 田 由美 子 が 三枝 湊 に 吉 っ た 。 

「 承知 し まし た 」 


〇 先 ノ 岬 一 葉 の 挑戦 の 相手 

先 ノ 岬 一 葉 が 戦 お うと し て いる の は 、 現 代 源 田 の 見 え ざ る 悪魔 で ある 。 現代 
源田 を 崩壊 させ よう と し て いる 。 会社 の 見 え ざ る 悪魔 は 、 個 々 の 見 え ざ る 悪 
魔 が 集まっ た も の だ 。 風土 と し て 独り 歩き を し て いる 。 新 し いこ と が 嫌い 

で 、 い まま で の こと を 、 も っ と 上 手 に と 、 社 員 を 励ま す 。 一 見 、 ま と まり の 
よい 状況 に な る こと も ある 。 

し か し 、 時 間 が 経過 し て 、 時 代 が 移っ て 、 や っ て いる こと が 時 代 遅 れ に な っ 
て 、 気 が つい た ら 、 生 き 残 る こと が 難し く な る 。 

この 、 新 し いこ と が 嫌い で 、 昨 日 まで や っ て きた こと を 、 も っ と 上 手 に と 、 
社員 を 励ま す 風 土 が 、 問 題 で ある 。 先 ノ 岬 の 戦い の 相手 だ 。 先 ノ 岬 が 戦っ て 
いる の は 、 人 で は な い 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 人 を ワル ク は 吉 わ な い 。 思わ な い 。 人 は 、 基 本 的 に 、 助 け 

合っ て 生き て いる 。 ワ ルイ 人 間 な どい な い 。 ワ ルイ 人 間 と は 、 他 者 が 生き る 
こと に 、 悪 意 を 持っ て 妨げ る こと だ 。 

ワル イ の は 、 人 で は な く て 、 人 に 巣 食 っ て し まう 見 え ざ る 悪魔 だ と 思っ て い 
る 。 無 意識 に 支配 され て し まう 。 見 え ざ る 悪魔 は 、 ほ ば よろ いと な っ て 姿 


現す 。 人 も 集団 も 、 こ ころ を 、 よ ろ い と 愛 が シェ アー し て お り 、 よ ろ い が 履 
うと 愛 は 薄く な り 、 愛 が ここ ろ を 導 う と 、 よ ろ い が 薄く な る と 考え て いる 。 
集団 の 場合 は 、 よ ろ い の シェ アー は 薄く な る こと は な く 、 時 間 の 経過 と と も 
に 、 厚 くさく な っ て いく 。 そ し て 、 い つか は 、 完 全 に 、 愛 は な く な る 。 

見 え ざ る 悪魔 の 目指 す も の は 、 集 団 の 崩壊 で ある 。 

先 ノ 岬 一 葉 に は 、 2 つの 戦略 が ある 。 見 え ざ る 悪魔 と 戦う 戦略 で ある 。 1 つ 
は 、 支 配 し た 見 え ざ る 悪魔 に 風穴 を あけ る こと で あり 、 も う 1 つ は 、 遺 伝 子 
の よう に 戦う こと だ 。 

見 え ざ る 悪魔 は 、 強 力 で あり 、 フ ツウ に 戦っ て も 、 勝 て る も の で は な い 。 風 
穴 の よう に 戦う 方 法 は 、 現 代 源田 で あれ ば 、 自 動車 用 の 電子 制御 に 、 孔 を あ 
ける こと だ 。 遺伝 子 の よう に 戦う 方 法 は 、 今 回 の よう に 、 電 子 湯沸かし 器 や 
1 人 乗り 自動 車 の よう に 、 子 ども や 孫 に な る 集団 を 新しく つく っ て 、 そ こ を 
大 きく する 方 法 で ある 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 現 代 源 田 で は 、 こ の 遺伝 子 の よう に 戦う 方 法 を 選ん だ 。 

先 ノ 岬 一 葉 に 、 こ の よう な 考え が ある こと は 、 誰 1 人 と し て 知ら な い 。 お か 
し な こと か も し れ な い が 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 現 代 源田 の 崩壊 を 防 ご うと し て い 
る 。 

と て も 、 一 介 の 顧問 の や る こと で は な い 。 し か も 、 た か だ か 、 月 に 20 万 円 と 
交通 費 の 報酬 で ある 。 

た だ 、 先 ノ 岬 一 葉 に し か 、 会 社 の 崩壊 を 止め られ な い 。 そ う 思 っ て いる 。 報 
酬 が 少な い の も 、 目 立た な いよ うに し て いる の も 、 す べ て 、 現 代 源 田 の 見 え 
ざる 悪魔 に 、 目 を つけ られ な いよ うに し て いる 。 

今 は 、 ま だ 、 現 代 源田 の 見 え あ ざる 悪魔 を 、 目 覚め させ た く な い の だ 。 
経営 会 議 で 、 つ うすうす 察 知 さ れ て し まっ た 。 先 ノ 岬 一 葉 が 、 現 代 源田 に と っ 
て 、 新 し いこ と を や ろう と し て いる こと は 、 察 知 さ れ た 。 目 を つけ れ た こと 
は 間違い な い 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 現 代 源田 だ け で は な く て 、 他 の 、 挑 戦 者 と し て の 、 見 え ざ る 
悪魔 と の 戦い に お いて は 、 目 覚め させ た ら 、 察 知 さ れ た ら 、 自 分 が 危な い の 
で 、 時 間 の 勝負 を する こと に し て いる 。 一 気 に 戦 い を 挑 ま な いと いけ な いと 
思っ て いる 。 


〇 縄文 

ミス リー と パク ヨン ギ と キム キン ホ の 特別 チー ム は 、 現 代 源 田 の 物 を 整理 
し て 、 使 わせ て も ら っ て いる 。 モ ノ を いじ る 時 は 、 パ ク ヨ ン ギ が ジュ ソン 電 
子 に 出向 いて いた 。 

先 ノ 岬 一 葉 は 、 ま だ 特別 チー ム が で き て か ら も 、 ソ ウル に 出向 いて いな い 。 
3 人 は 、 仕 事 を 進め て いる が 、 先 ノ 岬 と 一 緒 に いた こと は な い 。 今度 先 ノ 岬 
が ソウ ル を 訪れ る 時 は 、 ヨ ウミ ン ソ が 、 試 作 す る か ら 1 用 カ月 時 間 を くれ と 
吉 っ た 、 そ の 時 間 の 時 だ 。 ソ ウル の 特別 チー ム は 、 ミ スリ ー に 住 せ て いる 。 
ミス リー は 、 新 し い 電 子 湯沸かし 器 の ネー ミン グ を 、「 じょう も ん 」 に し た 
いと 吉 っ て 来 た 。 ソ ウル で は 、 ま っ た く 意 味 が わか ら な い 。 そ れ で も 、 こ の 
デザ イン は 、「 じょう も ん 」 が 好ま し いと 吉 っ た 。 韓国 で は 「 縄 文 」 に し 
だ 。 

ほど な く 、 現 代 源 田 オ リ ジ ナ ル 商 品 の ホー ムペ ー ジ 案 の 知 ら せ が きた 。 な が 
い 暗 号 の よう な も の を 入れ な いと 、 現 代 源 田 の オリ ジ ナ ル 商 品 の サイ ト に 飛 
ば な い 。 

まだ 「 縄 文 」 し か な い 。 韓 国語 な の で 、 よ くわ か ら な い が 、48 秒 で 沸く と 書 
いて る 。 3 8 0 0 円 で ある 。 卸売 り の サイ ト に も 飛 ん で いけ る よう に な っ て 
いる 。 直接 販売 の サイ ト に も 飛べ る 。 

ミス リー は 、 す ご い 人 だ 。 お金 が 1 千 万 し か な い の で 、 み ん な 3 人 で 協力 し 
て つく っ て いる の だ ろう 。 1 千 万 円 は 、 ミ スリ ー に 預け た 。 も うす ぐ 、 ジ ュ 
ソン 電子 で は 生産 に 入る 。 コス ト も 固まっ て き て いる 。 出 荷 日 を 7 月 29 日 に 
し た 。 初 回 出荷 日 で ある 。 

この ご ろ は 便利 で ある 。 先 ノ 岬 は 国分 寺 に いて 、 斎 藤咲 江 と 辛島 明 人 は 堺 に 
いて 、 ミ スリ ー と パク ヨン ギ と キム キン ホ は ソウ ル に いる 。 それぞれ が 、 忙 
し くし て いる 。 し か し 、 全 員 が 、 1 つの 目指 すこ と に 進ん で いる 。 「 和 縄文 
と 1 人 乗り 自動 車 を 、 現 代 源田 ブラ ンド で 、 成 功 さ せる こと だ 。 

し ば らく 、 6 人 は 、 静 か に し て いる か の よう で あっ た 。 見 え ざ る 悪魔 は 、 目 
が 前 に な い 。 後 に し か な い 。 先 が 見 えな い 。 過 去 し か 見 えな い 。 過去 の 事例 
か らい ろ い ろ 学 習 し て いる 。 し か も 、 見 え ざ る 悪魔 の 目 は 、 動 か な いと 見 え 
な い 。 先 ノ 岬 の 動き が 少な い の も 、 そ の た め だ 。 


7 月 に 入っ た 。「 縄 文 」 の 1 万 の アッ セン ブル を や る と いう 。 1 週間 で 終わ 
る らし い )。 

ヨウ ミン ソ か ら の 連絡 が あっ た 。 試 作 が 出来 上 が る 。 

先 ノ 岬 は 、 こ の タイ ミン グ を 待っ て いた 。 

「 明 後日 4 回 目 の ソ ウル に 行き ます 」 

「 わ かり まし た 、 気 を つけ て ,」 

松下 三郎 は 、 そ れ だ け だ っ た 。 先 ノ 岬 が ソウ ル に 行っ て も 、 日 帰り で 帰っ て 
くる 。 お 金 が か か ら な い 。 

「 明 後日 、 4 回 目 の ソ ウル に 行き ます 」 

「 ミ スリ ー か ら 聞 きま し た ,」 

澤田 二郎 も それ だ け だ っ た 。 

「 明 後日 ソウ ル に 行く ん だ けど 一 緒 に 行っ て くだ さい 」 

先 ノ 岬 は 、 斎 藤咲 子 と 辛島 明 人 と ミス リー に 、 金 浦 空港 で 待ち 合わ せる 時 間 
を 連絡 し た 。 

ミス リー か ら 、 ス ケ ジ ュ ー ル の 連絡 が きた 。 

1 日 目 は 、 ジ ュ ソ ン 電 子 で 生産 状況 を 見 学 し て 、 打 ち 合 わせ 。 そ の まま ソウ 
ル 工 場 に 帰っ て 、 特 別 チ ー ム の 部 屋 で 、「 縄文 」 の 販売 に つい て 打ち 合わ せ 
だ っ た 。 そ し て 、 夜 は 、 6 名 で 、 初 会 合 だ っ た 。 韓 国 の ご は ん で ある 。 

2 日 目 は 、 ヨ ウミ ン ソ で 、 1 人 乗り 自動 車 の 試作 を 見 て 、 相 談 で ある 。 

も し か し て 、 斉 藤咲 江 と 辛島 明 人 の ソウ ル 出 張 は 、 ク レー ム が 入る の で は な 
いか と 、 先 ノ 岬 は 思っ た 。 天 笠 で ある 。 そ れ よ り も 、 6 名 が 、 一 度 全員 で 顔 
を 合わ せる こと が 大 事 だ 。 


〇 4 回目 の ソウ ル 「 縄文 」 受注 

「 今 日 ホー ムペ ー ジ を オー プン させ た 」 

「 キ ムキ ン ホ に は つい て も ら っ て いる 」 
羽田 出発 前 に 、 ミ スリ ー か ら 電 話 が あっ た 。 
朝 早 く か ら 仕事 を し て いる 。 

斎藤 咲 江 と 辛島 明 人 は 関空 か ら 乗っ て いる 。 


「 ミス リー みん な 社員 だ か ら 、 食 事 の 費用 と か これ を 使っ て くれ 」 

先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー に 封筒 を 渡し た 。10 万 円 の 現金 が 入っ て いる 。 ソ ウル で 
は 、 足 り る と 思っ た 。 今 は 、 現代 源 田 の 見 え ざ る 悪魔 を 起こ し て は メン ドー 
に な る 。 先 ノ 岬 の ポケ ッ ト マ ネー だ 。 

ミス リー は 、 斎 藤咲 江 も 辛島 明 人 も 、 は じ め て で あっ た 。 パ ク ヨ ン ギ は 、 斎 
藤咲 江 に は 堺 で 会 っ て いる 。 

「 朝 ご は ん 食べ ます か ? 」 

「 機 内 食 が お いし か っ た の で 平気 で す 」 

「 で も 、 も うす ぐ お 昼 だ か ら 、 ど こ か で 食べ て 行き まし ょ う 」 

ミス リー は 、 運 転 し な が ら 、 し きり に 電話 を し て いる 。 電話 が か か っ て く 
る 。 辛島 明 人 も 斎藤 咲 江 も 、 そ れ で いて 、 猛 スピ ー ド で 飛ば す ミ スリ ー を 不 
思 議 が っ て いた 。 

「 大 手 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト だ けど 来 て くれ な いか だ けど 」 
2 あま ガ Y タ 

「 4 時 で 平気 2 」 

「 お 願い し ます 」 

また ミス リー は 、 電 話 を か け て いる 。 自動 車 を 運転 し て いる こと が 、 つ いで 
に な っ て いる 。 


食事 が 終わ っ て 、 み ん な トイ レ に 立っ た 時 、 ミ スリ ー が 先 ノ 岬 に 聞い た 。 

「 先 ノ 岬 は 顧問 料 た くさ ん も ら っ て いる の か 」 

「 20 万 円 と 交通 費 だ 」 

「 そ れ な の に どう し て ここ まで する の か ,」 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 か ら も ら っ た 封筒 を 示し た 。 英 語 で 話し て いる 。 精算 し 
て も らい な が ら 、 先 ノ 岬 に 話し て いる 。 

「 私 は 、 プ ロ だ か ら 、 新 し い 現 代 源 田 を つく る こと だ っ た ら 、 な ん で も す 
る 」 

「 先 ノ 岬 は 貧乏 な の か 」 

kp (= 


先 ノ 岬 が 考え て いる より も 、 ジ ュ ソ ン 電 子 の 生産 は 、 し っ か り し て いた 。 最 


終 ラ イン で 、 品 質 管理 の 検査 も や っ て いた 。 

先 ノ 岬 は 、 パ ッ ケ ー ジ を 見 る の は 、 は じ め て だ っ た 。 

「 わ た し が 勝手 に 決め た けど 」 

ジュ ソン 電子 が 外注 し て いる デザ イナ ー と 相談 し た らしい 。 ま だ 決め て 1 週 
間 も 経 っ て いな い 。 ソ ウル は 、 と に か く 仕 事 が 速い 。 

「 堺 工場 と 川口 工場 へ 10 個 づつ 送っ て も ら え ます か 」 

ジュ ソン 電子 の サー ビス で 送る と パク ヨン ギ が 準備 を し た 。 

最初 の 生産 の モノ で 、 コ ー ヒ ー を 沸か すこ と に し た 。 

48 秒 だ っ た 。 ア ッ と いう 問 に お 湯 が 沸く 。 

完成 品 の デザ イン の 良さ も あっ て 、 み ん な 、 呆 然 と し て いた 。 先 ノ 岬 が 現代 
源田 の 顧問 に な っ た の は 、 5 月 連休 明け だ っ た 。 そ れ が 、 7 月 の 上 旬 に 、 現 
代 源田 プラ ンド 商品 の 、 生 産 を し て いる 。 そ れ も 、「 縄 文 」 で ある 。 

ミス リー が 、 困 惑 の 表情 で 電話 を し て いた 。 

「 キ ムキ ン ホ だ けど 、 今 の O E M 先 か ら 説 明 に 来 て くれ だ けど 」 

「 す ぐに 伺い ます 」 

まだ 14 時 30 分 だ っ た 。 品質 情報 な ど に つい て 、 斎 藤咲 江 と パク ヨン ギ と 生 
産 現 場 と の 打ち 合わ せ を 、 み ん な に 任せ て 、 ミ スリ ー と 先 ノ 岬 は 、 現 在 の 電 
子 ポ ッ ト の O E M 先 へ 向かっ た 。 

ぬか っ た わけ で は な い が 、 展 開 が 速い 。 こ の 生産 物 を 確認 する まで 、OEM 
の 会 社 に 断り を いれ られ な か っ た 。 


「 現代 源田 は 、 こ れ か ら 自 分 で や る の か 」 

「 そ うい うわ け で は あり ませ ん が 、 テ スト で や っ て みよ うと 思っ て いま す 」 
「 縄 文 を O EM し て くれ 」 

「 ダ ブル プラ ンド だ っ た ら 受 けら れる 」 

「 3 8 0 0 円 は 守っ て ほし い 」 

「 約束 する 」 

「 1 万 個 8 月 5 日 訪 庫 に 入れ て ほし い 」 

「 わ か っ た 」 

「 も し 価格 を 月 したら 私 は 撤退 する 」 

「 書類 は つく ら な い 」 


ミス リー は 、 先 ノ 岬 の 強気 に 和 区 い て いた 。 そ れ で いて 丁寧 で ある 。 お 客 さ ん 
は お 客 さ ん だ 。 

「30 分 ある か ら パ ッ ケ ー ジ を 相談 し た い 」 

ミス リー は 、 担 当 者 に 喜 っ た 。 

簡単 だ っ た 。 新 し い 「 縄 文 」 の パッ ケー ジ に 、 ダ ブル で プラ ンド を 入れ る だ 
け だ 。 モ ノ の 方 は 、 シ ー ル に し て も ら っ た 。 印刷 と 同じ くら い に は が れ な い 
シー ル で ある 。 

ミス リー の アタ マ は どう な っ て いる の だ ろう 。 「 縄 文 」 の パッ ケー ジ デ ザイ 
ナー と 話 を し て いる 。 明 日 デザ イン を メー ル で きる か 聞い て いる 。 パ ク ヨ ン 
ギ に 電話 を し て 、 は が れ な い シ ー ル で ダブ ルプ ブランド を 新しい 0O E M 先 の 

「 縄 文 」 に する よう 手配 し て くれ と 頼ん で いた 。 韓 国語 だ 。 多 分 。、 パ ッ ケ ー 
ジ も 、 明 日 確認 する よう に 、 パ ク ヨ ン ギ に 頼ん で いた 。 8 月 5 日 1 万 個 の 納 
品 も 伝え た 。 

車 は 、 大 手 の ひ の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト チ ェ ー ン の 本 部 に 向かっ て いた 。 


ミス リー が モノ を 見 せ て 説明 し た 。 

「 いつ 店 に 出せ る の か ,」 

「 7 月 29 日 に 倉庫 を 出荷 で きる 」 

7 店 舗 10 個 づつ と 関連 の お 店 50 店 舗 に 6 個 づ つ を 7 月 29 日 に 届け る こと に 
な っ た 。 1 0 0 0 個 を 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の 倉庫 で ある 。 

帰り も 、 ミ スリ ー は ずっ と 電話 を し て いる 。 先 ノ 岬 は 、 こ の よう な こと は で 
き な い 。 日 本 で は 交通 違反 で ある 。 

「 明 日 キム キン ホ は た くさ ん 説明 に 歩か な いと いけ な い 」 

「 明 日 電話 し て くだ さい 」 

ミス リー は 、 パ ク ヨ ン ギ に 電話 を し た 。 ソ ウル の 特別 チー ム は 3 名 し か いな 
い 。 タイヘン で ある 。 

「 思わ ぬこ と に な っ た 」 

「 7 月 いっ ぱい に 2 万 くら いし か 生産 で き な い 」 

「 多 分 、 明 日 で 、 3 万 くら い の 注 文 に な る と 思う けど 」 

先 ノ 岬 は 、 ど うっ 返事 を し た ら よ い の か わか ら な か っ た 。 

先 ノ 岬 に は 、 当 然 の 流れ な の だ 。 先 ノ 岬 は 、 ヒ ッ ト 商 品 の 曳き 人 も や っ て い 


る 。 時 々 、 引 き 受 ける 。 ヒッ ト 商 品 を つく る 。 報酬 は 少な い 。 い まま で の 経 
験 だ と 、 ヒ ッ ト 商 品 ば か り で は な い が 、 先 ノ 岬 が 手 を 出す と 、 け っ こう の 売 
上 に な っ て し まう っ つ 。 


「 今 日 は 6 時 で 終わ り 」 

「 も つう 6 時 だ か ら 」 

「 ち ょ っ と 10 分 くら い 全 員 で ミー ティ ング し て いい で すか ? 」 
先 ノ 岬 は 、 み ん な に 話し た 。 

「 み ん な それ ぞ れ 、 と ん で も な いこ と に な っ て いる と 思っ て いる か も し れ ま 
せん が 、 す べ て は 、 私 の 、 勝 手 な 考え に よる も の で す 」 

「 私 は 、 新 し い 現 代 源田 を つく ろう と し て いま す ,」 

「 新 し い 現代 源田 は 、 社 員 の 1 人 1 人 が 、 今 より も も っ と 、 自 分 が 参加 し て 
いる 会 社 と 思え る よう に な っ て いる こと で す ,」 

「 1 人 1 人 の ここ ろ の 中 の 存在 感 が た 大 きく な る こと で す 」 

「 社会 的 に も 、 現 代 源田 の 存在 感 が た 大 きく な ら な けれ ば 、 1 人 1 人 の ここ ろ 
の 中 の 存在 感 は 、 大 きく な り ま せん 

「 そ の た め に は 、 ど うし て も 、 自 分 と 社会 の 係り 感 を 大 きく し な けれ ば な り 
ませ ん 」 

「 私 は 、 ム リ を 承知 で 、 現 代 源田 プラ ンド を 立ち 上 げ よ うと し て いま す が 、 
現代 源田 の 社員 全員 が 、 自 分 の プラ ンド を 持っ た 時 に 、 意 識 が 大 きく 変わ る 

思っ て いる か ら で す 」 

今日 は 、 一 緒 に ご は ん を 食べ て 、 で きれ ば 、 私 の この よう な 考え を 、 全 員 で 
共有 で きれ ば うれ し いと 思っ て いま す 」 
ミス リー は 、 短 い 先 ノ 岬 の 話し の 後に 、 全 員 に 、 話 し た いこ と が あっ た ら 話 
し て くれ と 吉 っ た 。 

「 私 は 現代 源田 の 社員 で は な い が 、 今 や っ て いる 「 縄 文 」 が どうなる か 、 す 
ご く 興 味 が ある 。 私 の 全力 を 注い で 、 や り た いと 思う 

「 現代 源田 で は お 荷物 で 、 中 止 し て くれ と 何 度 も 吉 わ れ た 電子 ポッ ト で す 
が 、 ひ ょ っ と する と 、 と ん で も な いこ と に な る か も し れ な いと 、 今日 は 感じ 
まし た 。 参加 し て いる こと が 、 つ うれし いで す 」 

「 1 人 乗り 自動 車 は 明日 相談 する こと に な っ て いま す が 、 先 ノ 岬 さん の ス 


ビ ピード に 驚い て いま す 。 明 日 が 楽し み で す 」 

「 明 日 「 縄 文 」 の 営業 に 歩き ます が 、 多 分 、 す ご い 数 の 注文 を 受け る と 思い 
ます 。 こ ん な こと は 、 営 業 を や っ て は じ め て 経験 する こと で す 。 舞 い 上 が ら 
ず に 、 落 ち 着 いて 仕事 を し た いと 思っ て いま す 」 

「 正 南吉 っ て 、 先 ノ 岬 が 何 を し て いる の か 、 さ っ き の 話 だ け で は まだ わか ら 
な い 。 た だ 、 現 代 源田 の 閣 来 や 、 ソ ウル の 社員 に 、 グ ッ ド な 方 向 で ある こと 
は 間違い な いと 感じ て いる 。 私 の すべ て の チカ ラ を 出 そ う と 思う 」 

6 名 は 、 ミ スリ ー と キム キン ホ の 車 に 分 乗 し て 、 韓 国 料理 店 へ 向かっ た 。 
運転 し な が ら 、 ミ スリ ー は 、 澤 田 と 連絡 し て いる の だ と 思っ た 。 明 日 も う 1 
日 、 こ っ ち に 集中 させ て くれ と いう 電話 らし か っ た 。 少 し づつ 、 韓 国語 の 
ニュ アン ス が わか っ て き て いる 。 


〇 マナ ティ 

「 こ れ は すご い 」 

辛島 明 人 は 、 試 作 さ れ た 1 人 乗り 自動 車 を 見 て 、 思 わ ず 口 に 出し た 。 ミ ス 
リー も 荻 い た 。 


「 デ ザイ ン は まだ 考え て いな い 。 どん な 坂道 で も 自動 で や アチェ ンジ が で き 
る か どう か 、 こ の 電子 コン トロ ー ル が 凄い か どう か 、 試 す も の だ 」 

ヨウ ミン ソ は 、 自 分 で 運転 し て 、 駐 車場 へ 進ん だ 。 こ この 工場 は ビル で あ 
る 。 駐 車場 も ビル に な っ て いる 。 

「 あそこ の 坂道 で 待っ て いて くれ 」 
エン ジン 音 が 全く し な い 。 静か な 1 人 乗り 自動 車 だ 。 
時 速 20 キ ロ く らい だ ろう か 、 上 の 階 の 駐車 場 に 行く 坂道 を 、 試 作 の 1 人 乗り 
自動 車 は 、 昇 っ て 行っ た 。 辛 そつ な 雰囲気 で は な か っ た 。 

「 時 速 制 限 を し て ある の か ,」 
先 ノ 岬 が 聞い た 。 

「30 キ ロ に し て ある 。 私 の 考え だ 」 

ヨウ ミン ソ は 、 最 上 階 ま で 昇っ て いっ た 。 途 中 で 何 度 も 、 駐 車場 に 入っ て く 
る 車 に 追い 抜か れ た 。 

「 後 の 座席 は どう な っ て いる の か 」 


「 乗 れる か ら 乗 っ て くれ ,」 

「 後 の タイ ヤ が ある か ら 、 1 人 乗り で も 2 人 乗り に な っ て し まう 」 

「 ムリ し て 1 人 乗り に する こと も な い ,」 

「 4 人 乗り に し て フツ ウ の 乗用 車 に する こと も な いと は 思う 」 

辛島 明 人 が 乗せ て くれ と 吉 っ た 。 下り は 、 ヨ ウソ ン ミ と 辛島 明 人 が 乗っ た 。 
「 マナ ティ みた いね 」 

ミス リー が 吉 っ た こと ば を 、 先 ノ 岬 は 、 こ の 自動 車 の ネー ミン グ に 決め た 。 
マナ ティ が バッ ク し て 、 駐 車場 の 坂道 を 上 が っ て きた 。 辛島 明 人 が 、 注 文 を 
つけ た の だ ろう 。 苦 し そう な 雰囲気 は な い 。 

辛島 明 人 は 、 自 分 が 運転 し た いと 吉 っ て 、 駐 車場 の 坂道 を また 昇っ て いっ 

た 。 う れ し そ うだ っ た 。 現代 源田 に は 、 こ うい う チ カラ が な い 。 商品 開発 セ 
ンタ ー 長 の 源田 雄二 も 、 辛 島 明 人 の 開発 し た 1 人 乗り 自動 車 の 電子 コン ト 

ロー ル を 、 試 作 車 を つく っ て 試し て みる な ど 、 し な い 。 こ れ は 、 オ ー ナ ー 感 
覚 が な いと で き な い 。 サ ラリ ー マ ン で は で き な い 。 ヨ ウミ ン ソ で な けれ ば で 
き な い 。 

辛島 明 人 は 、 ま さか 、 こ こま で と は 思わ な か っ た だ ろう 。 うれしく て た ま ら 
な い 。 


「 お 昼 を 用 意 し て ある 」 

ヨウ ミン ソ は 、 や は けり 、 自 分 で お 昼 ご は ん を 用 意 し て あっ た 。 
先 ノ 岬 も 、 ソ ウル に 来 て 何 度 も 韓国 料理 店 で ご は ん を 食べ て いる 。 し か し 、 
ヨウ ミン ソ の ご は ん は 、 極 め て お いし いと 思う 。 ヨ ウミ ン ソ も 自信 が ある の 
大 あう 

「 私 の 会 社 で 生産 を や ら せ て くれ な いか 」 
みん な が ヨウ ミン ソ の ご は ん を 褒め て いた 時 、 ヨ ウミ ン ソ が 、 い き な り けり 吉 っ 
た 。 

「 で きた ら 、 現 代 源田 & ヨウ ミン ソ 自 動車 に し て ほし い 」 

「 自動 車 の 名 前 は マナ ティ だ 」 

ミス リー は 、 驚 いて 先 ノ 岬 を 見 た 。 

「 現代 源田 & ヨ ウミ ン ソ を G & Y で も いい の か 」 

「 か まわ な い 」 


G&Y プ ロダ クツ で 現代 源田 が 販売 する マナ ティ ー と いう 2 人 乗り 自動 車 で 
ある 。 

「 これ を 韓国 で 発売 する まで に は 、 ま だ た くさ ん の こと を クリ アー し な いと 
いけ な い 」 

「 現代 源田 に は 、 自 動車 の ノウ ハウ が な い だ ろ うつ から 自分 が や る 」 

ミス リー は 、 し ゃ べら な く な っ た 。 ヨ ウミ ン ソ が し ゃ べ っ て いる こと を 聞い 
て いる 。 

「 コー ヒー を 煎れ て も いい か 」 

ミス リー は 、 ヨ ウミ ン ソ に 聞い た 。 

辛島 明 人 と ヨウ ミン ソ は 、 な に や ら 図 面 を 描き な が ら 、 専 門 的 な 話し を は じ 
め た 。 

ミス リー と 先 ノ 岬 は 、 ゆ っ くり コー ヒー を 飲ん で いた 。 

ミス リー の 表情 に は 、「 これ か ら ど うな る の だ ろう 」 と いう 表情 が 見 える 。 


現代 源田 の ソウ ル 工 場 に 帰っ て き て 、 先 ノ 岬 は 、 澤 田 に あい さ つ に 行っ た 。 
昨日 と 今日 の 状況 を 説明 し て 、 明 日 報告 書 を メー ル す る と 約束 し た 。 

「 同 じ も の を 、 こ の 前 出席 し た 経営 会 議 ひ メン バー 全員 に 送っ て くだ さい 」 
「 昨 日 と 今日 、 ミ スリ ー を あり が と う ご ざ いま し た ,」 

ミス リー は 、 澤 田 の 秘書 が 本 業 で ある 。 

「 仕事 が 進ん で いる よう で 、 か まい ませ ん 」 

辛島 明 人 と 斎藤 咲 江 に も 、 あ いさ つ さ せ た 。 ソ ウル 工場 の みな さん に も 、 あ 
いさ つ し て 回 っ た 。 ミ スリ ー が 、 辛 島 と 斎藤 を 連れ て 歩い て くれ た 。 帰 り の 
あい さ つ で ある 。 

キム キン ホ が 急い で 帰っ て きた 。 も う 1 度 6 人 が 集まっ た 。 

「 今日 だ け で 7 軒 の お 店 を 回 っ て 9 0 0 0 個 の 注文 を も ら っ た ,」 

「 ゼ ンプ で 2 万 個 に な っ た 」 

「 電話 で の 注文 が 4 千 個 ある 」 

「 2 万 4 千 個 の 注文 が 昨日 と 今日 で ある 」 

「 壮 常に 興奮 し て いる 」 

キム キン ホ は 、 顔 を 紅潮 させ て 話し た 。 

「 今 日 の 1 人 乗り 自動 車 は 、G & Y プ ロダ クツ で 現代 源田 が 販売 する マナ 


ティ ー と いう 2 人 乗り 自動 車 に な り ま し た 」 

「 明 日 、 ミ スリ ー か ら 聞 いて くだ さい 」 

「 い ま 大 事 な こ と は 、 展 開 が 速い か ら 、 情 報 を 、 素 早く 伝達 する こと で す 」 
「 私 は 、 今 晩 、 昨 日 と 今日 の 報告 書 を 書い て 、 経 営 会 議 ひ みな さん に 送り ま 
す 」 

「 で きれ ば 、 説 明 さ せ て くれ と 、 明 日 、 川 口 に 行っ て 、 頼 ん で み ま す 」 

「 縄 文 と マナ ティ は 、 全 く 違 うつ も の で す が 、 私 た ちの 6 人 が 責任 を 持っ て 進 
展 さ せる こと で は 同じ こと な の で 、 お 互い に 手助け し な が ら 進 め る よう に 、 
お 願い し ます 」 


金浦 空港 で 、 斎 藤咲 江 と 辛島 明 人 は 、 お みや げ を 買っ て いた 。 

「 少 し 余っ た 」 

ミス リー は 、 封 筒 を 先 ノ 岬 に 渡し た 。 先 ノ 岬 は 、 黙 っ て 受け 取っ た 。 

「 こ れ で いい の か 」 

「 満足 し て いる 」 

まだ ミス リー と 話し 込ん で は いな い 。 先 ノ 岬 一 葉 は 、 挑 戦 者 で ある 。 挑戦 者 
が 、 何 を 目指 し て いる の か 、 知 ら せ て は いな い 。 


〇 越 権 行為 だ 

写真 入り の ワー ド の 報告 書 を 送信 で きた の は 、 夜 中 の 1 時 を 過ぎ て いた 。 
篠田 由美 子 と 篠田 三 大 郎 と 源田 雄二 と 佐藤 又 十 郎 と 橋上 佐 東 と 、 社 外 役 員 の 
間島 移 子 と 大 里庄 司 と 、 三 枝 深 と 松下 三郎 と 澤田 二郎 に メー ル し た 。 CC 
で 、 ミ スリ ー と パク ヨン ギ と キム キン ホ と 斎藤 咲 江 と 辛島 明 人 に 送っ た 。 
ヨウ ミン ソ に は 、「 マナ ティ 」 の 部 分 だ け を 送っ た 。 CC で 5 名 全員 で あ 
る 。 ソ ウヨ ウ に は 、「 縄 文 」 の 部 分 だ け を 送っ た 。 CC で 5 名 全員 で ある 。 
も う 今 日 で ある が 、 川 日 の 状況 が よく わか ら な い 。 とりあえず 、 川 日 に 、 9 
時 に 行っ て みる こと に し た 。 


「 お は よう ご ざい ます ,」 
先 ノ 岬 一 葉 は 、 ま ず 、 松 下 三 郎 へ あい さ つ に 行く 。 


「 三枝 室長 が 来 ら れ て 、 先 ノ 岬 さん の 予定 を 聞い て いま し た 」 

まだ 経営 企画 室 に ある 、 自 分 の 机 に 行っ て いな い 。 

「 先 ノ 岬 さん が 来 ら れ ま し た ,」 

「 そ ちら に すぐ 向かい ます ,」 

松下 三郎 は 、 先 ノ 岬 に 、 経 営 企画 室 に 向かう よう に 、 手 を 差し 出し た 。 

「 こ ちら へ どう ぞ 」 

経営 企画 室 の 、 ミ ー テ ィング ルー ム で ある 。 

「 大 手 自動 車 メ ー カ ー の 傘下 に 入る か 独自 に 生き 残る か 、 テ スト し よう と い 
つこ と で し た 」 

「 と ころ が 、 先 ノ 岬 さん の や っ て いる こと は 、 独自 路線 の 道 に 進ん で いま 
す 」 

「 そ う で は な く て 、 独 自 路線 で も や っ て いけ る か どう か の 、 テ スト を する こ 
と に な る と 思っ て いま す 」 

「 多分 、 私 は 、 佐 藤本 部 長 に 呼び つけ られ る と 思い ます 」 

「 勝手 みこ と を させ る な で す ,」 

「 現代 源田 の 閣 来 に 係る よう な こと を 先 ノ 岬 さん は 1 人 で や っ て いま す 」 

「 も し 、 み な さん の お 時 間 が 許す よう で あれ ば 、30 分 で も 、 み な さん で 相談 
し た い の で す が , 

「 後 で 連絡 し ます 」 

まだ 三枝 湊 と 会 っ て いる 時 に 、 篠 田 由美 子 か ら 電 話 が あっ た 。 

「 10 時 30 分 に そちら に 行き ます か ら 空 け て お いて くだ さい 」 

三枝 湊 は 、 身 体 で 、 苦 々 し さ を 表 し た 。 

いつ も な が ら 、 こ うい うと ころ が 先 ノ 岬 の 仕事 の 難し いと ころ だ 。 挑戦 者 の 
仕事 の 難し さだ 。 

ミス リー 達 5 名 は 、 挑 戦 者 で ある 先 ノ 岬 の 仲間 だ 。 次 第 に 、 先 ノ 岬 と 、 想 い 
を 同じ くす る し 、 人 数 も 少な いか ら 、 や っ て いる こと も 進行 する 。 し か し 、 
現代 源田 は 、 中 堅 企業 と は いえ 、 8 7 0 人 も の 社員 が いて 、 組 織 も し っ か り 
し て いる 。 簡単 に は 、 動 か な い 。「 縄 文 」 と 「 マ ナ テ ィ 」 を 、 自 分 の プラ ン 
ド で 、 ソ ウル で 販売 する と いっ て も 、 慎 重 に 剤 断 する 。 

ミス リー 達 と 、 現 代 源 田 に 、 大 き な ズ レ が 生じ な いよ うに し な いと いけ な 
い 。 こ の 違い は 、 ミ スリ ー 達 に は 、 組 織 が まだ 新しく 、 見 え ざ る 悪魔 が いな 


い が 、 現 代 源田 に は 、 強 大 な 見 え ざ る 悪魔 が いる こと だ 。 悪魔 の ズレ だ 。 多 
分 、 挑 戦 者 で ある 、 先 ノ 岬 一 葉 に し か 、 そ の ズレ は 見 えな い 。 

先 ノ 岬 は 、 間 髪 を 人 れず に 、 そ の ズレ を 埋め よう と する 。 時 に は 、 先行 し そ 
うな 、 挑 戦 者 の 仲間 に 、 プ レー キ を か け な け れ ば な ら な いこ と だ っ て ある 。 
10 時 30 分 に 、 人 篠田 由美 子 か ら 電 話 が あっ た 。 

「 役員 会 議 室 に 来 て くだ さい 」 

篠田 三太郎 も いて 源田 雄二 と 佐藤 又 十 郎 と 橋上 佐 東 と 三枝 湊 が いた 。 

「 前 回 の 経営 会 議 で は 、 ど こ か の 傘下 に 入る か 、 独 自 路線 を 買 く か の テス ト 
を し よう と いう こと で し た 」 

「 佐藤 専務 か ら 、 こ れ は テス ト で は な いと いう 意見 が あり まし た ,」 

「 発売 を 決め る と いう こと は どう いう 権限 で や っ て いる の か 」 

「 経営 会 議 で 決め る べき こと を 勝手 に 決め て いる 」 

「 私 は 、 テ スト で 自分 の ブラ ンド で 販売 する か ら ソ ウル で や る の だ と 、 前 回 
決ま っ た と 思っ て いま す 」 

「 議事 録 に も 、 そ の よう に 書い て ある と 思い ます 」 

「 発売 する と は 書い て いま せん 」 

「 1 千 万 予算 を いた だ いた の は 、 発売 の 費用 に な り ま す 」 

「 発売 を 決め た わけ で は あり ませ ん 」 

「 昨 日 の メー ル で は 「 縄 文 」 を 受注 し て いま す 」 

「 私 は 、 こ の テス ト は 、 私 に 任 さ れ た と 思っ て いま す 」 

「 あ くま で テス ト を 働 さ れ た の で す が ,」 

「10 分 で 説明 し て くだ さい 」 

「 吉 葉 で 説明 し て くだ さい 」 

先 ノ 岬 は 、 用 意 し て あっ た パワ ー ポ イン ト で 説明 を し た 。 写真 で 説明 を し 

た 。「 マナ ティ 」 は 20 秒 の 動画 を 用 意 し て いた 。 5 分 で 話せ する よう に 、 ス ラ 
イド を 用 意 し て いた 。 

「 これ が テス ト の 内 容 で す が 、 受 注 が な く て 、 現 代 源 田 ブ ラン ド で 販売 で き 
な けれ ば 、 今 回 の 独自 路線 の テス ト は 、 失 敗 に な り ま す ,」 

「 ま だ 、 定 か で は あり ませ ん が 、 ソ ウル で や っ て いる こと も あっ て 、 意 外 と 
静か に テス ト が で きる と 思い ます ,」 

「 縄 文 」 は いく つ 受 注 し た の で すか ? 」 


黙っ て いた 、 人 篠田 三太郎 が 聞い た 。 

「 一 昨日 と 昨日 の 2 日 間 で 2 万 4 千 個 で す 」 
「 1 千 万 円 は ぼう な っ て いま すか ? 」 

「 まだ 1 千 万 円 残っ て いま す ,」 

「 し ば らく 頻繁 に 報告 し て くだ さい 」 

「 わ か り ま し た ,」 

「 他 に 何 か 意見 が あり ます か ? 」 

篠田 三太郎 は 、 篠 田 由美 子 を 見 た 。 

「 お 昼 を 一 緒 に いか が で すか ? 」 


〇 佐藤 又 十 郎 と 橋上 佐 東 

その 日 の 夜 、 先 ノ 岬 は 、 佐 藤 又 十郎 に 呼び 出さ れ た 。 川口 の 駅 か ら 少 し 離れ 
た と ころ に ある 、 日 本 料理 屋 だ っ た 。 

橋上 佐 東 も いた 。 

「 先 ノ 岬 さん は 、 4 人 も いた 篠田 三太郎 さ ん の 顧 問 と は 、 ち ょ っ と 毛色 が 違 
いま す 」 

「 簡単 に 追い 出せ た の だ が 、 あ な た は ちょ っ と 違う 」 

「 どう し て 追い 出し た い の で すか ? 」 

「 み ん な 社長 に くっ つい て いい \ 目 を 見 よう と し て いる だ け だ 」 

「 私 に も 出 て 行っ て ほし い の で すか ? 」 

「 だ か ら 先 ノ 岬 さん は ちょ っ と 違う 」 

「 聞 くく と ころ に よる 月 の 報酬 が 20 万 で すか ? 」 

「 交通 費 と 

「 何 を し た い の で すか ? 現代 源田 で 」 

「 私 は 、 新 し い 現 代 源田 を つく り た いと 思っ て いま す 」 

「 は っ きり 吉 っ て 、 人 篠田 家 は 篠田 家 を 守る だ け だ 」 

「 篠 田家 に 新しい 現代 源田 な ど で き な い 」 

「 私 を 鹿 っ た の は 人 篠田 由美 子 さ ん で す 」 

「 だ か ら み ん な 願 問 を 追い 出 そ う と する 」 

「 徐 田 家 に 反対 だ か ら で す か ? 」 


「 現代 源田 は 篠田 家 の も の で は な い 」 

「 ニ ュー ヨー ク の 街角 か ら 息 子 だ か ら と いっ て 何 も 和 経営 な ど 知 ら な い の に 社 
長 に し て 戻す な ど 、 と ん で も な いこ と で す ,」 

「 あ な た た ち が 反 対す れ ば で き な か っ た ん じゃ な いで すか ? 」 

「 2 人 の 社外 取締 役 で す 」 

先 ノ 岬 に 、 や っ と 、 現 代 源田 の 、 2 分 され て いる 見 え ざ る 悪魔 の 勢力 図 が 見 
えて きた 。 人 篠田 由美 子 と 篠田 三太郎 と 社外 取締 役 の 間島 逸子 と 大 里庄 司 が 、 
1 つの 勢力 だ 。 篠田 家 の 勢 力 と も 吉 え る 。 多数 派 を 握っ て いる 。 古 参 の 社員 
は 、 ま と まっ て 、 も う 1 つの 勢力 と 思わ れる 。 卑 抗 し て いる 。 し か し 、 最 大 
の お 得意 先 で ある 自動 車 会 社 な ど を 握っ て いる の は 、 佐 藤 叉 十郎 だ 。 

佐藤 又 十 郎 達 は 、 自 動車 会 社 の 傘下 に 入っ て 生き 残る ろう と する 。 和 篠田 家 は 、 
独自 路線 で 生き 残る ろう と する 。 た また ま 、 先 ノ 岬 一 葉 と 篠田 由美 子 と 篠田 三 
太郎 は 、 大 き な 方 向 が 同じ だ け だ 。 

「 現 代 源田 は 独自 路線 で 生き 残れ る と 思っ て いる の か 」 

「 え え 」 

「 根 拠 は ? 」 

本 当 は 、 先 ノ 岬 一 葉 は 、 自 分 が いる か ら だ と 答え た い の だ 。 自分 が いた ら 、 
ヒッ ト 商 品 が つく れる か ら 。 

「 市 場 経済 社会 の 枠組 み で 動い \ い て いま す 」 

「 市 場 経済 社会 と いう こと は 商品 が 主役 だ と いう こと で す ,」 

「 現代 源田 は 経済 の 主役 で ある 商品 を 創り 上 げ ら れる 可能 性 が あり ます 」 

「 も し グッ ド な 商品 を 創れ な い の で あれ ば 、 コ バン ザ メ の よう に 生き 残る し 
か 方 法 が あり ませ ん けど ,」 

「 私 た ち は コ バン ザ メ の よう に 生き 残る うと は 思っ て いな い 」 

「 篠田 家 に 商品 の 価値 な ど わ か る は ず が な い 」 

「 誰 で も が 、 修 業 す れ ば で きる こと で すか ら 」 

「 先 ノ 岬 さん は 何者 で すか ? 」 

「 あ な た は 、 い まま で の 顧問 の よう に 、 現 代 源田 の 取締 役 に な る 約束 を し て 
ある の で すか ? 」 

「 そ の つも り は あり ませ ん 」 

「 私 は 、 新 し い 現 代 源田 を つく る こと が 望み で す 」 


「 私 は プロ で す ,」 
さん ざん 、 人 篠田 家 の ワ ルク チ を 吉 っ て お き な が ら 、 最 後 は 、「 今 日 の 話し 
は 、 奥 様 に は 内 緒 に し て くだ さい 」 と 佐藤 又 十 郎 が 吉 っ た 。 


「 マナ テ ィ 」 が 交 ま れ て 


〇 商品 開発 セン ター か ら の ネグレクト 

8 月 の 上 旬 だ っ た 。 辛島 明 人 か ら 痛 な メー ル が 入っ て きた 。 

「 商品 開発 セン ター の 商品 開発 テー マ か ら 1 人 乗り 自動 車 が な く な り ま し 
た 」 

「 商品 開発 セン ター は 、C 社 か ら 受 注 し た 、 電 子 コ ント ロー ル に 全 精 力 を 注 
ぐ と いう 方 針 で す 」 

「 も と も と 開発 予算 は 先 ノ 岬 プロ ジェ クト の 1 0 0 万 し か な か っ た の で す 
が 、 テ ー マ 一 覧 表 か ら 消 えた の は 、 寂 し いで す ,」 

「 同 じ く 、 電 子 湯沸かし 器 の テー マ も 一 覧 表 か ら 消 えま し た 」 

「 辛島 明 人 と 斎藤 咲 江 は 、 実 験 室 を 借り る の も まま な ら な い 状 態 に な っ て き 
て いま す 」 

「 斎 藤咲 江 さ ん は 、 電 子 鍋 の コン トロ ー ル を 研究 し て いて 、 毎 日 遅く まで 、 
実験 を し て いま す 」 

「 実 験 室 の 機器 が 、 つ まく 予約 で き な く な っ て いま す 」 

半 痛 な メー ル を 読ん で いる と 、 和 篠田 由美 子 か ら 電 話 が あっ た 。 

「 今 ソウ ル に いる ん だ けど 、「 縄 文 」 の こと を お 店 の 人 に 聞い た ら 、 売 れ て 
いる そう よ ? 」 

「 わ た し も 1 つ 買 っ て 持っ て 帰る 

「 ミス リー に 今日 は 案内 し て も ら っ て 助かっ た 」 

「 ミ スリ ー は あな た の こと を 信頼 し て いま す 」 

「 どう も あり が と う ご ざ いま す 」 

ミス リー か ら 毎 日 報告 が ある 。 

ネッ ト 通 販 で 毎日 2 0 0 くら い 売 れる よう に な っ て いる 。 お 店 か ら の 受注 も 
3 万 個 を 越え た 。 

先 ノ 岬 は 、 思 っ た より も 速い スピ ー ド で 、 現 代 源田 の 見 え ざ る 悪魔 が 展開 を 
し て いる の を 感じ て いる 。「 縄 文 」 が うま くい け ば いく ほど 、 商 品 開発 セン 
ター は 、「 縄 文 」 を ネグレクト する 。 「 縄 文 」 を 虐待 する 。 そ れ が 見 え ざ る 


悪 魔 の 常 と う 手段 だ 。 誰 が ワル イ わ け で は な い 。 人 が ワル イ わ け で は な い 。 
見 え ざ る 悪魔 と は 、 そ うい う も の だ 。 


次 の 日 、 先 ノ 岬 は 、 堺 の 商品 開発 セン ター に いた 。 
源田 雄二 は 自動 社会 社 に 出かけ て いた 。 
「 じゃ ー 実 験 室 を 1 つ 空 け ま し ょ う 」 
「 物 軸 に な っ て いる けど 片づけ させ ます 」 
「 や っ て いる こと が ゼン ゼン 違う か ら 分 け な い と 難し いで し ょ う 」 
間 山 善治 は 簡単 に 喜 っ た 。 
先 ノ 岬 が 予想 し た こと と は 異な っ て いた 。 
「 今 日 廊 づ け て 今日 動 ! い て くだ さい 」 
先 ノ 岬 は 、 す べ て を 理解 し た 。 今 日 、 源 田 雄二 が 留守 な の だ 。 源 田 雄二 の 立 
場 に な っ て 考え な けれ ば な ら な い 。 も し この まま 「 縄 文 」 が 売れ 続け る な ら 
ば 、 源 田 雄二 の 立場 が な い 。 
先 ノ 岬 は 、 自 分 で 、 空 け て くれ る と 吉 っ た 実験 室 を 見 せ て も ら っ た 。 ホ ント 
に 物 細 だ っ た 。 とりあえず 廊下 に 出し て お いて くれ だ っ た の で 、 早 速 、 先 ノ 
岬 は 、 作 業 を は じ め た 。 
「 何 を し て いる の で すか ? 」 
「 モ ノ を 廊下 に 出し て いま す ,」 
間 山 善治 は 、 慌 て て 、 辛 島 明 人 と 斎藤 咲 江 を 呼び に 行っ た 。 そ し て 、 若 手 の 
チカ ラ の 強 そ うな 社員 を 4 人 連れ て き て 、 と りあ え ず 、 み ん な 廊下 に 出す よ 
うに 指示 し た 。 
分 で 、 物 置 は 室 に な っ た 。 
「 狭い か も し れ な いけ ど 、 縄 文 と マナ ティ の 専用 実験 室 で す 」 
斎藤 咲 江 と 辛島 明 人 は 、 マ ジマ ジ と 先 ノ 岬 一 葉 を 見 て いた 。 先 ノ 岬 の ワイ 
シャ ツ は 、 汚 れ て 、 上 に 背広 が 着れ な く な っ た 。 
「 縄 文 が 売れ れ ば 売れ る ほど 、 も っ と あな た た ち は 上 厳し く な り ま す 」 
「 世の中 、 そ うい う も の で す ,」 
斎藤 咲 江 と 辛島 明 人 は 、 返 事 も で きず に 、 た だ 聞い て いる だ け だ っ た 。 
先 ノ 岬 は 、 堺 か ら そ の 日 の うち に 国分 寺 に 帰っ た 。 
新幹線 の 中 で 考え た 。「 縄文 」 は 、 も う 止め る こと が で き な い だ ろう が 、 


「 マナ テ ィ 」 は 反対 が 多く な っ て 、 発 売 が 難し い だ ろ うと 思っ た 。 ひ ょ っ と 
する と 、 大 勝負 に な る と 予感 し た 。 多 分 、 現 代 源田 の 全て の 人 が 反対 する か 
も し れ な い !。 


〇 隠密 で ヨウ ミン ソ の と ころ へ 
「 マ ナ テ ィ を 中 止 さ せよ うと いう 動き が 強く な っ て いる 」 
「 篠田 由美 子 も 、 マ ナ テ ィ の こと は 、 ほ と ん ど ア タマ に な い ,」 
「 縄 文 の 売上 の 多 さ に 満足 し て いる 」 
「 ヨ ウミ ン ソ が 来 て くれ と 吉 っ て いる の だ が 、 表 だ っ て 行き に くい 」 
「 私 は 気 に し て いる だ け な の か も し れ な い が 」 
「 何 を し た い の ? 」 
「 明 日 隠密 で 行く 」 
「 誰 に も 吉 わ な いで ほし い 」 
「 ヨ ウミ ン ソ が 金浦 空港 に 来 て くれ る こと に な っ て いる 」 
「 1 日 中 ヨウ ミン ソ の オフ ィ ス に いる 」 
「 わ か っ た ,」 
「 縄 文 は 、 毎 日 二 個 の 生産 を し て いる 」 
「 月 産 3 万 個 だ 」 


「 隠密 で 来る くら い だ か ら 、 現 代 源田 は 、 マ ナ テ ィ に 上 央 し いん だ 」 
Gy タ (= 

「 誰 で も 反対 する 」 

「 フ ツウ の 自動 車 の 感覚 を 持っ て いた ら 誰 で も 反対 する 」 

「 お 昼 は 用 意 し て ある か ら + 

お か し な こと だ っ た が 、 ヨ ウミ ン ソ に な ぐさ め ら れ て いる 感じ が し た 。 
「 私 の 2 輪 車 は 誰 も 反対 する 」 

「 事業 に は な ら な い 」 

「 マーケ ッ ト が な い 」 

「 私 は 楽し いか ら や っ て いる 」 

「 私 の ファ ン も けっ こう いて 、 私 は 生活 し て いけ る 」 


「 マ ナ テ ィ も こう いう ふう に や ら な いと みん な が 反対 する 」 

「 私 は 反対 され て も 平気 で す 」 

先 ノ 岬 は 、 辛 島 明 人 が 、 ヨ ウミ ン ソ の よう に 吉 え る か 考え て いた 。 先 ノ 岬 
は 、 ラ ッ キ ー だ っ た と 思っ た 。 ヨ ウミ ン ソ の よう な 人 が チー ム の 主力 だ か ら 
だ 。 ヨ ウミ ン ソ は 、 見 え ざ る 悪魔 を 見 て いる 。 認識 も し て いる 。 戦っ て も い 
る 。 

先 ノ 岬 は 、 常 に 、 チ ー ム で の 戦い に くさ を 感じ て いた 。 先 ノ 岬 の や る こと 
は 、 常 に 、 改 革 的 で ある 。 常 に 反対 され る 。 先 ノ 岬 は 承知 し て いる の だ が 、 
一 緒 に 仕事 を し て いる 仲間 が 、 落 ちこ ぼれ る 。 あ る い は 、 見 え ざ る 悪魔 が 、 
仲間 を 豚 う 。 

いま まで 、 ヨ ウミ ン ソ の よう に 吉 っ て くれ る 仲間 に 会 っ た こと が な い )。 
いつ も は ヨウ ミン ソ の オフ ィ ス で お 昼 を 食べ て いる の だ が 、 今 日 は 、 キ ッ チ 
ン で ご は ん を 食べ る と 吉 っ た 。 

「 焼き 肉 に し た 」 

「 キッチン じゃ な いと 煙 っ て し まう ,」 

「 2 人 だ か ら 少 し お 酒 を 飲も う 」 

「 先 に 聞い て お きた いこ と が ある 」 

「 先 ノ 岬 は 、 ど うし て こん な リス ク の 大 きい 仕事 を する の か 」 

「 現代 源田 の 顧問 で 適当 に 知っ て いる こと を アド バイ ス す れ ば それ で いい で 
は な いか ,」 

焼き 肉 は 早い 。 も う 焼 け て き て いる 。 野 菜 を 出し て テー ブル に 並べ な が ら 、 
ヨウ ミン ソ は 聞い た 。 

「 私 は 、 集 団 が 、 な ぜ 壊 れる か 知っ て いる 」 

「 個人 も 壊れ る 」 

「 た また まだ が 、 現 代 源田 と 係る よう に な っ た 」 

「 私 は プロ だ か ら 、 現 代 源 田 が 壊れ る の を 防 ご うと する 」 

「 そ れ が 、 私 の 本 当 の 姿 だ 」 

「 先 ノ 岬 一 葉 と は 、 そ うい う 男 だ 」 

「 現代 源田 は 、 た また まな の か 」 

「 篠田 由美 子 は 、 私 の 講演 を 聞い て 、 私 に 願 問 を 依頼 し た 」 

「 私 は 、 顧 問 の 1 つ を 辞め た と ころ だ っ た 」 


「 な ぜ 辞 め た の か 」 
「 壊れ そつ も な く な っ た か ら 」 
「 回 復 さ せ た の か 」 
ke 
「 そ し た ら 、 も っ と 報酬 を 要求 すれ ば いい だ ろう 」 
「 私 は 、 報 酬 の た め に 、 顧 問 を 引き 受け て いる わけ で は な い 」 
「 多分 、 誰 も 、 先 ノ 岬 が 理解 で き な い だ ろう つう 」 
「 マ ナ テ ィ が 発売 で き て 売上 が 上 が れ ば 、 現 代 源田 は 回 復 す る と 思っ て いる 
の か ,」 
「 新 し い 現代 源田 が 生ま れる 」 
「 あ な た は バカ モノ と し か 思え な い 」 
夕方 に な っ て 、 ご は ん を 炊い て 、 キ ムチ で 食べ た 。 大 き な ど ん ぶり いっ ぱい 
の ご は ん を 、 2 人 で 食べ た 。 
「 少 し は 仕事 の 話 を し よう 」 
ヨウ ミン ソ は 、 2 台 目 の 試作 車 を つく っ て いた 。 デ ザイ ン も で き て いた 。 
「 マナ ティ らし く な っ た 」 
「 鋭 く は な い が 優 し ! デ ザイ ン を し て いる 」 
「 誰が や っ た の か 」 
「 自分 だ 」 
「 ボ ー ド の 試作 も 自分 で や っ た 」 
「 こ れ ば か りや っ た ら 生 活 で き な く な る 」 
「 私 の 2 輪 車 は 私 の 手 か ら 離 れ て いる 」 
「 私 の 社長 の 報酬 が 少な く な る こと は な い 」 
「 どう し て マナ ティ に チカ ラ を 人 入れ る の か ,」 
「 自分 の 身体 が 動く か ら そ うし て いる 」 
「 メ シ が 食え な か っ た ら で き な い 」 
先 ノ 岬 と ヨウ ミン ソ は 、 こ の よう な 話し を 5 時 間 も や っ て いる 。 
「 今晩 帰 る の か 」 
「 隠密 で 来 て いる か ら 早 く 帰 っ た 方 が いい 」 
「 明 日 の 朝一 番 に し た ら ど うか 」 
「 ソ ウル で の 自動 車 の 申請 書類 を 手伝っ て くれ 」 


ヨウ ミン ソ は 、 ど うし て も 先 ノ 岬 が 必要 だ っ た 。 2 台 目 の 試作 車 を 、 ソ ウル 
の 行政 に 、 自 動車 と し て 申請 する た め だ 。 サ イン が 必要 だ 。 そ れ を 、 や っ 
と 、 晩 ご は ん を 食べ て いる 時 に は じ め た 。 

「 先 ノ 岬 の よう な 人 に は じ め て 会 っ た 」 

「 興味 が ある 」 

また し て も 、 お 互い を 知る 話し に な っ て し まう 。 

「 7 冊 の 特許 書類 だ 」 

「 辛島 明 人 が 、 す で に 出願 し て いる 特許 が 2 つ あ る 」 

「 こ の 7 冊 は 先 ノ 岬 と の 共同 出願 に し て いい か 」 

「 ヨ ウミ ン ソ の 仕事 だ か ら 共 同 に する 必要 は な い 」 

「 迷 惑 な の か 」 

「 つ うれ し い 」 

「 じゃ ーー わか っ た 」 

「 出願 費用 を 請求 し て くれ 」 

2 人 と も 、 ど うな る か わか ら な い 仕 事 な の で 、 個 人 で 負担 する こと に し た 。 


〇 マナ ティ が 盗ま れ て 

「 す ぐに 来 て くれ ,」 

先 ノ 岬 が ソウ ル か ら 帰 っ た 翌々 日 だ っ た 。 先 ノ 岬 は 、 も う 1 つの 顧 問 の 仕事 
を し て いた 。 ヨ ウミ ン ソ か ら 電 話 が あっ た 。 

「 誰か が 試作 車 も 書類 も すべ て 盗ん で いっ た 」 


先 ノ 岬 は 、11 時 の 便 に 乗る こと が で きた 。 

いろ いろ 考え て みる が 、 現 場 を 見 な いと わか ら な い 。 
「 い いつ な ん だ 」 

「 昨 日 の 夜 だ 」 

「 久 し ぶり に マン ショ ン に 帰っ た 」 

「 ゆ っ くり 寝 て 朝来 て みた ら こ れ だ 」 

ミス リー も や っ て きた 。 

「 澤 田 さ ん は 大 丈夫 な の か 」 


「 今 日 は 自動 車 会 社 に 出かけ た 」 

あま り の 散乱 ぶり に 、 ミ スリ ー も 、 こ と ば も な か っ た 。 

「 申 し 訳 な い 」 

ヨウ ミン ソ は 、 謝 る こと し か で き な か っ た 。 

「 と に か く お 昼 を 食べ な いか 」 

「 警察 へ 連絡 する に は も う 層 過ぎ る 」 

ミス リー も ヨウ ミ シ ソ も 、 駒 いた 。 

ヨウ ミン ソ は 、 食事 の 用 意 を は じ め た 。 秘書 だ ろう つか 、 何 か を 買っ て 来 た 。 
部 屋 が 荒らさ れ て いる の を 見 て 驚い た 。 

「 キッチン で 食べ よう 」 

先 ノ 岬 と ミス リー と ヨウ ミン ソ は 、 と に か く 食 べ は じ め た 。 

先 ノ 岬 は 、 お 腹 が 空い て いる と 、 ワ ルイ 方 へ 思考 が 傾く こと を 知っ て いる 。 
交感 神経 優位 に な る 。 グ ッ ド アイ デア が 出る こと で は いい の だ が 、 思 考 が マ 
イナ ス 傾 向 に な る 。 ほ っ て お く と 、 3 人 で 、 犯 人 探し に な る 。 

「 犯 人 が 最も 驚く こと は 、 3 台 目 の 試作 車 が 素早 く 完 成す る こと だ 」 

「 行 政 へ の 申請 書類 が 素早 く で きる こと だ 」 

「 特許 申請 書類 が 素早 く で きる こと だ 」 

「 犯人 は 、 盗 ん だ も の を 学習 し な いと いけ な い 」 

「 こ の まま 行政 に 申告 し た り し た ら 、 す ぐに 犯人 だ と わか っ て し まう 」 

「 犯 人 が 、 最 も 驚く こと を や れ ば よい 」 

食事 を し て いる 時 、 ヨ ウミ ン ソ が 、 ど こ か へ 電話 を し た 。 警備 の 会 社 が や っ 
て きた 。 下 の 使っ て いな い 1 部 屋 を マナ ティ の 部 屋 に し て 、 カ ギ を 厳重 に し 
て 、24 時 間 警 備 の 会 社 が ビデ オ 監 視 す る こと に し た 。 ヨ ウミ ン ソ の 部 屋 は 社 
長 室 で ある 。 誰 で も が 入れ な いと 困る 。 

警備 の 会 社 が 、 ヨ ウミ ン ソ の 社長 室 に 仕掛 けら れ た 盗聴 器 を 持っ て きた 。 今 
日 の 朝 、 先 ノ 岬 が や っ て きた こと も 知ら れ て いる 。 ミ スリ ー が 来 た こ と も 知 
られ て いる 。 2 日 前 に 、 先 ノ 岬 が ヨウ ミン ソ と 話し 込ん だ 内 容 も 知ら れ て い 
る 。 

「 ほ と ん ど キ ッ チ ン に いた か ら .」 

ヨウ ミン ソ は 、 キ ッ チ ン も 盗聴 器 が な いか 調べ て も ら っ た 。 

キッ チン に は 、 盗 聴 器 は 仕掛 けら れ て いな か っ た 。 


「 犯 人 が 驚く 方 法 」 と 吉 っ た 先 ノ 岬 の こと ば が 、 キ ッ チ ン で 話さ れ て いた こ 
と に 、 診 を な で お ろ し た 。 

幸い な こと に 、 犯 人 は 、 バ ッ ク ア ッ プ 用 の パソ コン が 、 部 屋 の 隅 に あっ た こ 
と に 気がつか な か っ た 。 

「 36 時 間 待っ て くれ 」 

「 明 後日 の 朝 1 番 の 羽田 発 で 来 て くれ 」 
タクシー で ここ まで 来 で くれ 」 

「 下 の 監視 し て ある 部 屋 に 来 て くれ 」 

「 今日 は も う 帰 っ て くれ な いか 」 

15 時 に な っ て 、 ヨ ウミ ン ソ は 吉 っ た 。 

「 金浦 空港 まで 行く 」 

ミス リー は 、 里 っ て 車 に 乗り 込ん だ 。 

「 縄文 の こと で 変わ っ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 昨 日 の 直接 販売 は 2 4 6 個 で お 店 の 出荷 は 2 3 0 0 個 だ っ た 」 

「 順調 だ 」 

「 現代 源田 は 品質 管理 に 優れ て いる けど 誰か ソウ ル に 送り 込ま な いで いい 
か 」 

「 お 願い し た い 」 

「 私 た ち は 、 ま だ 1 千 万 し が 予算 が な い の か 」 

「 明 日 、 川 口 に 行っ て 相談 し て くる 」 

「 誰が 犯人 な ん だ 」 

「 わか ら な い 」 

「 ヨ ウミ ン ソ を 狙っ た の か が 現代 源田 か わた し た ちの 特別 チー ム か 」 

「 わからない 」 

「 マナ ティ が 進行 され る と 困る 人 だ 」 

「 縄文 も 気 を つけ て くだ さい 」 

「 も し 私 た ちの 特別 チー ム に 反感 を 持っ て いる と し た ら 縄 文 も 危な い 」 
「 何 を 気 を つけ た らい い の か わか ら な い 」 

「 生産 が で き な く な る こと が 痛い 」 

「 品質 管理 の ミス が 起き る こと も 痛い 」 

「 明 日 、 パ ク ヨ ン ギ と ソウ ヨウ 社長 に 会 っ て くる 」 


「 そ うし て くだ さい 」 


〇 特別 チー ム の 独立 採算 
先 ノ 岬 は 、 経 営 企画 室 室長 の 三枝 湊 と 、 
「 お は よう ご ざい ます 」 

松下 三郎 の と ころ へ あい さ つ に 行っ た 。 
「 ソ ウル に 行か れる 時 は 事前 に 連絡 を お 願い し ます 」 
先 ノ 岬 は 驚い た 。 

「 羽田 で 見 か けた 人 が いた そう で す 」 

「 夏 の 花火 大 会 を 見 に 行き まし た 」 

「 観光 で すか ? 」 

「 つい で に 、 少 し 打ち 合わ せ は し まし た 」 

「 わか り ま し た .」 
多分 、 監 視 さ れ て いる の だ 


9 時 30 分 の 約束 だ っ た 。 


思っ た 。 その 情報 が 、 現 代 源田 の 中 に 流れ て い 
る 。 マナ テ ィ が 盗ま れ た こと は 誰 も 知ら な い は ず で ある 。 現代 源田 に 流れ て 
いる の だ ろう つか が 。 


三枝 湊 は 、 澤 田 と 電話 を し て いた 。 松 下 三郎 と も 電話 を し た 。 
「 パ クス ジン で すか ? 」 

「 本 人 に 確認 し て くだ さい 」 

「 松下 さん に は 今 連 絡 し ます 」 

「 奥様 か ら 1 千 万 で は 動け な いか ら 考え る よう に 電話 が あり まし た ,」 
「 独立 採算 で いい で すか ? 」 

「 縄 文 の 売上 が し っ か り た っ て る か ら や っ て いけ ます ,」 

「 利益 の 10% を ソウ ル 工 場 に 払っ て くだ さい 」 

「 場 所 を 借り て いる か ら で す ,」 

三枝 は 、 人 篠田 三 大 郎 の と ころ に 向かっ た 。 
先 ノ 岬 は 、 す べ て を 了解 し て 、 ミ スリ ー に 電話 を し た 。 

「 8 月 か ら さ か の ぼっ て 独立 採算 を や る こと に な っ た 」 

「 明 日 か ら ソ ウル 工場 の パク スジ ン が 経理 か ら 異動 に な っ て くる 」 


「 事務 全般 を や っ て も ら っ て くだ さい 1」 
「 毎月 月 末 に 、 独 立 採算 の 計算 を し て 、 翌 月 末 に 、 経 常 利益 の 10% を ソウ ル 
工場 に 払っ て くだ さい 」 
「 わ か っ た けど メー ル で くだ さい 」 
「 澤田 社長 は 承知 し て いる の で すか ? 」 
「 今 、 三 枝 さ ん が 交渉 し て いた 」 
「 パ ク ヨ ン ギ と ソウ ヨウ 社長 に 会 っ て いる 」 
「 ボ トル の こと が 気 に な る らし い 」 
「 パ ク ヨ ン ギ と ソウ ヨウ 社長 と 一 緒 に 、 今 か ら ボ トル の 会 社 に 行く 」 
先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー に メー ル を 書い た 。 す ぐに や ら な いと 忘れ る 。 
「 篠田 社長 に 了解 を いた だ きま し た 」 
「 時 間 が か か り ま し た が 」 
「 詳 し い 状 況 を 聞か れ ま し た 」 
「 明 日 、 独 立 採算 の こと で ソウ ル に 行っ て きま す ,」 
松下 三郎 に も 電話 を し た 。 
「 社長 と 奥様 に 伝え て お きま す 」 


松下 三郎 が 、 篠 田 由美 子 と 篠田 三太郎 に 、 先 ノ 岬 の 動き を 伝え て いた と は 、 
知ら な か っ た 。 


〇 マナ ティ 3 号車 

先 ノ 岬 は 、 三 枝 と 相談 し て 、 そ の まま 羽田 に 向かっ た 。 多 分 だ れ も 追 えな い 
と 思っ た 。 偽 名 で 飛行 機 に 乗っ て いる わけ で は な い の で 、 調 べ れ ば わか る 。 
し か し 、 今 は 、 ス ピー ド が 重要 だ 。 こ ちら の スピ ー ド が 勝っ て いな けれ ば 、 
敵 に チャ ンス を 上 提 え て し まう 。 敵 は 見 え ざ る 悪魔 な の だ が 、 ど この 見 え ざ る 
悪魔 な の か 、 姿 が 見 えな い 。 


ケー タイ も 覗か れ て いる 感じ が し て 、 ヨ ウミ ン ソ の 2 輪 車 の オフ ィ ス か ら 
入っ た 。 ま だ 明る い 時 間 だ 。 さ っ きま で 川口 に いた 。 誰 も 気がつか な い だ ろ 
う 。 ミス リー に は 、 明 日 の 早朝 だ と 吉 っ て ある 。 

Ne トイ ニル ググ だ 。』 


ヨウ ミン ソ は 、 ヒ ゲ を 剃っ て いな か っ た 。 髪 は ボサ ボサ で ある 。 眠っ て いな 
い 。 食事 は どう し て いる の だ ろう っ つ 。 

「 お 用 が 空い た けど ,」 

「 3 号車 の 試作 が 終わ っ た と ころ だ 」 

「 キッチ ン も 付け た の か 」 

「 ご は ん を 食べ な く な る か ら 」 

先 ノ 岬 は 、 3 号車 を 見 て 驚い た 。 2 号車 より 、 は る か に 街中 の 自動 車 ら し く 
な っ て いる 。 黄色 な の か が 黄金 な の か わか ら な い 。 黄金 の マナ ティ に な っ て い 
る 。 

「 夜 に な っ た ら 駐 車場 を 昇っ て みる 」 

「 ま だ 乗っ た こと が な い の か ,」 

「 今 で きた ば か り だ 」 

「 特許 の 書類 も つく りな が ら だ 」 

「 行政 へ の 申請 書 も で きた 」 

「 ご は ん 食べ た の か 」 

「 キ ッ チ ン を 付け た か ら 食べ て いる 」 

ヨウ ミン ソ の ご は ん は 、 本 当 に お いし い 。 ご は ん を 食べ な が ら 、 明 日 、 特 許 
庁 に 行っ て 、 役 所 へ 行く 手 は ず を 説明 し た 。 

「 こ の 試作 車 は 、 預 け て こない と いけ な い 」 

「 何 度 も 呼び 出し が ある 」 

「 身体 は 大 丈夫 な の か ,」 

「 2 輪 車 の 生産 と 営業 は キチ ン と で き て いる の か 」 

「 親 父 の よう な 吉 い 方 は 止め て くれ ,」 

「 オ レ は 経営 者 だ 」 

「 明 日 自動 車 の 申請 を し た ら 、 現 代 源田 で は も め る の で は な いか 」 


へ N 
「 多分 」 


「 大 丈夫 な の か 」 
「 申 請 す る けど いか が で し ょ うか と 吉 っ た ら ダ メ に な る 
「 どう する の だ 」 

「 い ま は グッ ドア イデ ア が な い 」 

「 シ ャ ワー を し て 寝る か ら 3 時 に 起こ し て くれ な いか 


「 3 時 に 起き て 書類 を 見 赴 す 

「 こ こ は 片 づけ て お く か ら 行 っ て くれ 」 

ヨウ ミン ソ の 社長 室 に は 、 ベ ッ ド も あり シャ ワー も あっ た 。 ヨ ウミ ン ソ は 、 
も う 出 て 行っ た 。 先 ノ 岬 は 、 器 を 洗い は じ め た 。 


〇 特許 と 自動 車 の 申請 

「 実は 昨日 の 方 か ら ヨ ウミ ン ソ の マナ ティ の 部 屋 に いる 」 

「 試作 3 号車 が で き て いて 今日 行政 に 申請 に 行く 」 

「 特許 も 申請 に 行く 」 

「 私 の 今日 は 、 独 立 採算 の 相談 に な っ て いる の で 、 お 昼前 に は ソウ ル 工 場 に 
入り ます 」 

「 お 昼 に 相談 し た いこ と が ある か ら そ っ ちの 用 事 が 終わ っ た ら 電 話し て 」 
ミス リー が 吉 っ た こと が 気 に な っ た 。 相談 し た いこ と と は 何だ ろう 。 し か 
し 、 今 は 、 出 か け な い と いけ な い |。 

ヨウ ミン ソ は 着替え て 、 シ ャ キ っ と し て いる 。 先 ノ 岬 も シャ ワー を し て ト 着 
を 着替え た 。 


ヨウ ミン ソ は 、 ス タッ フ に 、 マ ナ テ ィ を 布 で 覆う よう に 指示 し て いた 。 そ し 
て 、 ト レー ラー を 用 意 さ せ て いた 。 確 か に そう だ 。 車 を 運ぶ こと に な る 。 
まだ 8 時 30 分 だ っ た 。 先 に ソウ ル の 役所 に 行く と 喜 っ た 。 郊 外 に ある 。 そう 
遠く は な い 。 

「 よ く 知 っ て いる と ころ な の か が 」 

「 2 輪 車 の こと で 頻 役 に 出入 り し て いる 」 

「 マナ テ ィ の こと は 何 も 吉 っ て は いな いか ら 区 く だ ろう 」 

「 審査 に 時 間 が か か る し 現代 源田 に も 呼び 出し が いく 」 

「 ソ ウル 工場 の 澤田 に は 、 話 さ な い と いけ な い 」 

「 明 日 、 堺 に 行っ て 商品 開発 セン ター に 話す 」 

「 も う 後 戻り は で き な い 」 

「 わ か っ て いる ,」 

多分 、 大 き な 苦 難 が 予想 され る 。 葛 が 2 台 目 の マ ナ テ ィ を 盗ん だ の か 、 そ れ 


すら 見 当 も つか な い 。 

ヨウ ミン ソ は 、 ト レー ラー を 、 倉 庫 の よう な と ころ に 入れ た 。 顔 見 知り な の 
だ ろう 。 カ ギ を 開け て くれ た 。 ヨ ウミ ン ソ は 、 事 情 を 話し て いる の だ ろう 。 
立ち 話 を し て いる 。 

「 9 時 30 分 に 担当 が ここ に 来 て くれ る 」 

「 紹介 する 」 

「15 分 ある か ら コ ー ヒ ー に し よう ,」 

トレ ー ラ ー か ら 缶 コー ヒー を 持っ て きた 。 い つ 買 っ た の だ ろう 。 

「 私 は 東京 で 跡 を つけ られ て いる ,」 

「 私 が 今日 ソウ ル に 来る の は みん な 知っ て いる が 、 昨 日 の 夕方 か ら ソ ウル に 
入っ て いる こと は 知ら な い だ ろ う 」 

「 今 日 ゼ セン プ 終 わら せ て し まわ な いと 、 ジ ャ マ が 入る 」 

「 マナ ティ ー を 盗ん だ の も 、 今 日 の 日 の ジャ マ か も し れ な い 」 

「 明 日 か ら ど うな る か わか ら な い ,」 

「 私 に も し も の こと が あっ て も 、 ヨ ウミ ン ソ は 進め て くれ 」 

「 も し も の こと と は 何だ 」 

「 現代 源田 の 顧問 を クビ に な る こと だ 」 

「 わ か っ た ,」 


先 ノ 岬 が 考え て いる より は 簡単 に 書類 を 受け 取っ て くれ た 。 

マナ ティ も 、 専 用 の 仕切 っ た 部 屋 に ID め られ た 。 カ ギ が な いと 入れ な い 。 
何 度 も や り と り が ある の だ と ヨウ ミン ソ は 吉 っ た 。 

その まま 、 ト レー ラー の まま 、 特 許 庁 に 行っ た 。 こ っ ち も 、 ヨ ウミ ン ソ は 顔 
見 知り だ っ た 。 

フツ ウ は 、 弁 理 士 が 代行 し て くれ る の だ が 、 ヨ ウミ ン ソ は 、 自 分 で 全部 や っ 
て いる 。 弁理 士 で も ある 。 


〇 独立 採算 
ミス リー が 特許 庁 ま で 迎え に 来 て くれ た 。 
「 忙し い だ ろ つか ら 早 く 行 け 」 


ヨウ ミン ソ は 先 ノ 岬 に 先 に 出る よう に 行っ た 。 ま だ 、 特 許 の 審査 官 に 説明 を 
し て いな い 。 

「 書類 を 積む だ け だ 」 

「 ま だ 審査 は し な い 」 


「 何 か あ っ た の か ,」 

「 ボ トル の 会 社 が 気 に な る 」 

「 行っ た ん じゃ な い の か ,」 

「 様子 が お か し い 」 

「 ボ トル の 会 社 の 社長 の 態度 の こと か 」 

「 も う 1 社内 密 に 相談 で き な い か 」 
ミス リー は 、 パ ク ヨ ン ギ に 電話 し た 。 

「 ソ ウヨ ウ 社 長 と 相談 し て くだ さい 」 

「 至急 で す 」 

「 お 金 は わた し が 手配 する か ら 
金 型 を つく ら な く て は な ら な い 。 今度 は 、 先 ノ 岬 チー ム が 負担 し な いと 応じ 
な い だ ろ つう つう 。 も し か する と 、 使 わな いか も し れ な い の だ 。 何 も 起こ ら な いか 
も し れ な い 。 

「 時間 が な いか ら 立 ち 食い の お 昼 に し よう 」 


パク ヨン ギ と パク スジ ン と キム キン ホ が 待っ て いた 。 ミ スリ ー を リー ダー 
に 、 4 人 で 、 独立 採算 を する こと に な る 。 し か も 、 8 月 1 日 に さか の ぼっ て 
実施 する 。 

パク スジ ン は 、 8 月 1 日 か ら の 売上 を 日 別に 集計 し て いた 。 経費 も 日 別に 集 
計 し て いた 。 ま だ 多く な い の で 、 パ ソコ ン で 時 間 を か け な く て も で きる 。 

「 試算 表 が いる か どう か わか ら な いけ ど つ くっ て お いた 」 

パク スジ ン は 、 先 ノ 岬 チー ム の 試算 表 を つく っ て いた 。 全 員 パ ソコ ン を 見 て 
いた 。 い ろ い ろ あ る か ら 、 印 刷 し な いよ うに 、 ミ スリ ー に 吉 わ れ て いる 。 

「 縄文 の 原価 は 1 6 0 0 0 ウオ ン で 標準 原価 に し て ある 」 

「 在庫 の 金額 も 1 6 0 0 0 ウオ ン で 計算 し て ある ,」 

「 先 ノ 岬 チー ム の 在庫 は ネッ ト 販 売 用 の 5 0 0 台 く らい だ 」 


「 販売 単価 は 、 1 件 づつ 違う が 、 だ いた い 2 0 900 ウ オン くら いで 、 ネ ッ 
ト 販 売 は 3 8 0 0 0 ウオ ン だ 」 

「 8 月 の \ い まま で の P / L は この よう に な る 」 

「 多分 予想 で は 、 8 月 の 売上 は 、 3 万 個 で 、 売 上 額 が お 店 が 2 万 個 で 4 2 0 
0 0 万 ウオ ン と 通信 販売 が 1 万 個 で 3 8 0 0 0 万 ウオ ン の 合計 で 80000 
万 ウオ ン に な る ,」 

「 原価 が 4 8 0 0 0 万 ウオ ン な の で 3 2 0 0 0 万 ウオ ン が 限界 利益 に な る 」 
「 配達 運賃 が けっ こう か か っ て 、 多 分 、 1 0 0 0 万 ウオ ン か か る 」 

「 わ た し た ちの お 給料 は どう する の か 」 

計算 で くれ 。 

「 パ クス ジン と キム キン ホ で いい の か 」 

会 つら 

「 ソ ウル 工場 の 人 事 に 聞い て きた , 

「 4 0 0 万 ウオ ン だ ,」 

「 その 他 の 経費 で 1 0 0 0 万 ウオ ン を 予定 する 」 

「 限界 利益 は 、 多 分 、 2 9 6 0 0 万 ウオ ン に な る 

「 ソ ウル 工場 に 2 9 6 0 万 ウオ ン 払 うこ と に な る 」 

「 先 ノ 岬 チー ム に 残る の は 、 2 6 6 4 0 万 ウオ ン に な る 」 

日 本 円 の 計算 で は 、 お お ま か 、 7 千 万 円 の 売上 で 2 千 万 円 が 先 ノ 岬 チー ム の 
稼い だ 利益 に な る 。 

「 これ で いい の か ,」 
「 完璧 だ が どう し た の か 」 
隔 MK 
この 8 月 の 予想 P/L と B/S を 私 の パソ コン に 送っ て くだ さい 」 
「 今 送っ て 」 

ミス リー が 、 先 ノ 岬 の パソ コン の アド レス を パク スジ ン に 教え た 。 

パク スジ ン は まだ 若い 。 先 ノ 岬 は 、 ラ ッ キ ー だ と 感じ た 。 ネ ッ ト 販 売 の 問い 
合わ せ の 返事 を する か ら 15 分 休憩 に し て くれ と 吉 っ た 。 パ クス ジン は し っ か 
けり し て いる 。 


〇 澤田 二郎 の 公 き 
まだ 15 時 だ っ た 。 澤田 二郎 の 部 屋 に 行っ た 。 
「 今 日 来 て る ん で すっ て ? 」 
「 夕方 時 間 が あっ た ら 食 事 で も と 思っ た の で す が 」 
「 話 し が ある の で すか ? 」 
「 どう ぞ 、 今 時 間 が あり ます か ら 」 
今日 マナ ティ を 自動 車 と し て 申請 し た こと を 話 そ うと 思っ た 。 食事 を し な が 
ら の 方 が 、 落 ち 着い て 話せ る と 思っ た 。 
「17 時 に 女 関 で 待っ て いま す の で 」 
「 わ か り ま し た 」 
ミス リー は 、 も う 澤 田 の 秘書 の 席 に 座っ て いた 。 
先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー に そっ と メー ル を し た 。 
「 20 時 20 分 羽田 に 乗り た い の だ が 、 澤田 さ ん と 食事 を し な が ら マ ナ テ ィ の 
話し を し た い 」 
数 分 も か か ら な か っ た 。 
「 タク シー を 呼ん で 、 以 下 の 場 所 を 運転 手 に 見 せろ 
「 金浦 空港 に 近く な る の で 少な く と も 19 時 30 分 に は タク シー に 乗れ 」 
「 あ り が と う 」 


「 ミ スリ ー の こと や パク スジ ン と キム キン ホ の こと 、 い ろ い ろ あ り が と う ご 
ざい ます ,」 

「 し か も 部 屋 を 提供 し て いた だ いて ,」 

「 ま だ は じ ま っ た ば か りな の に 独立 採算 で きる と は 、 す ご い チ カラ だ と 思い 
ます 」 

「 話 し は 何で すか ? 」 

「 マナ ティ の こと で す 」 

「 縄 文 の こと は 社内 は 了解 し ます けど 、 マ ナ テ ィ は 離 も 賛成 し ませ ん よ ? 
「 私 は 、 あ くま で 、 現 代 源田 が 独自 路線 で や っ て いけ る か どう か の テス ト を 
し て いま す 」 

「 マナ ティ が 販売 で きる よう だ と 、 独自 路線 で も や っ て いけ る こと が 見 えて 


きま す 」 

「 あ くま で テス ト で す が 」 

「 今日 自動 車 と し て 審査 し て いた だ ける よう に 届け 出 を し まし た 」 

「 現代 源田 か ら で は な く て 、 生 産 を お 願い し よう と 思っ て いる ヨウ ミン ソ 社 
か ら で す ,」 

澤田 二郎 は 、 箸 に 摘 ま ん で いた 料理 を 、 落 と し て し まっ た 。 

澤田 は 、 そ の まま 手洗 い に 立 っ た 。 

先 ノ 岬 は 、 何 か を 読ま な けれ ば な ら な いと 思っ た 。 

澤田 二郎 が 、 先 ノ 岬 に 、 表 面 上 好意 的 だ っ た の は 、 先 ノ 岬 の や っ て いる こと 
が 、 澤 田 の ジャ マ を し な いこ と だ 。 縄文 と マナ ティ は 、 澤田 が 、 自 動車 の 会 
社 に 、 電 子 コ ント ロー ル 部 品 を 売っ て いる こと と は 異な る 。 本流 に は 口 を 出 
し て ほし く な か っ た 。 

し か し 、 こ こ に き て 、 澤 田 の 態度 が お か し く な っ て いる 。 微 妙 に で ある 。 好 
意 的 で は な く な っ て き て いる 。 今 の 驚き は な ん だ ろう か 。 

「 私 は 現代 源田 の ソウ ル の 社長 と は いっ て も 一 社員 で す 。 明 日 川口 へ 行っ 
て 、 み な さん と 相談 し て くだ さい 」 

「 私 は 、 先 ノ 岬 さん か ら 、 今 日 、 自 動車 と し て の 審査 申請 を し まし た と 、 お 
聞 き し まし た 」 

「 私 は 、 何 も コメ ント で きま せん 」 

「 多分 、 條 田家 の みな さん も 反対 だ と 思い ます 」 

「 私 に は 、 先 ノ 岬 さん が 、 ど うし て そこ まで や ろう と する の か 、 不 思 議 で 
す 」 

「 顧問 か ら 取 締 役 に な り た い の で すか ? 」 

「 そ の つも り は 全く あり ませ ん 」 

「 聞 く と ころ に より ます と 、20 万 円 の 報酬 で し ょ ? 」 

「 交通 費 と 

「 どう し て そこ まで や る の で すか が , 

「 私 は 、 新 し い 現 代 源田 を つく る こと が で きま す 」 

「 そん な こと は 誰 も 頼ん で は いま せん 」 

「 あな た の 役割 は 、 篠 田 三 大 郎 さ ん を 立派 な 社長 に する こと じゃ な いん で す 
か ?」 


「 立派 な 社長 に する こと は 、 立 派 な 会 社 に する こと で す 」 
まだ 19 時 だ っ た が 、 澤田 は 時 計 を 見 た 。 

「 先 ノ 岬 さん は 、 明 日 川口 へ 行か な いと いけ ませ ん 」 

「 今 日 の こと を みな さん に 話さ な いと いけ ませ ん 」 

「 私 が 電話 し まし た 」 

「 9 時 30 分 に 、 み な さん 待っ て いま す 」 

「 わ かり まし た , 


〇 全員 マナ ティ に 反対 し て 

「 お は よう ご ざい ます 」 

8 時 30 分 に 松下 三郎 の と ころ へ あい さ つ に 行っ た 。 

「 9 時 30 分 に みな さん 集まり ます ,」 

「 先 に 独立 採算 の 話し を し た 方 が よい と 思い ます 」 

「 ありがとう ご ざい ます 

松下 三郎 も 、 マ ナ テ ィ を 自動 車 と し て 審査 請求 し た こと を 知っ て いる 。 多 
分 、 ア ッ と いう 間 に 、 こ の 情報 は 流れ て いる 。 


「 縄 文 が ソウ ル で 販売 され て いて 、 現 代 源 田 プ ブラ ンド で 、 縄 文 と いう ネー ミ 
ング で す ,」 

「 私 は 、 現 代 源 田 が 、 自 分 の ブラ ンド で 生き 残れ る か どう か 、 テ スト を し て 
いま す 」 

「 そ の テス ト を 、 独 立 採算 で や る こと に な り ま し た 」 

「 そ の 報告 を 先 に させ て いた だ きま す 」 

「 そ れ は わか っ て いる 」 

佐藤 又 十 郎 が 吉 っ た 。 

「 マナ ティ と つなが っ て いま す の で 」 

先 ノ 岬 は 、 5 分 で 終わ ら せ な いと いけ な いと 思っ た 。 8 月 の 売上 が 7 千 万 円 
で 独立 採算 の 経常 利益 が 2 千 万 円 で ある こと を 印象 づけ な いと いけ な い 。 
「 私 は 、 あ くま で 、 現 代 源 田 の プラ ンド で 商品 を 販売 する と いう 、 独 自 路線 
の テス ト を し て いま す 」 


「 そこで 扱う 商品 は 、 い まま で 、 現 代 源田 が や っ た こと の な い 商 品 で な けれ 
ば 成立 し ませ ん 」 

52 に に の 1 の で ます 

「 これ は 、 昨 日 ソウ ル の 行政 に 、 自 動車 と し て の 審査 請求 を し た 、 マ ナ テ ィ 
の 3 台 目 の 試作 車 で す 

「 販売 に 至れ ば 生産 を 担当 し て いた だ く こ と に な る ヨウ ミン ソ 社 の ビル の 駐 
車場 を 簡単 に 昇 り ま す 」 

「 確 か に 1 人 乗り や 2 人 乗り 自動 車 に は 、 大 き な マ ー ケ ッ ト が 期待 で きま せ 
ん が 、 現 在 、 現 代 源田 の お 得意 先 と の マサ ツ を 避け る た め に も 、 見 向き も さ 
れ な い マ ー ケ ッ ト で 、 テ スト し た 方 が よい と 思い ます 」 

「 現代 源田 が 自分 で 自動 車 を 販売 する な ど 、 と ん で も な いこ と で す 」 

「 も し も の こと が あれ ば 、 現 代 源田 は 潰れ ます 」 

源田 雄 二 が 吉 っ た 。 

「 生産 販売 元 が ヨウ ミン ソ 社 で す が 、 私 も 、 そ の 会 社 の 無償 の 顧問 に な っ 

て 、 責 任 を 分 担 し ます 」 

「 現代 源田 は 、 マ ナ テ ィ の 販売 者 で す 」 

「 し ば らく 、 こ うす る し か 方 法 は な いと 思い ます 」 

「 現代 源田 の 責任 を 逃れ る こと な ん か で き な い 」 

「 最 小 に し た い だ け で す ,」 

「 テ スト だ っ た ら ヨ ウミ ン ソ 社 の 名 前 で や っ て も ら っ た ら ど うだ 」 

「 う まく いっ た ら 現 代 源田 が 引き 継 で の で すか ? 」 

「 テ スト だ か ら 」 

「 ヨ ウミ ン ソ 社 は 、 私 が 現代 源田 の 顧問 だ か ら 、 現 代 源 田 の た め に 手伝っ て 
いる の で す ,」 

「 こ の 仕事 を 現代 源田 が 中 止 す れ ば 、 ヨ ウソ ン ミ 社 は 、 自 分 で 生産 し て 販売 
する だ け で す 」 

「 これ を チャ ンス と 視 る か 、 ビ ンチ と 視 る か で す 」 

「 私 は 、 現 代 源田 の た め に 、 チ ャ ンス を つく っ て いる つも り で す が 、 現 代 源 
田 の 人 は 、 私 が 、 ピ ンチ を 持っ て き て いる と 感じ て いる の か も し れ ま せん 」 
「 昔 、 創 業者 が 、 源 田 タ カビ か ら 電 子 コ ント ロー ル に 大 きく 飛躍 し まし けど 、 
会 社 に は 、 こ うい うこ と が 欠か せま せん 」 


「 先 ノ 岬 さん に 吉 わ れ た く な い 」 
佐藤 又 十 郎 が 、 苦 々 し く 吉 っ た 。 
延々 と 、 み ん な が 吉 い た いこ と を 吉 っ た 。 
「 も し 売る よう に な っ て も 、 月 に 10 台 以上 売ら な いよ うに し て くだ さい 」 
「 こ れ は テス ト だ か ら 」 
「 月 に 10 台 以上 に な り そ う だ っ た ら 、 ま た 集まり ます ,」 
篠田 由美 子 が 吉 っ た 。 
議長 で ある 篠田 三太郎 の コメ ント も な いま ま 、 全 員 が ノー ト を た た ん だ 。 


「 製造 販売 社 を ヨウ ミン ソ 社 で いい か 、 責 任 を すべ て か ぶる 」 
「 私 も 願 問 で 入っ て 個人 的 に 責任 を 負担 する 」 

「 報酬 は いら な い 」 

「 現代 源田 は 販売 代理 店 だ 」 

「 し ば らく テス ト だ か ら 月 に 10 台 以上 売ら な い 」 

「 何 も 問 題 は な い 」 

「 今 で も 2 輸 車 で 同じ こと を や っ て いる 」 


「 も う ダ メ か と 思っ た 」 

「 澤田 さ ん か ら 何 か 間 いた の か ,」 

「 マナ ティ は 今日 死ぬ 」 

「 マナ ティ を 生か し て る の は 奥様 だ け な の ? 」 


へ N 
「 多分 」 


「 社長 は ? 」 

「 よ くわ から な い 」 

「 じゃ 一 毎 月 10 台 売れ る まで は マナ ティ 生き て る の ね ,」 
『 宅 うだ 」 


縄文 の ボトル の 金 型 が 壊さ れ て 


〇 ミス リー か ら の 緊急 電話 

先 ノ 岬 は 、 ず っ と 考え て いた 。 ヨ ウミ ン ソ の オフ ィ ス に 侵入 し て マナ ティ を 
盗ん だ の は 誰か 。 バ ッ ク ア ッ プ パソ コン に 気づか な か っ た か ら 助 か っ た が 、 
フツ ウ だ っ た ら 、 あ そこ で 諦め る 。 

考え て も 、 証 拠 も 何 も な い 。 う わ さ が 流れ る で も な い 。 

ヨウ ミン ソ は 、 マ ナ テ ィ の 手作り 生産 体制 を 整え る 作業 を し て いた 。 責任 者 
を 決め た と メー ル が きた 。 キム ハヌル 56 オ で 、 品 質 管 理 の 専門 家 ら し い 。 

「 は じ め ま し て キム ハヌル で す 」 

キム ハヌル は 、 日 本 語 が で きる 。 

「 日 本 の 会 社 に 勤め て いま し た 」 

「 自動 車 の 会 社 で す 」 

「 品質 管理 を 勉強 し まし た 」 

「20 年 勤め て いま し た 」 

「 故障 し な い 自 動車 を つく る 自信 が あり ます 」 

夕方 だ っ た 。 キ ム ハ ヌ ル と 電話 し て いた 。 ミ スリ ー か ら 電 話 だ っ た 。 

「 キム ハ ヌル よろ し く お 願 いし ます 」 

「 も し も し 」 

「 す ぐに 来 て 」 

「 どう し た ん だ 」 

「 ボ トル の 金 型 が 壊さ れ た 」 

「 どう いう こと だ ? 」 

「 夜 中 に 縄文 の 金 型 に 傷 を つけ られ た 」 
先 ノ 岬 は 、 国 分 寺 の マン ショ ン の ガス や 電気 を 確か め た 。 こ こも 危な いか も 
し れ な いと 、 一 瞬 思 っ た 。 出かけ る 時 は 、 常 に 、 メ モリ ー ス ティ ッ ク に バッ 
クア ッ プ し て 持ち 歩く 。 し か も 、 マ ンション の パソ コン を バッ クア ッ プ し 
て 、 小 型 の パソ コン を 持ち 歩い て いる 。 どこから でも メー ル や ネッ ト が 使え 
る 。 


先 ノ 岬 は 、 バ ッ ク ア ッ プ を は じ め た 。10 分 は か か る 。 明 を 剃っ て 髪 
が ら ミ スリ ー と 話し て いた 。 

「 も う 1 社 、 ボ トル を つく っ て も ら う こと に し て あっ た けど 」 
「 い ま 、 パ ク ヨ ン ギ が 向かっ て いる 」 

「 も う 夕 方 だ けど 、 気 が つか な か っ た の か 」 

「 お昼 か ら 2 0 0 個 成形 し た 時 点 で わか っ た 」 

「 傷 は 自然 に で きた も の で は な い の か 」 

「 八 ンマ ー で H 還 か な いと つか な いよ うな 傷 だ 」 

「 どう し て 夜 に 傷つけ られ た と わか る ん だ ,」 

「 2 面 あ る が 、 2 面 と も 、10 時 に 、 仕 舞っ た か ら だ 」 

「 2 面 と も 傷 が ある の か 」 

「 そう だ 」 

「 誰か 入っ た 形跡 が ある の か ,」 

「 窓 が 壊さ れ て いる 」 

「 警察 に 連絡 し た の か 」 

ak 

「 修復 は で きる の か 」 

「 修復 が で き な い ほど 大 きい 傷 だ 」 

「 パ ク ヨ ン ギ か ら 連 絡 あ っ た ら 電 話 を し て くれ 」 


ほ を 整え な 


先 ノ 岬 は 、 落 ち 着い \ て いた 。 こ の マン ショ ン も 危な い 。 ガ ス の 元 栓 も 締め 


て 、 電 気 の メ イン スイ ッ チ も 切っ た 。 


羽田 で 20 時 の 便 に 乗る こと が で きた 。 
NR 
金浦 空港 で 待っ て る 」 
「 澤 田 さ ん は 大 丈夫 か ? 」 
「 今 日 は 川口 に 行っ て いる 」 
「 パ ク ヨ ン ギ か ら 何 か 吉 っ て きた か ,」 
「 金 型 屋 さん は 進ん で いる 明後日 完成 する そう だ 」 
「 3 日 くら いい 生産 で き な い の か 」 


先 ノ 岬 は 、 誰 か が 、 先 ノ 岬 チー ム の ジャ マ を し て いる こと が 確実 に な っ た と 


思っ た 。 マ ナ テ ィ 2 号 が 盗ま れ て 、 縄 文 の 本 金 型 が 2 つと も 壊さ れ た 。 も 
う 、 確 実 だ 。 誰 だ か わか ら な い が 、 本 性 を 現し て きた 。 マナ テ ィ の 時 は 、 こ 
れ で 終わ り と 思っ た だ ろう が 、 ア ッ と いう 間 に 復 元 し て 、 自 動車 の 審査 請求 
まで し て し まっ た 。 特許 も 出願 し た 。 多 分 、 秒 い た し 慌て て いる だ ろう 。 今 
度 は 、 縄 文 の 金 型 で ある 。 多 分 、 こ れ で し ば らく は 、 立 ち 上 が れ な いと 思っ 
て いる だ ろう つ 。 


ボトル の 生産 会 社 の 近く に 着い た 時 は 、11 時 を 回 っ て いた 。 

「 縄 文 の ボトル の 金 型 が 壊れ た そう だ けど 」 

澤田 か ら 電 話 が きた 。 

「 今 ボトル の 工場 に 来 て いる が 、 侵 入 さ れ て 夜中 に 故意 に 傷 を つけ られ た ら 
し い 」 

「 生産 の 時 に ムリ を し て 傷つけ た の で は な い の か 」 

「 す ぐに 新しい 金 型 を 発注 し て くれ 」 

「 訴え た り し な いよ うに 」 

「 世間 に は 知ら れ た く な い 」 
澤田 は 、 金 型 運搬 中 の 事故 に し ろ と 喜 っ て いる 。 


「 ミ スリ ー 道 を 変え て くれ 」 

「 ミ スリ ー も う 1 つの ボトル の 生産 会 社 に 行っ て くれ ,」 

「 社長 も 待っ て いる し 、 も う 着 くけ ど ,」 

「 電 話し て 、 車 が 混ん で いる と 吉 っ て くれ ,」 

ミス リー は 、 こ うい う 時 に 、 先 ノ 岬 が 、 何 を 考え て いる の か 、 よ くわ か ら な 
く な る 。 

も う 1 つの ボトル の 生産 会 社 も 、 そ ん な に 遠く で は な いと 聞い て いた 。 た 
だ 、 競 合 の 会 社 で ある 。 情報 は 漏れ な い 。 

ミス リー は 、 夜 中 に 申し 訳 な いと 、 何 度 も 謝っ て 、 も う 1 つの ボトル の 会 社 
の 社長 に 、 工 場 に 来 て も ら っ た 。 

「 どう し た の だ 」 

ハル ンジ ウン と いう いか に も 意思 の 強 そ うな 中 年 の 男 だ っ た 。 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 を 紹介 し た 。 韓 国語 し か 話せ な いと 吉 っ た 。 


「 実 は 、 縄 文 の 金 型 が 、 傷 つい て 生産 で き な く な っ て いる 」 

「 2 日 後に 金 型 が で きる らし い が 、 そ の まま 生産 を お 願い し た い 」 

「 生産 ロッ ト は 1 万 だ 」 

「 ジ ュ ソ ン 電 子 の ソウ ヨウ 社長 に は 、 こ れ か ら 会 う の で 、 お 願い を し て お き 
ます 」 

「 承知 し た 」 

いた っ て 簡単 だ っ た 。 価格 を 聞か れる わけ で も な く 、 祭 件 を 付け られ る わけ 
で も 、 な ぜ 金 型 が 壊れ た の か 、 聞 か れる こと も な か っ た 。 

「 ミ スリ ー お 願い し ます 」 

「 車 が 室 いて きま し た 」 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 の や り 方 が 、 少 し は わか る よう に な っ た 。 誰 か が 、 ジ ャ 
マ を し て いる の だ が 、 そ の ジャ マ を 、 無 に し よう と し て いる 。 ゼ ロ に 返 そ う 
と し て いる 。 2 日 後に は 、 ボ トル の 生産 が 可能 に な っ た 。 在 庫 切れ に も な ら 
な い 。 3 日 分 の 生産 で ある 。 マ ナ テ ィ が 盗ま れ た 時 も 、 同 じ よ うに し た 。 盗 
まれ た こと を 無 に し て し まっ た 。 

ミス リー は 、 車 か ら ソ ウヨ ウ 社 長 に 電話 を し た 。 

「 先 ノ 岬 が 、 今 、 ハ ンジ ウン と 会 っ て 、 2 日 後に ボトル の 生産 を は じ め る こ 
と を 約束 させ た 」 

「 ロ ッ ト も 価格 も 同じ だ 」 

「 よろ し く お 願 いし ます 」 

多分 、 壊 され た 金 型 工場 で 待っ て いる 。 ミ スリ ー が 、 電 話 で 知ら せ た の は 、 
良かっ た と 、 先 ノ 岬 は 思っ た 。 


「 こ の 金 型 は 、 私 の 費用 で つく っ た も の だ 」 

「 同 じ も の を すぐ に 発注 し て くれ .」 

ジュ ソン 電子 の ソウ ヨウ 社長 は 、 ボ トル の 会 社 に 吉 っ た 。 

「 これ は 事件 だ 」 

「 同 じ こ と が また 起こ る か も し れ な い 」 

「 警察 に 頼ん で ある の で 片 づ く まで 発注 は で き な い 」 

ボトル の 会 社 の 社長 は 、 し ば らく は 、 縄 文 の ボトル の 生産 を し た く な いと 、 
か た く な な 態度 だ っ た 。 


「 ミ スリ ー、 今 日 は 遅く な っ た の で 、 明 日 また 相談 する と 吉 っ て くれ な い 
か 」 


「 どう する の か , 

「 わ た し の マン ショ ン の ソフ ァ ー で 良かっ た どう ぞ 」 

「 ミ スリ ー、 後 の 車 は ボトル の 工場 か ら 後 に いる 

「 ミ スリ ー の マン ショ ン に 入っ た ら タ イ ヘ ン な こと に な る 」 

ミス リー は 、 電 話 を し た 。 少 し 遠い が 、 最 初 に ソウ ル に 来 た 時 に 泊まっ た ホ 
テル に 行く と 吉 っ た 。 

「 ホ テル まで 来る か な 」 

高速 を 通ら な けれ ば な ら な い 。 ず っ と 後に いた 。 

ミス リー は 、 フ ロン ト に 電話 を し た 。 先 ノ 岬 と 名 乗る か ら お 願い だ と 吉 っ 
た 。 

ミス リー は 、 先 ノ 岬 を 降ろ し て 、 そ の まま 立ち 去っ た 。 後 に いた 車 は 、 1 プ 
ロッ ク 先 に 止ま っ て いる よう だ っ た 。 靴 の 様子 を 探る し ぐさ を し て 、 ミ ス 
リー を 追う か 、 見 て いた 。 

車 は 、 その まま だ っ た 。 追 っ て いる の は 、 先 ノ 岬 だ 。 


〇 し ば らく 販売 中 止 に し ろ 
翌日 だ っ た 。 三枝 湊 に 、 朝 1 番 で 電話 を し た 。 
「 多分 、 3 日 生産 で き な い だ け だ か ら 、 あ まり 影響 は な いと 思い ます 」 
先 ノ 岬 は 、 余 計 な こと は 、 何 も 吉 わ な か っ た 。 多分 、 人 篠田 三太郎 に も 篠田 由 
美子 に も 、 す ぐ 伝 わる だ ろう 。 佐 藤 又 十 郎 に も だ 。 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
先 ノ 岬 は 、 澤 田 二 郎 の 部 屋 に 入っ た 。 
「 し ば らく 販売 中 止 に し た ら ど う で すか ? 」 
意外 な こと を 、 い き な り 澤田 二郎 が 吉 っ た 。 3 日 間 生 産 が で き な い だ け だ と 
喜 お うと し た 。 
「 1 力 月 で は 金 型 は つく れ ま せん 」 
「 お 客 さ ま に も お 店 に も 迷惑 が か か る し 、 は っ きり させ た 方 が いい で す 」 


「 今日 、 も う 1 度 ボ トル の 会 社 に 伺い ます の で 、 夕 方 に 電話 し ます 」 
お か し な こと に な っ て し まっ た 。 数 分 前 に 、 三 枝 に 、 3 日 間 の 生産 が で き な 
く な っ た だ け だ と 話し た 。 し か し 、 ソ ウル に いる 澤田 に は 、 3 日 間 の 生産 が 
で き な く な っ た だ け だ と は 吉 わ な か っ た 。 
ハル ンジ ウン の こと を 、 知 られ た く な か っ た 。 

「 ミ スリ ー、 私 の 甚だ けど 、 ハ ンジ ウン の こと は 、 誰 に も 話さ な いで くれ 」 

「 パ ク ヨ ン ギ に も 伝え て くれ ,」 

「 先 ノ 岬 は どこ に いる の か , 

「 タ クシ ー で ソウ ヨウ に 会 い に 行っ て いる 」 

「 どう し た ん だ 」 

「 私 を 車 が 追っ て いる 」 

「 澤 田 さ ん は 、 し ば らく 販売 中 止 に し た ら ど うか と 吉 っ て いる 」 

「 わ た し が 聞か れる と 思う けど どう し よう 」 

「 先 ノ 岬 が 決め る と 吉 っ て くれ 」 

「 澤田 さん を 疑っ て いる わけ で は な い が 、 ハ ンジ ウン の こと は 、 知 られ た く 
な い 」 

「 す ぐ パ ク ヨ ン ギ と パク スジ ン と キム キン ホ に 話す 」 
先 ノ 岬 は 、 朝 、 ミ スリ ー に 、 迎 え に 来 な く て いい と 吉 っ た 。 タ クシ ー だ っ た 
が 、 ず っ と 、 車 が 、 後 に いた 。 今 も だ 。 
キム ハヌル か ら 電 話 が きた 。 

「 審査 が は じ ま っ て 、 説 明 に 、 ヨ ウミ ン ソ と 今 か ら 行 く 」 

「 わ か っ た 、 あ り が と う 」 

「 ソ ウル に いる けど 会 えな いと 伝え て くれ 」 


ソウ ヨウ 社長 は ボトル の 生産 会 社 に 行っ て いた 。 金 型 の 修復 の こと だ ろう 。 
修復 は 難し い 。 ハ ンジ ウン で 生産 する ボトル の 金 型 は 、 先 ノ 岬 チー ム で 負担 
し よう と 思っ た 。 ソ ウヨ ウ の 負担 が 大 きい と 、 チ カラ も 入ら な く な る 。 

先 ノ 岬 は 、 近 く の 、 韓 国 料理 の お 店 を 聞い た 。 食堂 で ある 。 お 昼 の 定食 屋 さ 
ん で ある 。 

朝 か ら 後 に いる 車 が 1 0 0 メー トル くら い の と ころ に 止ま っ て いる 。 そ の 横 
を 通る こと に な る 。 車 は 、 動 か な か っ た 。 


横 を 通る 時 に 、 中 の 様子 を 察し た 。 カ ー テ ン が 下ろ し て あっ た 。 高級 車 だ 。 
ナン バー を 覚え た 。 多分 、 男 が 1 人 だ 。 サ ング ラス を し て 前 を 向い て いる 。 
育 広 で ある 。 

先 ノ 岬 に は 、 用 事 が 何 も な い 。 早 く 、 ハ ンジ ウン で の ボトル の 生産 が は じ 

まっ て ほし いと 願う だ け だ 。 ゆ っ くり ご は ん を 食べ た 。 先 ノ 岬 チー ム の ジャ 
マ を し て いる 悪魔 は 、 縄 文 が し ば らく 生産 で き な く な る と 思っ て いる 。 窮地 
に 陥っ て 、 販 売 中 止 の 圧力 を 防げ な いと 思っ て いる 。 こ の 崩壊 の シナ リオ に 
は まっ て は いけ な い 。 

今 大 事 な こ と は 、 ハ ンジ ウン の ボトル の 生産 を ジャ マ さ れ な いこ と だ 。 

先 ノ 岬 は 、 ネ ッ ト で 車 の レン タル の お 店 を 探し て 、 電 話 を は じ め た 。 3 件 目 
の 電話 で 、 見 つか っ た 。 

「 お客 さん の 名 前 は 吉 え な い 」 

先 ノ 岬 に は 、 後 か ら 追 っ て いる 車 が 、 レ ンタ ル 車 で ある こと が わか っ た だ け 
で も よい 。 そ う 簡 単に は 、 姿 を 見 せ そ うに な い 。 

レン タル 車 の ホー ムペ ー ジ の ショ ー ト カッ ト を つく っ て お いた 。 現代 源田 の 
ソウ ル 工 場 に 近かっ た 。 


先 ノ 岬 は 、 そ の まま 、 金 浦 空港 に 向かっ た 。 

ハン ジウ ン を 知ら れ た く な い の だ が 、 先 ノ 岬 が 、 ソ ウル に いな い 方 が よい と 
思っ た 。 縄 文 の 金 型 を 傷つけ た が 、 先 ノ 岬 の 次 の 手 を 知り た が っ て いる こと 
は 確実 で ある 。 

「 いま 金浦 空港 で 羽田 に 帰る 」 

「 静 か に 、 ハ ンジ ウン の ボトル が 生産 され て 、 3 日 間 、 縄 文 の 生産 が で き な 
か っ た だ け と いう 状況 を つく っ て くれ ,」 

「 私 が ソウ ル に いる と 、 私 が 何 か す る だ ろう と 思っ て 追っ て くる 

「 わ か っ た 」 

ミス リー に 、 電 話 を し な いで 、 ケ ー タ イメ ー ル に し た 。 


「 縄文 の 金 型 の 修復 交流 を し て いる の で 、 2 日 くら い 待 っ て くれ 」 
先 ノ 岬 は 、 国 分 寺 の マン ショ ン の 近く か ら 澤 田 に 電話 を し た 。 


〇 グチ ャ グチ ャ の マン ショ ン 

先 ノ 岬 は 、 カ ギ を 開け る 時 に 、 お か し いと 思っ た 。 カ ン で ある 。 ガ ス も 電気 
も 、 元 を 締め て 出 た 。 

部 屋 は グチ ャ グチ ャ だ っ た 。 パ ソコ ン が な か っ た 。 

すぐ に ミス リー に 電話 を し た 。 

「 帰り の 車 の 中 」 

「 私 の マン ショ ン が 荒らさ れ て パソ コン も 持っ て いか れ た 」 

「 明 日 か ら 毎日 、 先 ノ 岬 チー ム の パソ コン を バッ クア ッ プ し て 、 ヨ ウミ ン ソ 
の マナ ティ の 部 屋 に 持っ て 行っ て くれ ,」 

「 交代 で も いい か ら 、 誰 か が 、 必 ず や る よう に 」 

「 ジ ュ ソ ン 電 子 と ハン ジウ ン の 工場 に 、 警 備 保障 を つけ る よう に 、 私 が 今 か 
ら 電 話 を する 」 

「 パ ク ヨ ン ギ と パク スジ ン と キム キン ホ に は 、 自 分 の パソ コン を バッ クア 

プ し て お く よ う に 吉 っ て くれ 」 

「 ミ スリ ー も 気 を つけ る よう に 」 

「 今 か ら 帰 っ て 、 今 日 の バッ クア ッ プ を や る 」 

「 ヨ ウミ ン ソ に 伝え て くれ ,」 

「 わ か っ た 」 

先 ノ 岬 は 、 ヨ ウミ ン ソ に 電話 を し た 。 ミ スリ ー が 行く こと を 伝え た 。 マ ナ 
ティ の 部 屋 は 、 ビ デオ 監視 を し て いる 。 入口 も 1 ヶ所 だ 。 最 も 安心 で きる 。 
ソウ ヨウ と ハン ジウ ン に も 電話 を し た 。 

「 コ スト が 心配 だ っ た ら 先 ノ 岬 チー ム で 考え る 」 

先 ノ 岬 は 、 見 え ざ る 悪魔 が 打っ た 手 が 、 ま だ 効果 が 出 な いう ち に 打ち 消し て 
し まお うと し て いる 。 多 分 、 次 々 に や っ て くる 。 そ れ ほ ど ま で に 先 ノ 岬 チー 
ム を ジャ マ だ と 思う 悪魔 は 、 何 だ ろう か 。 

業務 用 パソ コン の 案内 メー ル が き て いた 。 

盗ま れ た パソ コン の 代替 え だ 。 明 日 朝 の 10 時 に 届け る と メー ル が きた 。 
この パソ コン の 全て は 、 最 新 の 状態 で バッ クア ッ プ し て ソウ ル に 行っ た 。 大 
丈夫 だ ろう 。 し か し 、 こ の 部 屋 の 掃除 が タイ ヘン だ 。 そ れ に 、 も う 1 つの 顧 
問 の 情報 が 流れ る こと が 心配 だ 。 


「 オ フィ ス の パソ コン が 姿 ま れ た 」 

「 顧問 と し て の 仕事 の 内 容 が 記載 し て ある 」 

「 何 も な いと は 思う が 、 お 知ら せい た し ます 」 

現代 源田 に は 、 何 も 知ら せな か っ た 。 

カン だ が 、 こ の 見 え ざ る 悪魔 は 、 現 代 源田 の 見 え ざ る 悪魔 だ 。 

先 ノ 岬 は 、 掃 除 を は じ め た 。 ドア か ら 入 っ た らし い 。 カ ギ の 会 社 に 電話 を し 
た 。 9 時 に 来る と 吉 っ た 。 カ ギ で は な い 先 ノ 岬 に し か 使え な いも の も 付け た 
か っ た 。 不 動産 会 社 に 電話 し た 。 慌 て て や っ て きた 。 


〇 電子 鍋 

2 日 間 、 先 ノ 岬 は 、 国 分 寺 の マン ショ ン か ら 動 か な か っ た 。 ミ スリ ー た ち 
も 、 静 か に し て いた 。 

「 今日 の 縄文 の 生産 は 2 0 0 0 個 ど っ た 」 

「 明 日 は 1 0 0 0 個 の 予定 」 

ミス リー か ら メ ー ル が きた 。 携帯 し て いる パソ コン あて だ ,」 

先 ノ 岬 は 、 復 活 し た 業務 用 の 、 こ の 部 屋 の パソ コン か ら 返 事 を し た 。 

「 もう 復活 し た の か 」 

「 こ の 部 屋 は 、 私 以外 に は 、 ミ スリ ー だ っ て 入れ な い 」 

先 ノ 岬 は 、 明 日 の 朝 流 す つ も り の メー ル を つく っ た 。 澤田 二郎 と 三枝 湊 で あ 
る 。 別 々 に 、「 縄 文 の 生産 を 再開 し た 」 で ある 。 


先 ノ 岬 は 、 堺 に 向かっ て いた 。 縄文 は 、 静 か に し て お きた い 。 毎 日 ほっ て お 
いて も 売上 が 増え る 。 今度 は 、 そ うそ う 簡 単に は 手出し が で き な い 。 心配 な 
種 は 、 現 代 源 田 の ソウ ル 工 場 の 、 先 ノ 岬 チー ム の 部 屋 だ 。 壊 され た ら 、 お 客 
さん の 情報 も 壊れ て し まう 。 ネ ッ ト 販 売 を や っ て いる し 、 お 店 へ の 卸 の 販売 
も や っ て いる 。 マ ナ テ ィ の 部 屋 や 、 縄 文 の 生産 工場 に 較べ て も 、 最 も 無防備 
だ 。 た だ 、 ソ ウル 工場 で 、 こ こ だ け 専用 入り 口 を つく る わけ に は いか な い 。 
多分 、 い まで も 、 ソ ウル 工場 の 人 な ら ば 誰 で も 入れ る の で 、 パ ソコ ン を 覗か 
れ て いる だ ろう つう 。 

「 先 ノ 岬 チー ム も 人 が 増え て 、 ネ ッ ト 販 売 の 在庫 品 も 増え て 、 場 所 が 困っ て 


いる 」 

「 使 っ て いな い 昔 の ガレ ー ジ を 使わ O せ て も ら え な いか 」 
先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー に 、 澤 田 に 出 そ う と 思っ て いる メー ル を 送っ て みた 。 ミ 
スリ ー か ら す ぐに 返事 が きた 。 

「 ジ ャ マ だ か ら 誰 も 反対 し な い だ ろ う 」 

「 今 の 4 倍 く らい 広く な っ て 動き や すく な る 」 

「 セ キュ リティ は どう する の か が 」 

「 外装 は ボロ の まま に し て お いて くれ 」 

「 警備 保障 を つけ て くれ 」 

「 夜 中 の こと だ 」 

「 指紋 認証 で 入れ る よう に し て くれ ,」 

「 わた し が お 昼 一 緒 に 食べ る か ら 話 す 」 

「 お 願い し ます , 


「 新 大 阪 で お いし い 弁 当 を 買っ て 行く か ら お 昼 は 用 意 し な いで くだ さい 」 
「 辛島 さ ん も で すか ? 」 

に 2 で す 」 

「 ソ ウル の 報告 が ある か ら 2 人 一 緒 に いる よう に お 願い し ます ,」 

「 了解 し まし た 」 

斎藤 咲 江 が こだわ っ て いる と 吉 っ た 。 部 屋 が キレ イ に な っ て いる 。 物 だ っ 
た 。 今 は 実験 室 に 見 える 。 物 性 室 だ 。 そ の 端 に 、 机 が 2 つ 置 いて あっ て 、 
テー ブル が ある 。 

片づけ て みる と 、 こ の 部 屋 も けっ こう 広い 。 

斎藤 咲 江 は 、 お 人 奈 を 煎れ た 。 

「 この お 弁当 だ けど 」 

2 段 重ね の 高級 弁当 だ 。 

「 お いし そう 」 

oe だ る 

「 い た だ きま す 」 

12 時 だ っ た 。 

食べ な が ら 、 先 ノ 岬 は 、 マ ナ テ ィ が 盗ま れ て 、 回 復 し た 話し を し た 。 1 回 目 


の 審査 が あっ た こと も 伝え た 。 

「 現在 決ま っ て いる こと は 、 も し 、 テ スト で マナ ティ を 売っ た と し て も 、 1 
月 10 台 以上 売ら な いこ と で す 」 

「 ヨ ウミ ン ソ の 会 社 に 、 マ ナ テ ィ の 部 屋 を つく っ て 、 開 発 は 、 す べ て ここ で 
や っ て 、 警 備 保障 も ビデ オ 監 視 が つい て いま す 」 

「 生産 準備 に 入っ て いて 、 キ ムル ハヌル と いう 品質 管理 に 強い 人 が 、 マ ナ テ ィ 
生産 の 責任 者 に な っ て いま す ,」 

「 ビ ル の 、 2 輸 車 の 工場 の 隣 の 室 き スペ ー ス を マナ ティ の 生産 場所 と し て 確 
保 し て いま す 」 

「 まだ 審査 が 通る か どう か 、 わ か ら な い 」 

「 審査 が 通っ て な い の に 生産 準備 を する の で すか ? 」 

「 ヨ ウミ ン ソ の 経験 で す 」 

「 縄文 の 金 型 が 2 つと も 、 何 者 か に よっ て 傷つけ られ た の で す が 、 も う 1 社 
ボトル の 会 社 を 準備 し て いて 、 縄 文 の 生産 を 再開 し まし た 」 

「 マナ ティ は 盗ま れ て 、 縄 文 は 金 型 を 傷つけ られ て 、 警 察 は どう し て いる の 
で すか ?」 

「 マナ ティ の こと は 、 警 察 に は 知ら せ て いま せん ,」 

「 な ぜ で すか ? 」 

「 私 も ヨウ ソン ミ も 、 素 早い 回 復 を し た か っ た か ら で す ,」 

「 盗 ん だ けど 、 意 味 が な か っ た こと に し た か っ た ,」 

「 警察 に お 願い する と 、 時 間 が か か っ て し まい ます 」 

辛島 明 人 も 斎藤 咲 江 も 、 マ ジマ ジ と 先 ノ 岬 を 見 て いた 。 

「 縄文 の 金 型 の 方 は 、 警 察 が 動い て いて 、 証 拠 品 と し て 、 金 型 2 面 を 提出 し 
て いま す 」 

「 も う 1 社 手 を つけ て いて よかっ た ん だ 」 

「 誰 で すか ? 」 

「 誰 だ か わか り ま せん が 、 先 ノ 岬 チー ム の 仕事 が うま くい か な いよ うに 、 
ジャ マ を し て いま す 」 

「 そ れ も 、 警 察 沙汰 に な る よう な 手口 まで 使っ て 」 

「 誰 で すか ? 」 

「 わ か り ま せん し 、 誰 だ か と いう こと は 、 あ まり 意味 が な いか も し れ ま せ 


ん 」 

COC で す の が 39: 

「 先 ノ 岬 チー ム を 潰し た いと いう 悪魔 の 問題 で す 」 

「 悪魔 で すか ? 」 

「 悪魔 だ か ら 、 人 を 見 た ら 、 見 えな く な り ま す 」 

「 現代 源田 の 悪魔 で すか ? 」 

SE 

「 私 た ちの 個人 に も 何 か あ る の で すか ? 」 

「 私 の マン ショ ン は 荒らさ れ て パソ コン が 盗ま れ ま し た ,」 

「 恐 が る か も し れ な いけ ど 、 辛 島 さ ん も 斎藤 さん も 、 現 代 源田 の 悪魔 が 恐 が 
る こと を や っ て いま す ,」 

「 新 し い 現 代 源 田 に 向かっ て いま す ,」 

「 古い 現代 源田 は 、 ど ん な 手 を 使っ て も 、 ジ ャ マ す る か も し れ な い ,」 
「 証拠 が な いか ら わ か り ま せん 」 

「 私 は 、 犯 人 探し に は 興味 が あり ませ ん 」 

「 どん な アク ドイ ジャ マ が あっ た と し て も 、 負 けた く な い 」 


斎藤 咲 江 の 電 子 鍋 の 説明 が は じ ま っ た の は 、15 時 だ っ た 。 

も うす で に 、 縄 文 の デザ イン も で き て いた 。 韓国 に は 鍋 の 料理 が 多い 。 料 理 
に よっ て 、 電 子 コ ント ロー ル が 異な っ て いる 。 料理 の ボタ ン を 押す こと に 
な っ て いる 。 

「 どう し て 韓国 鍋 を 知っ て いた の で すか ? 」 

「 友達 に お 店 で 働い て いる 人 が いま す ,」 

「 堺 で すか ? 」 

「 北 新地 で す 」 

北新 地 に は 、 韓 国 料 理 の お 店 が 多い らし い 。 

「 プロ の 鍋 に も 負け な い お い し い 鍋 料理 が で きま す 」 

「 電気 だ し 安全 だ し 」 

「 自動 的 に 電源 が 切れ る よう に な っ て いま す 」 

現代 源田 の 縄文 湯沸かし 器 の 特長 は 、 ス ピー ド が 早く て 安全 な と ころ だ 。 現 
代 源田 の 縄文 鍋 の 特長 も 、 ス ピー ド が 早く て 安全 な こと だ 。 


「 試 作品 を ミス リー に 送っ て 、 先 ノ 岬 チー ム で 使っ て も ら っ て くだ さい 」 


元 ノ 岬 の 危機 


〇 近況 報告 の 帰り の 事故 

先 ノ 岬 は 、 し ば らく 静か に し て いた 。 マナ ティ は 審査 が 続い て いる 。 自 動車 
と し て 審査 が 通ら な いこ と に は 、 ど うに も な ら な い 。 ヨ ウミ ン ソ か ら は 頻繁 
に 電話 が ある 。 生産 準備 の 進行 状態 を 知ら せ て くる 。 

「 2 輪 車 も お も し ろ い が マナ ティ も お も し ろ い 」 

先 ノ 岬 は 、 自 分 が 追わ れ て いる の で 、 何 も な けれ ば 、 ヨ ウミ ン ソ に 近づか な 
いよ うに し て いる 。 こ こ 1 週間 も 、 国 分 寺 の マン ショ ン か ら 出 て いな い 。 
縄文 は 、 順 調 で ある 。 

「 今 日 10 時 30 分 に 来 て くだ さい 」 

「 近況 を 報告 し て くだ さい 」 

篠田 由美 子 か ら 電 話 が あっ た 。 

も う 8 月 も 後半 に 入っ て いた 。 ま だ 縄文 を 販売 し て 1 力 月 で ある 。 ず っ と な 
が く や っ て き て いる よう な 気 が する 。 

先 ノ 岬 は 、 現 在 の 状況 を スラ イド に する こと に 、30 分 を 要 し な い 。 い つも 、 
すぐ に で きる よう に 、 準 備 だ け は 整え て いる 。 

「 9 月 入っ た ら す ぐに ガレ ー ジ に 引越 し を する 」 

「 引 越し が 終わ っ た ら 来 て くれ .」 

ミス リー か ら メ ー ル が きた 。 


10 時 30 分 に 役員 会 議 室 に 呼び こま れ た 。 

「 近 況 を 報告 し て くだ さい 」 

篠田 由美 子 が 吉 っ た 。 

先 ノ 岬 は 、 縄 文 の 売上 推移 を グラ フ で 示し た 。 金 型 が 壊れ た り リボ トル の 生産 
会 社 を 変更 し た り し た が 、 説 明 を し な か っ た 。 8 月 1 カ月 の 予想 を 説明 し 
た 。 お 店 で の 陳列 の 写真 を 説明 し た 。 

縄文 電子 鍋 を 準備 し て いる こと を 説明 し た 。 

マナ ティ は 、 審 査 が 2 回 あっ て 、 い ま の と ころ 順調 だ と 説明 し た 。 た だ 、 結 


果 が 出 な いと な ん と も 吉 え な い 。 

簡単 な 報告 だ っ た 。 マ ナ テ ィ が 盗ま れ た り 縄 文 の 金 型 が 傷つけ られ た り は 、 
全員 が よく 知っ て いる 。 そ れ は 、 近 況 で は な く な っ て き て いる 。 

「 縄文 は 日 本 で も 販売 で きま すか ? 」 

「 何 も 問題 は あり ませ ん 」 

「 社長 が 上 海 の 展示 会 に 参加 し ます の で 、 そ の 後 く らい に 、 報 告 し て くだ さ 
いい 」 

「 い つ で すか ? 」 

「 9 月 13 日 に 、 日 本 で の 縄文 の 販売 に つい て 報告 し て くだ さい ,」 

「 私 の 考え で よい の で すか ? 」 


街 島 直 美 が や っ て き て 、 お 昼 を 食べ に 出 た 。 近況 報告 を し て 、 そ の まま 川口 
に いて も 、 居 ずら い 。 

「 マナ ティ が 盗ま れ た ん で すっ て ?」 

「 え え 」 

「 縄文 も 金 型 が 壊さ れ た っ て 聞き まし た 」 

片 づ \ て いな か っ た ら 、 こ う や っ て お 昼 も 食べ に 出 ら れ な い 。 誰 が や っ た の 
か と 聞か れ て も 困る 。 

「 今 は 落ち 着い て いる 」 

「 先 ノ 岬 さん の や っ て いる こと は うま くい か な いっ て みん な 言 っ て いま す 」 
「 み ん な っ て 誰 で すか ? 」 

「 お じ さ ん た ち 」 

「 わ た し た ち は 応 援 し て いま す 」 

「 応援? 」 

「 際 な が ら 」 

「 どう し て で すか ? 」 

「 現代 源田 の 縄文 を ソウ ル で 買っ て きま し た 」 

「 現代 源田 の 漢字 が 入っ て いて 感激 し まし た 」 

と ん か つ 定 食 だ っ た 。 街 島 直 子 は 、 先 ノ 岬 と 話す 時 間 が な いと 思っ て いる の 
が か 早 軸 で し ゃ べつ っ た 。 

「 出張 で ソウ ル に 行っ た の で すか ? 」 


「 遊び に 行き まし た 」 

「 た だ 、 川 口 で は 、 縄 文 は 無視 され て いま す 」 
「 マナ ティ は も っ と 無視 され て いま す ,」 

「 先 ノ 岬 さん は 反乱 分 子 で す 」 

「 反乱 分 子 と ご は ん を 食べ て て いい の で すか ? 」 
「 わた し は 応援 し て ます 」 


電車 を 西国 分 寺 で 乗り 換え た 。 

少し 秋 の 気配 も 感じ られ る よう に な っ て いた 。 

下り の 電車 が 侵入 し て くる 気配 だ っ た 。 

いき な り 、 誰 か が 当たっ て きた 。 突き 飛ば され た 感じ で は な い 。 当たっ た 。 
「 す み ま せ ん 」 と いう 男 の 声 が し て 、 階 段 を か け 登 っ て 行っ た よう だ 。 

先 ノ 岬 は 、 そ ん な こと を 思い な が ら 、 線 路 に 、 身 体 が 墜ち て いく 自分 を 感じ 
電 。 

電車 まで 、 多 分 30 メ ー ト ル も な か っ た 。 電車 が 警笛 を 鳴ら し て 急 プ レー キ を 
か けた 。 多 分 、 1 牧 も か か ら な か っ た 。 ホ ー ム の 下 に 身体 を 投げ 出し た 。 電 
車 は 、 先 ノ 岬 を 通り 過ぎ て 、 止 まっ た 。 

少し じっと し て いる と 、 誰 か が 声 を か け て きた 。 

「 大 丈夫 で すか ? 」 

「 平気 で す 」 

「 電車 を 前 に 動か し ます の で その まま に し て お いて くだ さい 」 

「 わかり まし た 


国分 寺 の マン ショ ン で 、 た また ま の 事故 な の か 、 故 意 に 当て られ た の か 考え 
て いた 。 駅 で は 、 た また ま の 事故 だ と 吉 っ た 。 誰 か が 、 す み ま せ ん と 吉 っ た 
か ら だ 。 

見 え ざ る 悪魔 の 所 は 、 先 ノ 岬 に 向かっ て き て いる と 思っ た 。 し ば らく 前 か 
ら 、 ず っ と 追わ れ て いる 。 

「 お 前 を 級 し て お け ば 良かっ た 」 

先 ノ 岬 は 、 見 え ざ る 悪魔 の 優等 生 が 去る 時 、 こ う 吉 われ た こと が ある 。 先 ノ 
岬 は 挑戦 者 で ある 。 挑戦 者 さえ いな けれ ば 、 変 革 な ど な い 。 見 え ざ る 悪魔 の 


最終 手段 は 、 先 ノ 岬 を 消 そ つと する 。 


〇 9 回 目 の ソ ウル で の 事故 

「 明 日 ソウ ツウ ル の チー ム が 引っ 越し て いる の で 打ち 合わ せ を し て きま す ,」 
先 ノ 岬 は 、 松 下 三 郎 に 電話 を し た 。 

「 気 を つけ て ,」 

松下 三郎 は 、 い つも の よう に 吉 っ た 。 

三枝 湊 か ら 電 話 が か か っ て きた 。 

「 8 月 の 月 次 を 月 次 決算 の よう に まとめ て 、 6 日 まで 提出 し て くだ さい 」 
「 現代 源田 の 月 次 決算 と 合算 し ます 」 
Ei 

「 ソ ウル 工場 に 経常 利益 の 10% を 振り 込む こと は 、 6 日 以内 に 実行 し て くだ 
さい 」 

先 ノ 岬 は 、 確 認 の た め に 、 メ ー ル に し て 三枝 湊 に 送っ た 。 

先 ノ 岬 は 、 確 認 し て 、 ミ スリ ー に メー ル し た 。 

先 ノ 岬 チー ム は 、 動 き や す く な っ て いる 。 電気 掃除 機 や 冷蔵 庫 も 買っ て い 
る 。 


「 ミ スリ ー は 忙し いか ら 迎 え に 来 な く て いい 」 

「 澤 田 さん の 秘書 も し っ か りや ら な いと クビ に な る 」 

「 澤田 社長 に 話し て お く 」 

「 明 日 は いる の か 」 

「 澤田 社長 は 、 明 日 は ソウ ル 工 場 に いる 」 
先 ノ 岬 も 、 ソ ウル に 慣れ て き て いる 。 
タク シー で 、 現 代 源田 の ソウ ル 工 場 に 向かっ た 。 9 回 目 の ソ ウル だ っ た 。 途 
中 に スー パー マー ケッ ト を 見 つけ て 、 タ クシ ー を 降り て 、 売 場 を 見 た 。 ソ ウ 
ル の スー パー マー ケッ ト は デカ イ 。 
縄文 は 、 簡 単に 見 つけ る こと が で きた 。 前面 に 出し て 10 個 以上 も 並べ て あっ 
守 。 

「 宣伝 も し て いな い の に よく 売れ て いる 」 


お 店 の 方 の 評 も よかっ た 。 

先 ノ 岬 は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の 横 か ら 出 て 、 タ クシ ー を 待っ て いた 。 少 し 
車道 に 入り 込ん で 待っ て いた 。 

いき な り 、 黒 い 車 が 猛 ス ピー ド で 前 か ら 突 っ 込ん で きた 。 1 秒 も な か っ た の 
だ と 思う 。 右 手 の ト ラン ク と 身体 は 、 倒 れ 込ん だ が 、 左 手 の 、 ミ スリ ー た ち 
に 買っ て お いた お か し は 、 飛 ば され た 。 どこ まで 飛ん だ の か わか ら な い 。 先 
ノ 岬 も 、 瞬 間 に 右 に 倒れ 込ん だ 。 左 手 が 痛かっ た 。 紙袋 が ちぎ ざれ て いた 。 

一 瞬 だ っ た 。 た くさ ん の 人 が 見 て いた が 、 何 事 も な か っ た か の よう に 、 動 い 
て いる 。 先 ノ 岬 も 、 背 広 の 汚れ を は た いて 、 トラ ンク を 持っ た 。 左 手 の お か 
し は 、 ど こま で 飛ば され た の だ ろう 。 近所 に は 見 えな か っ た 。 

学生 らし い 若 い 男 が 、 飛 ば され た 紙袋 を 持っ て き て くれ た 。 

「 どう も あり が と う 」 

「 大 丈夫 で すか ? 」 

「 平気 で す 」 

先 ノ 岬 は 、 お か し の 包み を 小脇 に 抱え て 、 ま た タク シー を 待っ た 。 
先 ノ 岬 は 、 今 日 は 、 朝 か ら 、 追 われ て いる こと に 注意 を 払わ な か っ た 。 多 
分 、 金 浦 空港 か ら 追っ て 来 た の だ 。 


「 ミ スリ ー す み ま せ ん ーー お か し な ん だ けど 階段 か ら 落 と し て し まっ た ,」 
ミス リー は 、 先 ノ 岬 の 背広 の 汚れ が 気 に な つっ た 。 こ の お か し の 箱 の 潰れ 方 も 
尋常 で は な い 。 

ミス リー は 、 お か し を 開け て みた 。 中 の 包装 は 。 崩 れ て いな か っ た 。 

コー ヒー を 煎れ て いた ミス リー は 、 先 ノ 岬 を 手 揚 き し た 。 

「 襲わ れ た の ね 」 

「 2 回 目 だ 」 

「 ソ ウル で 2 回 な の か ,」 

「 日 本 の 電車 と ソウ ル の 自動 車 だ 」 

「 どこ も な ん と も な い ,」 

「 あな た が いな く な っ て 欲し い の ね 」 

「 当 うら じい ! 

ミス リー は 、 部 屋 の 説明 を は じ め た 。 4 倍 く らい の 大 き さ に な っ て いる 。 ガ 


レー ジ だ っ た の で 大 部 屋 だ 。 天 井 も 高い 。 

「 冬 は 寒 そ うだ が 」 

「 暖 房 は 考え る 」 

「 冷房 は つけ た の か ,」 

多分 、 今 は 道具 が 少な い が 、 ど ん どん 狭く な っ て いく の だ ろう 。 

ネッ ト 販 売 も や っ て いる 。 背 の 低い 間仕切 り で 仕切 っ て お 客 さ ん の 電話 を 受 
け て いる 。 ほ と ん ど 、 パ クス ジン が や っ て いる 。 

「 1 時 間 後に みん な 集まれ ます か ? 」 

「 お 昼食 べ て こよ つう,」 

「 澤 田 さ ん は 大 丈夫 な の か ,」 

「 い つも 澤田 社長 の 秘書 や っ て る 」 

少し 歩く が 韓国 料理 の お いし い お 店 が ある 。 フ ツウ の 定食 屋 さ ん だ 。 

「 わた し は 、 先 ノ 岬 は 、 毅 られ る の で は な いか と 思う 

歩き な が ら 、 ミ スリ ー は 吉 っ た 。 

「 理 想 的 に は 、 私 が 恐 が っ て 、 人 逃げ て いく こと が 望み だ 」 

「 いい! つも 、 悪 魔 の 作戦 は 同じ だ 」 

「 先 ノ 岬 は 逃げ な い の か 」 

「 わ た し た ち は 何 も な い の か ,」 

「 みん な は 危険 人 物 で は な い 」 

「 危険 人 物 っ て ? 」 

「 私 が いな く な っ た ら 継 続 で き な い 」 

「 縄文 も マナ ティ も な く な る の か が 」 

「 そう 思わ れ て いる 」 

「 わ た し は ガン バリ た いけ ど ム リ か な 」 

「 ミ スリ ー が 狙わ れる と 私 が 辛く な る 」 

「 こんにちわ びー」 

先 ノ 岬 に と っ て 、 仲 間 が 狙わ れる こと が 、 最 も 辛い 。 覚悟 の 問題 で ある 。 先 
ノ 岬 に は 、 現 代 源 田 の 顧問 を 引き 受け た 時 点 で 、 覚 悟 が で き て いる 。 自分 が 
衣 わ れる か も し れ な い 上 覚悟 だ ど 。 見 え ざ る 悪魔 と 戦う こと だ 。 し か し 、 パ ク ヨ 
ン ギ と パク スジ ン と キム キン ホ と ミス リー の 4 人 の ソウ ル の 先 ノ 岬 チー ム 

と 、 辛 島 明 人 と 昔 藤 咲 江 の 2 人 の 堺 の 先 ノ 岬 チー ム は 、 覚 悟 な する こと ば も 似 


合わ な い 。 戦い など と いう 状況 も 、 理 解 で き な い 。 ヨ ウミ ン ソ だ け は 、 同 じ 
挑戦 者 の 匂い が する 。 も し 先 ノ 岬 が いな く な っ て も 、 ヨ ウミ ン ソ は 、 引 き 継 
いで 、 マ ナ テ ィ の 発売 を 目指 す だ ろ つ 。 


〇 上 海 の 自 動車 の 展示 会 
「 上 海 の 自動 車 の 展示 会 に いる が 、 現 代 源 田 の プー ス は さん ざん だ 」 
「 今日 で 終わ っ た が 、 辛 か っ た 」 
「 誰 も 、 現 代 源 田 な ど 知ら な い 」 
「 展示 し て ある モノ は 、 あ り ふ れ た 自動 車 の 電子 コン トロ ー ル だ し 」 
世 受 着 の だ 
「 篠田 三太郎 は どう し て いる の だ 」 
「 社 長 は 1 人 で 張り 切っ て いた けど 仕事 は 何 も で き な か っ た と 思う 
「 何 を し て いる の だ 」 
「 後 始末 を し て ホテ ル に 帰っ て いる 」 
「 女性 を 出し て くれ た の か 」 
「 広報 だ か ら 仕 方 が な いと 吉 っ て いた 」 
街 島 直美 か ら 、 夜 遅く 電話 が あっ た 。 よ ほぼ ほど 辛かっ た の だ ろう 。 
確か に 、 展 示 会 で ガラ ガラ だ っ た ら 、 疲 れる 。 
「 先 ノ 岬 は 、 ど うし て 上 海 に 来 な い の か 」 
「 私 が 、 現 在 の 仕事 に 口 を 出す の を 好ま な い 」 
「 展示 の 内 容 に 魅力 が な い の に な ん で 上 海 ま で 来 て 展示 する の か よく わか ら 
な い 」 
街 島 直美 の 電話 は 、 次 第 に 不満 に 変わ っ て いっ た 。 先 ノ 岬 に は 、 じ っ と 聞く 
し か な か っ た 。 
「 商品 開発 セン ター か ら も 展示 の 応援 に 行っ て いた の か ,」 
「 商品 開発 セン ター が 応援 じゃ な く て 展示 者 だ 」 
「 わ た し は 応援 し て いる 」 


先 ノ 岬 は 、 縄 文 の 日 本 で の 販売 案 を 考え て いた 。 
街 島 赴 美 か ら の 電話 は 、 縄 文 の 日 本 で の 販売 案 を つく る 助け に な っ た 。 


〇 縄文 の 日 本 で の 販売 案 

先 ノ 岬 は 、 パ ワー ボ ポイ ント で つく っ た 、 日 本 で の 縄文 の 販売 案 を 、 ミ スリ ー 
に 送っ た 。 

すぐ に メー ル が きた 。 澤 田 社長 が いる か ら 電 話 で き な い 。 

「 この 案 で 賛成 だ けど 、 ス タッ フ が 書い て な い 」 

「 わ た し も 日 本 で も リー ダー に し て くれ 」 

先 ノ 岬 の 案 は 、 ソ ウル と 同じ よう に 、 今 の 販売 組織 と は 全く 異な っ た 、 特 別 
チー ム を つく る こと だ 。 特別 チー ム は 、 自 分 で 卸 も し て 、 下 接 ネ ッ ト 販 売 も 
する 。 ソ ウル の 特別 チー ム と 同じ で ある 。 独立 採算 を する 。 場所 は 、 堺 で あ 
る 。 

先 ノ 岬 は 、 販 売 案 を 追加 し た 。 イ ンタ ーネット の 時 代 で ある 。 事 実 、 ソ ウル 
の 特別 チー ム の 卸 の 仕事 も 、 イ ンタ ーネット で 通信 を し て いる 。 通信 販売 も 
ネッ ト 販 売 が 中 心 で ある 。 堺 に 、 日 本 語 中 心 の ネッ ト 販 売 組織 が ある と 考え 
れ ば よい 。 

会 計 と ネッ ト 通 販 を 担当 する 女性 と 、 卸 の 営業 を 行う 男性 と 斎藤 咲 江 で 、 と 
りあ え ず 構成 し て みた 。 辛島 明 人 も 加え て 、 現 在 の 堺 の 商品 開発 セン ター に 
付属 し て いる 先 ノ 岬 チー ム を 、 独 立 さ せ た 。 場所 も 、 今 は 使わ な く な っ た ガ 
レー ジ に し た 。 現代 源田 に は 、 昔 、 経 営 者 に 専用 車 が 付け られ て いて 、 工 場 
に 、 大 き な ガ レー ジ が ある 。 ソ ウル に も 、 堺 に も ある 。 そ こ を 、 特 別 チ ー ム 
が 使わ せ て も ら う こと に し た 。 リ ー ダ ー は ミス リー に し た 。 ソ ウル か ら メ ー 
ル と 電話 で 指示 すれ ば よい 。 

生産 は 、 現 在 の ソウ ル で の 生産 体制 の まま で ある 。 日 本 で の 生産 は 行わ な 
い 。 円 高 で も ある 。 日 本 か ら の 輸入 は し や すい 。 現 在 で も 、 ソ ウル か ら の 輸 
入 業 務 は や っ て いて 、 何 も 問題 は な い 。11 月 1 日 を スタ ー ト 日 と し た 。 ソ ウ 
ル で の 8 月 は 3 万 個 ど っ た が 、 堺 で の 販売 を 、 1 万 個 を 予定 し た 。 生 産 を ム 
リ す る と 、 そ こ か ら 崩 れる 。 静 か に 立ち 上 が り た い 。 


9 月 13 日 だ っ た 。 先 ノ 岬 は 、10 時 30 分 か ら 30 分 で 、 縄 文 の 日 本 販売 案 を 説 
明 し た 。 反 対 意 見 は 何 も 出 な か っ た 。11 月 1 日 か ら は じ め る 。 現代 源 田 を 挿 
る が す も の は 、 何 も な い 。 篠田 三太郎 の 上 海 展示 会 出展 が 空振り に 終わ っ た 


こと も 、 縄 文 の 日 本 販売 を 反対 させ な い 要 因 だ っ た 。 

「 松下 さん 、 2 人 の 人 選 を し て くだ さい ,」 

篠田 由美 子 が 、 経 営 会 議 に 出席 し て いた 松下 三郎 に 吉 っ た 。 篠田 三太郎 は 、 
何 も 発 吾 し な か っ た 。 

1 週間 後 、 先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー を 堺 に 呼ん だ 。 関西 地区 の 卸 の 営業 を 担当 す 
る 堺 の 牧野 五郎 と 、 会 計 と ネッ ト 販 売 を 担当 する 飯沼 聡子 を 紹介 する た めで 
ある 。 そ し て 、 ガ レー ジ を 改造 し な けれ ば な ら な い 。 す ぐに 手 を 付け な い 

と 、11 月 1 日 まで 時 間 が な い 。 

ガレ ー ジ の 修復 は 、 辛 島 明 人 が や る と 吉 っ た 。 ミ スリ ー と 辛島 明 人 は 、 お 昼 
か ら 、 建 築 業 者 を 呼ん だ 。 独立 採算 に な っ て 、 こ うい う 作 業 が や りや すく 

な っ た 。 パ ソコ ン も 自分 で 揃え られ る 。 

1 週間 後に 、 再 度 ミ スリ ー が 堺 に やめ っ て き て 、 コ ンピュータ ー の シス テム を 
立ち 上 げ る と 吉 っ た 。 

先 ノ 岬 は 、 堺 の 駅 まで 出 て 、 立 派 な 弁当 を 買っ て 来 た 。 お 昼 を みん な で 食べ 
よう と 思っ た 。 ミ スリ ー を ソウ ル の まま リー ダー に する こと を 、 み ん な 驚い 
た が 、 ス ムー ス に 立ち 上 が る た め に は 、 好 まし いこ と は 、 み ん な わか っ て い 
記 。 

「 弁 当 を 食べ な が ら 、 ミ スリ ー の 負担 を 少な くす る よう に 、 ワ 頼ん だ 。 辛島 明 
人 と 斎藤 咲 江 と 牧野 五郎 と 飯沼 聡子 の 4 人 で ある 。 

「 私 は 、 こ れ か ら 上 海 に 行っ て きま す 」 

「 上海 か ら も 縄文 の 販売 の 相談 が あっ て 、 こ の まま ほっ て お く と 、 誰 か が コ 
ピー を つく り そ う な の で 、 相 談 し て 来 ます 」 

先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー に は 伝え て あっ た 。 ミ スリ ー は 、 心 配 し た 。 2 度 あ る こ 
と は 3 度 あ る 。 上海 で は 何 が ある か わか ら な い )。 


〇 上 海 で の 3 度目 の 危機 
「 これ か ら 上 海 に 行っ て きま す 」 
「 縄文 の 中 国 で の 販売 に つい て 問い 合わ せ を いた だ いて ます の で 相談 し て き 
ます 」 
「 わ か り ま し た 。 気 を つけ て 」 


松下 三郎 は 、 区 い た 様子 も な く 、 い つも の よう に 、 先 ノ 岬 に 吉 っ た 。 


先 ノ 岬 は 、 石 門 一 路 の デパ ー ト か スー パー マー ケッ ト と か 、 よ くわ か ら な い 
大 き な お 店 に いた 。 賑 や か な 場所 で ある 。 

「 ソ ウル で 買っ て きた けど ここ で 売れ な いか 」 

女性 の バイ ヤー が 先 ノ 岬 に 吉 っ た 。 

「 上海 の 会 社 に つく る よう に 喜 っ た けど 、 難 し いと 吉 わ れ た 」 

難し く は な い が 、 中 国 に も 出願 し て ある 、 電 子 コ ント ロー ル 回 路 と 、 縄 文 の 
意匠 を か いく ぐる の は 、 難 し い だ ろ う 。 縄文 の 意匠 と 48 秒 で 沸く こと は 、 皿 
が っ て いる 。 


ミス リー は 、 金 浦 空港 だ っ た 。 

「 ミ スリ ー の 仕事 は 澤田 さん の 秘書 が 本 業 だ か ら 、 ム リ し な いよ うに ,」 

「 わか っ て る .」 

「 上海 の 石門 一 路 だ けど 、 ソ ウル で 売っ て いる その まま で いい か ら 1000 
個 出し て くれ だ けど 」 

「 い つか ら で す か ?」 

「12 月 1 日 」 

[ 科 が か つた だ 

「 上 海 に も 同じ 特別 チー ム を 還 い た 方 が いい と 思う 」 

先 ノ 岬 は 、 バ イヤ ー に 、 即 答 を 避け て いた 。 

ミス リー に 電話 を し な が ら 歩 いて いた 。 

ヨウ ミン ソ か ら 電 話 だ っ た 。 

「 後 か ら 車 が 突っ 込む 

そん な は ず は な い 。 先 ノ 岬 は 、 歩道 を 歩い て いた 。 右 折 し て きた 黒い 車 が 
あっ た 。 いきなり 歩道 に 乗り 上 げ て 先 ノ 岬 に 向かっ た 。 先 ノ 岬 は 、 よ くわ か 
ら な か っ た 。 誰か に 突き 飛ば され た よう な 気 が し た 。 

黒い 車 は 、 アッ と いう 間 に 走 り 去 っ た 。 

た くさ ん の 人 が 見 て いた が 、 何 事 も な か っ た か の よう 時 間 が 進ん だ 。 

「 大 丈夫 か ? 

ヨウ ミン ソ が どう し て ここ に いる の か わか ら な か っ た 。 


「 中国 の こと は 何 か ら 何 ま で よく 知っ て いる 」 

の うだ ん だ 」 

「 ミ スリ ー が 心配 だ と 吉 っ て 来 た 」 

「 どこ に 行く か 聞い た 」 

「 こ こ に いる と まだ 危な い 」 
ヨウ ミン ソ は 、 さ っ き 先 ノ 岬 が 訪れ た デパ ー ト の 1 階 を 通っ て 、 反 対 側 の 通 
に 測 だ で し て 、 ダ タ シ ー ぞ 拾っ だ 。 

「 追 っ て いな いよ うだ 」 

1 0 0 メー トル も 乗っ て いな い の に 、 タ クシ ー を 降り て 、 ホ テル に 人 入っ た 。 
ヨウ ミン ソ と キム ハヌル で 、 隣 の 部 屋 に し た 。 
部 屋 に 入る な り 、 ヨ ウミ ン ソ は ミス リー に 電話 を し た 。 

「 石門 一 路 で 車 に 襲わ れ た 」 

「 私 が ウオ ッ チ し て いた 」 
短い 会 話 だ どっ た 。 ミ スリ ー の 不安 は 的 中 し た 。 ミ スリ ー が ヨウ ミン ソ に 電話 
し た こと も 、 正 和解 だ っ た 。 
先 ノ 岬 に は 、 な ぜ ヨ ウミ ン ソ が 石門 一 路 に 飛ん で きた の か 、 よ くわ か ら な 
い 。 し か も 、 ミ スリ ー か ら 電 話 が あっ た の は 、 今 日 の は ず で ある 。 

「 大 丈夫 か ? 」 

ヨウ ミン ソ は フロ ント に 晩 ご は ん を 頼ん だ 。 

「 今日 は ここ で 食事 を し よう 」 

「 ま さか この ホテ ル に いる と は 思わ な い 」 

ヨウ ミン ソ と は 、 ソ ウル の ヨウ ミン ソ の オフ ィ ス で 話し 込ん で いる 。 2 人 は 
似 て いる と 思っ た 。 ヨ ウミ ン ソ も 挑戦 者 っ ぱい 。 ヨ ウミ ン ソ も 、 マ ナ テ ィ を 
盗ま れ て 、 部 屋 を 荒らさ れ て パソ コン を 盗ま れ た 。 

「 ミ スリ ー の 話し で は 、 日 本 と ソウ ル で 2 回 襲わ れ た らし い が 」 

「 誰か が 、 私 を 消 そ うと し て いる 」 

「 誰 だ 」 

「 現代 源田 の 悪魔 だ 」 

「 1 つの 会 社 の 悪魔 だ か ら 大 きい わけ で は な い 」 

「 国家 の 悪魔 に 旭 わ れ て いる わけ で は な い 」 

「 そ れ に し て も 3 回 目 だ 」 


「 誰 か 探さ な いと これ か ら も 危な い 」 

「 犯 人 を 探す こと は 時 間 の ムダ に な る 」 

「 縄文 や マナ ティ が 壊せ な いと こま で 進ん だ ら 勝 負 は 決する 」 

「 勝負 が 決し た ら 私 を 消し て も 意味 が な く な る 」 

「 縄文 や マナ ティ を 消し た い の だ か ら 」 

ヨウ ミン ソ は 、 じ っ と 、 先 ノ 岬 の 話し を 聞い て いた 。 

「 先 ノ 岬 は 、 ず っ と 、 そ うし て きた の か 」 

「 そ れ が 私 の 仕事 だ 」 

「 人 間 同士 の や っ て いる こと だ か ら 、 物 事 は 、 何 で も 同じ よう に な る 」 

「 私 が 諦め た ら 、 縄 文 も マナ ティ も な く な っ て 、 新 し い 現 代 源田 は な い 」 
「 仮に 国家 レベ ル の 大 き な 話 に な っ て も 、 な ん ら 変 わら な いこ と が 起こ る 」 
「 縄文 や マナ ティ が 壊せ な いと こま で いく の に 何 を すれ ば いい の か 」 

「 マナ ティ を 発売 で きる こと だ 」 

「 それは や る 」 

「 今日 上 海 に も 縄文 を 12 月 1 日 か ら 1 0 0 0 個人 和信 れ て くれ と 頼ま れ た ,」 

「 ソ ウル で も 日 本 で も 中 国 で も 売れ て いれ ば 、 少 な く と も 、 縄 文 は 壊せ な い 
だ ろう つう 」 

部 屋 が ノッ ク さ れ て 、 食 事 が 運ば れ て きた 。 

ヨウ ミン ソ も 先 ノ 岬 も 、 食 事 を し な が ら 相 談 す る こと が 多い 。 

食事 を し て いた 方 が 、 過 激 な 結論 を 選ば な いこ と を 知っ て いる 。 

ヨウ ミン ソ は 、 食 事 を し な が ら 、 電 話 を し た 。 中 国語 で ある 。 ヨ ウミ ン ソ と 
は 何者 だ ろう つう 。 よ くわ か ら な い 。 し か し 、 今 日 の こと で 、 先 ノ 岬 は 、 ヨ ウミ 
ン ソ に と っ て 、 大 事 な 人 で ある こと は 間違い な いと 思っ た 。 

夜 の 9 時 に な っ て 、 客 が 訪ね て 来 た 。 女 性 で ある 。 

「 彼 女 な ら ミ スリ ー と うま く や っ て いけ る 」 

「 ヨ ウシ ョ ウ で す ,」 

まだ 20 代 で あろ うか 。 薬指 に 指輪 が あっ た 。 

「 さ っ き 電 話 で は 話し た 」 

「 ヨ ウシ ョ ウ は デザ イン の 仕事 を 自分 の 事務 所 で や っ て いる 」 

「 中 山 公園 の 駅 か ら 5 分 くら い の と ころ の 倉庫 に ある 」 

「 私 も 上 海 に 来 た 時 は 、 そ こ で 過す 」 


「 私 の 2 輪 車 も そこ で 販売 し て いる 

「 ス ペー ス は た くさ ん ある か ら 先 ノ 岬 上 海 特 別 チ ー ム を つく っ て も や っ て い 
ける 」 

「 も し 任せ て も ら え る の だ っ た ら 、 ガ ン バ バ る 」 

日 本 語 も 少し で きる よう だ 。 

思わ め ぬ 展 開 を する こと に な っ た 。 

翌日 、 ま だ 7 時 だ っ た 。 ヨ ウシ ョ ウ が 車 で 迎え に 来 た 。 中 山 公 園 に 向かっ 
た 。 ヨ ウシ ョ ウ は 、 す で に 、 2 人 の スタ ッ フ を 決め て いた 。 上 海 の 卸 の 担当 
を する ワン スイ と チャ ンス ー だ っ た 。 ワ ンス イ は まだ 22 オ だ と 言っ た 。 男子 
大 学生 だ 。 チ ャ ンス ー も 22 オ で 女子 学生 で ある 。 会 計 と ネッ ト 販 売 を 、 今 で 
も 、 ヨ ウシ ョ ウ の と ころ で や っ て いる 。 

「 これ で いい か ,」 

ヨウ ミン ソ が 聞い た 。 

先 ノ 岬 は 、 ミ スリ ー に メー ル を し た 。 電話 だ と 、 澤 田 の 秘書 を や っ て いる と 
困る か ら だ 。 ミ スリ ー は 話し が で き な い 。 

「 明 日 、 わ た し が 中 山 公園 に 行っ て も よい か 」 

「 す べ て 了解 し た が 、 み ん な を 知ら な いと うま く 仕 事 が で き な い 」 

「 石門 一 路 の バイ ヤー に 会 っ て 返事 を し て くれ 」 

「12 月 1 日 か ら 1 0 0 0 個 で いい の か 」 
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「 ワ ンス イ と チャ ンス ー と ヨウ ショ ウ の 手当 て は 、 わ た し に 働 せ て くれ る の 
か 」 

「 部 屋 の 賃貸 料 も 相談 し て くれ 」 

「 わ か っ た 」 

先 ノ 岬 は 、 明 日 、 川 口 に 行く つも り だ っ た 。 そ の 前 に 、 上 海 先 ノ 岬 特別 チー 
ム 案 を 整理 し て メー ル し よう と 思っ た 。 堺 の みん な に も 、 ソ ウル の みん な に 
も 、 知 ら せ な いと いけ な い 。 

篠田 由美 子 か ら 返 事 が 来 た 。 全 員 に C C で ある 。 

「 上海 か ら 帰 ら な く て よい 」 

「 テ スト と し て まとめ て 了解 し て いる 」 

「 松 下さ ん は 、 上 海 の 3 名 の 身分 を 決め て や っ て くだ さい 」 


松下 か ら す ぐに 電話 が 来 た 。 

現代 源田 上 海 を つく る こと に し た 。 

ワン スイ と チャ ンス ー と ヨウ ショ ウ は 、 現 代 源田 上 海 の 契 約 社員 に し た 。 ワ 
ンス イ と チャ ンス ー は 学生 だ し 、 ヨ ウシ ョ ウ は 、 他 に 仕事 を 持っ て いる 。 
ミス リー に メー ル を し た 。 


條 田 由美 子 の 頼み 


〇 ソウ ル 工 場 売却 の うわ さ 

9 月 の 月 末 に な っ た 。 

ソウ ル の 特別 チー ム は 、 ガ ー ド が 固く な っ た 。 誰 も 特別 チー ム の 部 屋 に は 侵 
入 で き な い 。 ヨ ウミ ン ソ の 工場 も マナ ティ の 部 屋 も 、 警 備 保障 が つい て 完璧 
だ っ た 。 堺 の 特別 チー ム の 部 屋 も 、 指 八 認証 に な っ て 、 誰 も 入れ な く な っ 
た 。 上 海 の 特 別 チ ー ム は 、 も と も と 、 警 備 保障 が し っ か り し て いて 、 カ ー ド 
認証 だ っ た 。 

ソウ ル の 縄文 の 9 月 の 売上 は 、 3 3 0 0 0 個 だ っ た 。 日 本 円 で 7 8 0 0 万 円 
の 売上 で 2 3 0 0 万 円 の 経常 利益 だ っ た 。 堺 と 上 上海 の オフ ィ ス を 整備 し な が 
ら 、 こ れ だ け の も の が 残っ た 。 

「 現代 源田 が ソウ ル 工 場 を 売却 する うわ さ は 本 当 か 」 

ミス リー の お 父さん か ら 電 話 が あっ た らし い 。 先 ノ 岬 は 、 も ちろ ん 何 も 知 ら 
な い 。 

「 9 月 の 売上 が 極端 に ワル イ ら し い 」 

「 澤田 社長 に 聞い て みた けど 、 知 ら な いと 吉 う だ け だ 」 

篠田 由美 子 か ら 電 話 だ っ た 。 

「 今晩 自宅 に 来 て くれ な いか ,」 

「 晩 ご は ん を 一 緒 に 食べ た い 」 

先 ノ 岬 は 、 こ うい う 時 に は 、 何 も 考え な いよ うに し て いる 。 篠田 由美 子 に 
は 、 何 ら か の 意図 が ある が 、 そ れ を 喜 い 当て る こと は 難し い 。 


川口 工場 の すぐ 近く で ある 。 今日 は 、 誰 も 追っ て いな いと 思う 。 こ こし ば ら 
く 、 国 分 寺 の マン ショ ン に 籠っ て いる 。 ミ スリ ー は 、 堺 に も 上 海 に も 行っ 
て 、 コ ンピュータ ー の シス テム を 整備 し て いる 。 韓 国語 と 日 本 語 と 中 国語 に 
する だ け で も 、 タ イ ヘ ン な 作業 に な る 。 日 本 の 縄文 の ホー ムペ ー ジ も 開設 し 
た 。 受注 活 動 も 開始 し て いる 。 ソ ウル の スー パー マー ケッ ト と 同じ 糸 列 の 
スー パー マー ケッ ト に 入る こと に な っ た 。 2 0 0 店 舗 で ある 。11 月 1 日 に 日 


本 語 の パッ ケー ジ で 確保 され る 縄文 は 1 0 0 0 0 個 で ある 。 と て も 足り そう 
も な い 。 
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先 ノ 岬 は 、 キ ッ チ ン に 近い テー ブル に 通さ れ た 。 

「 料理 を 作り な が ら に し た いか ら こ こ に し た 」 

家族 用 の 食卓 らし い 。 篠田 三太郎 の 姿 は 見 えな か っ た 。 篠田 由美 子 1 人 で あ 
る 。 

ロワ イル で も どう ぞ 」 

カズ ノコ や コ プ マ キ や ダテ マキ が 出 て きた 。 私 は 、 日本酒 だ か ら 。 か わい い 
コッ プ に どこ か ら か 日 本 酒 を 注い で きた 。 

「 乾杯 」 

先 ノ 岬 は 、 上 黙っ て ワイ ン を 口 に し た 。 キ ッ チ ン か ら 煮 物 を 運ん で きた 。 

ブリ の 刺身 が 出 て きた 。 

「 どん どん 食べ な いと 次 が 出せ な い 」 

篠田 由美 子 は 、 最 近 の ニュ ー ス の 話し を し な が ら 、 か な り の ピッ チ で 食べ て 
いた 。 先 ノ 岬 も 、 ブ リ の 刺身 を 摘 ま ん だ 。 

「 新 し い 現 代 源 田 は で きる の ? 」 

いき な り 、 人 篠田 由美 子 は 、 本 題 に 入っ た 。 

「 3 度 も 命 を 狙わ れ た そう だ けど 」 

これ を 知っ て いる の は 、 ミ スリ ー と ヨウ ミン ソ し か いな いり 。 

そし て 、 草 っ た 包 人 だ 。 

「 そう まで し て 縄文 と マナ ティ を や り 遂 げた い の ? 」 

「 や り 遂 げ て も あな た に 何 も 報 酬 が な いけ ど 」 

「 ま だ 命 も 危な い 」 

「 あ な た っ て 何 な の ? 」 

「 私 は プロ だ か ら 」 

「 引 き 受 けた ら ゼ ッ タ イ に や る 」 

「 新 し い 現代 源田 を つく る ? 」 

を うつ で す 」 

「 バカ バカ し いと わた し は 思う 」 

「 わ た し は 人 篠田 三太郎 を 社長 らし くし て くれ と 頼ん だ 」 


「 あ な た の や っ て いる こと は 新しい 現代 源田 を つく る こと だ 」 

「 会 社 は 商品 で 動い て いる 」 

「 新 し い 商 品 を 持た な い 社 長 な ん て 社長 らし く な れ な い 」 

「 わ た し が あな た を 社長 に し て も よい と 思っ た ら ど うす る の ? 」 
「 見 抜か れ た ら ま ずい こと に な る 」 

「 私 は 、 自 分 は こっ ち に 置い て いら れる ん だ けれ ど 」 

「 私 は 怒 始 し て 狙わ れる 」 

「 新 し い 現代 源田 は で き な い 」 


「 や は り 日 本 酒 が 似合い ます 」 

「 あ な た は 料理 が お 上 手 で す 」 

先 ノ 岬 は 、 日 本 酒 に し て も ら っ て 、 小 さい が 、 コ ッ プ 4 杯 も 飲ん だ 。 

「 う な ぎの 混ぜ ご は ん だ けど ,」 

も う 、 話 すこ と は 何 も な いと 思っ た 。 

ひょっと し た ら 、 今 日 で 、 先 ノ 岬 の 現代 源田 の 顧問 の 仕事 が 終わ っ た の で は 
な いか と 思っ た 。 

多分 、 先 ノ 岬 は 、 も う 命 を 狙わ れ な い だ ろ う 。 篠田 由美 子 は 、 そ れ を 吉 い た 
か っ た 。 お 願い だ か ら 探さ な いで ほし い 。 

毅 人 未遂 で ある 。 探 さ な い で 欲し い は お か し い 。 

し か し 、 挑戦 者 の 仕事 と し て は 、 ス マー ト な 決着 だ と 思っ た 。 先 ノ 岬 が 狙わ 
れる だ け だ っ た 。 ミ スリ ー が 狙わ れ た ら 辛 か っ た 。 

篠田 由美 子 が 呼ん で くれ た タク シー で 、 深 々 と 身体 を 沈め た 。 や は り 、 い つ 
も 命 を 狙わ れ て いる と 、 辛 い 。 


〇 ソウ ル 工 場 の 社長 
「 ソ ウル 工場 が 電子 鍋 の 工場 に な る の か 」 
ミス リー が 、 和 区 い た よう に 電話 し て きた 。 
「 ソ ウル 工場 の 半分 だ 」 
「 澤田 社長 は どこ に 行っ た の か 」 
「 川口 に 帰っ て いる が 退社 する よう だ 」 


「 なぜ だ 」 
「 知 ら な い 」 
「 新 し い 社 長 は 誰 だ 」 
に 二 基 王 だ 
ミス リー は 、 何 か が 飛ん だ よう だ っ た 。 
「 な ぜ だ 」 
「 会 社 は 常に 新しい 商品 を 創っ て いか な いと 維持 で き な い 」 
「 ミ スリ ー は それ が わか る 」 
「 わ た し 澤田 社長 の 秘書 し か や っ た こと が な い 」 
「 先 ノ 岬 チー ム の 社長 を や っ て いる 」 
「 本 社 の 篠田 社長 は 辞め た の か 」 
「 長期 休養 だ 」 
「 どう し た の か ,」 
「 仏門 に 入る らし い 」 
「 お 坊さん に な る の か 」 
「 少 し は ブッ ダ が わか ら な いと 社長 は や れ な い 」 
「 わ た し は どう すれ ば いい の か 」 
「 松下 三 郎 さ ん か ら 連 絡 が あっ た ら 川 日 に 行け ば いい 」 
「 ソ ウル 工場 を どう し た い の か 考え て お か な いと 聞か れる 」 
「 堺 と 上 上海 は どう する の か ,」 
「 ミ スリ ー が 考え る こと だ 」 
「 これ が 新しい 現代 源田 な の か 」 
の うだ っ 
「 何 か 吉 いた いこ と は な い の か ,」 
「 明 日 か ら 社員 を 名 前 で 呼ん で くれ 」 
「 先 ノ 岬 チー ム は 名 前 に な っ て いる 」 
「 ソ ウル 工場 の 話し だ 」 
「 わ た し が 社長 に な っ た ら や る 」 
「 よろ い を 着る な 」 
「 それは 何 度 も 聞い た か ら わ か っ て る 」 
「 縄文 の 日 本 向け を 2 0 0 0 0 個 に し た ,」 


「 これ で も 足り な い だ ろ うけ ど 」 

「 電子 鍋 の 工程 を キチ ン と つく ら な いと いけ な い 」 
「 ま だ 社長 で は な い 」 

「 いま 電話 する と 松下 三郎 さん が 吉 っ て いる 」 


〇 マナ ティ の 承認 
佐藤 又 十 郎 と 橋上 佐 東 の 退任 が つう わ さ さ れ た 。 三枝 湊 が 営業 本 部 長 に な っ 
た 。 来 年 の 株 主 総会 で 交代 だ ろう 。 橋 上 佐 東 と 松下 三郎 が 交代 する 。 


「 あ な た は この まま で いて 」 

「20 万 円 し か 払っ て な いか ら 会 社 に 来 な く て いい !」 
篠田 由美 子 は 、 電 話 で 先 ノ 岬 に 吉 っ た 。 

し ば らく 、 篠 田 由美 子 が 社長 を や る の だ 。 

「 あ な た が いれ ば 、 わ た し は 社長 が や れる 」 


「 マ ナ テ ィ が 承認 され た 」 

ヨウ ミン ソ か ら 電 話 だ っ た 。 

「 準備 は で き て る の で 生産 に 入る が 、 半 年 は 、 毎 月 10 台 し か つく ら な く て 価 
格 を 半値 に し て 、 モ ニタ ー 車 に する 」 

「 半 値 と いう の は いく ら だ 」 

'25 応 同相 

「 わ か っ た ,」 

先 ノ 岬 は 、10 回 目 の ソ ウル 行き を 考え た 。 多 分 、 1 週間 後 だ ろう 。 ミ スリ ー 
の ソウ ル 工 場 社長 が 発表 され て 、 騒 が し い 時 だ ろう 。 ヨ ウミ ン ソ の マナ ティ 
の 生産 ライ ン を 見 れる 時 だ ろう 。 

先 ノ 岬 は 、 1 週間 、 国 分 寺 の マン ショ ン に 籠る こと に し た 。 

昨日 、 ミ スリ ー の マン ショ ン で ミス リー を 抱い た 夢 を 見 て し まっ た 。 今 ソウ 
ル に 行っ て は まず い 。 ミ スリ ー に 、 今 大 事 な こ と は 、 お か し な うわ さ を 流 さ 
れ な いと と だ 。 

それ に 、 も う 1 つの 願 問 の 仕事 に 追わ れ て いた 。 と て も や っ か いな 仕事 だ っ 
= 


『 ソ ウル の 縄文 』 
20.1 年 
20:.9 年 
げん じ あ きら 


『 ソ ウル の マナ ティ 』( 『 ソ ウル の 縄文 』 の 続編 ) も 読ん で いた だ きた い 
見 え ざ る 悪魔 は 、『 人 と 集団 を 滅ぼす も の 』『 少 し の 解放 感 』 を 読ん で いた 
だ きた い 

『 壊 れる よろ い 』 を 読ん で いた だ きた い 

『 ま ゆ 』『 こ ころ の 色 』 を 読ん で いた だ きた い 

『 ヒ ッ ト 商 品 』『 売 上 を 目指 せ ば 滅び る 』 を 読ん で いた だ きた い 


ソウ ル の 縄文 


著者 げん じ あ きら 


